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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

５
月
９
日
（
土
）
に
開
催
さ

れ
る
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
の
日

本
か
ら
の
特
別
ゲ
ス
ト
と
し

て
、『
舞
台
「
呪
術
廻
戦
」
ー

壊
玉
・
玉
折
ー
』
の
キ
ャ
ス
ト

を
迎
え
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

芥
見
下
々
に
よ
る『
呪
術
廻
戦
』

は
、
２
０
１
８
〜
24 

年
に
「
週

刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
」（
集
英
社
）

で
連
載
さ
れ
、
コ
ミ
ッ
ク
ス
の

シ
リ
ー
ズ
累
計
発
行
部
数
1 

億
５
０
０
０
万
部
（
電
子
版

含
む
）
を
突
破
し
た
大
人
気
漫

画
。
同
作
の
舞
台
化
シ
リ
ー
ズ

第
4 

弾
の
本
作
は
昨
年
に
日

本
初
演
、
ア
ク
シ
ョ
ン
や
臨
場

感
が
大
き
な
話
題
を
呼
ん
だ
。

ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
に
は
、
舞

台
版
の
キ
ャ
ス
ト
か
ら
、
五
条

悟
（
三
浦
涼
介
）、夏
油
傑
（
藤

田
玲
）、
伏
黒
甚
爾
（
久
保
田

悠
来
）、
3
人
の
呪
詛
師
（
森

貞
文
則
、
南
誉
士
広
、
北
村

海
）
を
迎
え
る
。
キ
ャ
ス
ト
は

日
本
国
外
で
は
初
お
披
露
目
と

な
る
。

舞
台
版
の

呪
術
廻
戦

ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
に

Ⓒ GA/S,JKS

ガソリン価格高騰
戦闘開始１週間で１6％近く上昇

「
満
タ
ン
に
で
き
な
い
」

Ｎ
Ｙ
市
ガ
ロ
ン
で
４
ド
ル
に
接
近

　

米
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る

イ
ラ
ン
と
の
戦
闘
の
激
化
で
、

石
油
タ
ン
カ
ー
が
通
る
ホ
ル
ム

ズ
海
峡
封
鎖
の
影
響
が
米
国
内

の
ガ
ソ
リ
ン
価
格
に
も
跳
ね
返

っ
て
き
て
い
る
。
全
米
の
レ
ギ

ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
価
格
は
９
日

時
点
で
１
ガ
ロ
ン
（
約
４
リ
ッ

ト
ル
）
当
た
り
３
ド
ル
48
セ
ン

ト
と
イ
ラ
ン
攻
撃
直
後
と
比
べ

て
16
％
値
上
が
り
し
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
ク
イ
ー
ン

ズ
区
の
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
シ

テ
ィ
ー
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

で
は
10
日
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
が
３

ド
ル
49
セ
ン
ト
と
１
週
間
前
の

２
ド
ル
75
セ
ン
ト
か
ら
69
セ
ン

ト
高
い
値
段
で
販
売
さ
れ
、
連

日
10
セ
ン
ト
幅
で
値
上
っ
て
き

て
い
る
計
算
だ
と
い
う
。
プ
レ

ミ
ア
ム
は
４
ド
ル
69
セ
ン
ト
か

ら
78
セ
ン
ト
の
幅
で
売
ら
れ
、

前
週
の
３
ド
ル
98
セ
ン
ト
か
ら

４
ド
ル
を
突
破
し
て
い
る
。

　

給
油
中
の
ウ
ー
バ
ー
の
男
性

運
転
手
は
「
週
に
ガ
ソ
リ
ン
代

だ
け
で
３
０
０
ド
ル
使
う
。
今

ま
で
60
ド
ル
あ
れ
ば
満
タ
ン
だ

っ
た
の
が
今
は
90
ド
ル
か
か

る
。
ウ
ー
バ
ー
は
ガ
ソ
リ
ン
代

は
自
腹
な
の
で
と
て
も
き
つ

い
。
満
タ
ン
で
は
な
く
30
ド
ル

ず
つ
こ
ま
め
に
入
れ
て
い
る
」

と
た
め
息
を
つ
く
。

　

ま
た
あ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
は

「
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
に
行
っ

た
時
は
安
い
の
で
入
れ
て
く

る
」
と
い
う
。
そ
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
近
郊
で
は
比
較
的
価
格
が

安
い
と
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
で
も
10
日
、
エ
ッ
ジ
ウ

ォ
ー
タ
ー
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
で
、
戦
争
前
に
２
ド
ル
76
セ

ン
ト
前
後
だ
っ
た
価
格
が
３
ド

ル
29
セ
ン
ト
に
値
上
っ
た
。

　

原
油
先
物
価
格
は
８
日
に

２
０
２
２
年
以
来
４
年
ぶ
り
に

１
バ
レ
ル
当
た
り
１
０
０
ド
ル

の
大
台
を
突
破
し
た
が
、
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
が
「
戦
争
は
ほ
ぼ

完
全
に
終
結
し
た
」
と
発
言
し

た
と
の
報
道
で
中
東
の
混
乱
が

早
期
に
収
束
す
る
と
の
期
待
感

が
広
が
り
、
売
り
注
文
が
優
勢

と
な
り
、
８
日
の
売
買
で
一
時

１
２
０
ド
ル
代
ま
で
迫
っ
た
価

格
は
81
ド
ル
ま
で
40
ド
ル
余
り

下
落
し
た
。
だ
が
給
油
所
の
価

格
上
昇
は
ま
だ
続
く
と
の
警
戒

感
が
ド
ラ
イ
バ
ー
に
根
強
い
。

ガソリンを給油する市民（10日クイーンズで）

https://www.restaurantnippon.com/
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「
前
掛
け
」
専
門
製
造
販
売

会
社
の
有
限
会
社
エ
ニ
シ
ン

グ
（
本
社
東
京
・
西
村
和
弘
代

表
）
は
、
３
月
27
日
（
金
）
の

午
後
５
時
か
ら
10
時
ま
で
、
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
の
酒
蔵
「
カ
ト

ー
・
サ
ケ
・
ワ
ー
ク
ス
」（379 

Troutm
an St, Brooklyn, 

NY

）
の
タ
ッ
プ
ル
ー
ム
で
、

日
本
の
伝
統
的
な
酒
蔵
前
掛
け

の
販
売
・
展
示
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
。

　

前
掛
け
は
、
日
本
の
酒
蔵
や

商
家
で
働
く
人
々
が
腰
に
巻
い

て
き
た
仕
事
着
で
あ
り
、
丈
夫

な
生
地
と
伝
統
的
な
染
め
で
作

ら
れ
る
実
用
と
文
化
を
兼
ね
備

え
た
ア
イ
テ
ム
。
今
回
の
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
現
在
も
愛
知
県
豊

橋
で
１
０
０
年
以
上
前
の
ト
ヨ

タ
や
ス
ズ
キ
製
の
シ
ャ
ト
ル
織

機
で
作
っ
て
い
る
日
本
唯
一
の

前
掛
け
専
門
メ
ー
カ
ー
「
エ
ニ

シ
ン
グ
」
の
西
村
代
表
が
来
場

し
、
前
掛
け
文
化
を
紹
介
す
る

レ
ク
チ
ャ
ー
や
、
前
掛
け
の
販

売
会
・
試
着
体
験
会
を
行
う
。

ま
た
、
英
語
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス

語
で
書
か
れ
た
日
本
の
前
掛
け

文
化
・
製
法
を
紹
介
す
る
書
籍

「M
AEKAKE by Anything

」

の
紹
介
や
、
日
本
で
60
〜
80
年

前
に
実
際
に
使
わ
れ
て
い
た
酒

蔵
前
掛
け
（
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
）

約
10
枚
の
特
別
展
示
も
行
う
ほ

か
、
カ
ト
ー
・
サ
ケ
・
ワ
ー
ク

ス
で
実
際
使
用
し
て
い
る
前
掛

け
の
限
定
販
売
も
す
る
予
定
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
酒
蔵
「
カ

ト
ー
・
サ
ケ
・
ワ
ー
ク
ス
」
の

空
間
で
、
日
本
の
酒
造
文
化
と

密
接
に
関
わ
り
の
あ
る
前
掛
け

の
歴
史
と
現
在
を
体
感
で
き
る

貴
重
な
機
会
と
な
る
。
な
お
、

「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
を
見
て
来
た
」

と
伝
え
る
と
ち
ょ
っ
と
し
た
ギ

フ
ト
も
用
意
さ
れ
て
い
る
そ
う

だ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
有
限
会
社

エ
ニ
シ
ン
グ
・
西
村
代
表
ま

で web@anything.ne.jp

伝
統
的
前
掛
け

展
示
販
売

27
日
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
カトー・サケ・ワークスで

　

ケ
ン
・
サ
イ
ト
ウ
に
よ
る
英

語
落
語
の
独
演
会
「English 

Rakugo Night vol.11

」
が

22
日
（
日
）
午
後
７
時
30
分
か

ら
、
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
の
ア

ン
ダ
ー
セ
ン
ト
マ
ー
ク
ス
劇
場

（Under St Marks Theater

：

セ
ン
ト
マ
ー
ク
ス
プ
レ
イ
ス
94

番
地
）
で
開
催
さ
れ
る
。

　

今
回
の
演
目
は
、
古
典
落

語
「
後
生
鰻
」
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
英
語
版
「Begging 

」

と
、
Ｎ
Ｙ
に
暮
ら
す
父
と
息
子

の
「
ち
ょ
っ
と
し
た
親
子
騒

動
」を
題
材
に
し
た
新
作 「The 

Talk

（
説
教
）」
で
、
軽
快
さ
・

テ
ン
ポ
の
良
さ
・
英
語
落
語
の

楽
し
さ
を
味
わ
え
る
２
本
立

て
。
ど
ち
ら
も
、
日
本
の
伝
統

話
芸
と
Ｎ
Ｙ
の
空
気
感
が
混
ざ

り
合
う
英
語
落
語
な
ら
で
は
の

世
界
観
が
楽
し
め
る
。
入
場
料

は
25
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

tickets.frigid.nyc/event

を

参
照
す
る
。

ケ
ン
・
サ
イ
ト
ウ
が
22
日

英
語
落
語
独
演
会

　

本
格
落
語
漫
画『
あ
か
ね
噺
』

の
ア
ニ
メ
上
映
会
が
４
月
１
日

（
水
）
午
後
８
時
か
ら
、
ジ
ャ

パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
（
Ｊ
Ｓ
：

東
47
丁
目
３
３
３
番
地
）
で
開

催
さ
れ
る
。『
あ
か
ね
噺
』（
原

作
：
末
永
祐
樹
、
作
画
：
馬
上

鷹
将
）
は
、
落
語
家
の
父
親
を

尊
敬
す
る
少
女
が
真
打
に
な
る

べ
く
、
噺
家
と
し
て
奮
闘
す
る

女
性
落
語
家
を
描
い
た
物
語
。

現
在
、
週
刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
で

連
載
中
。
日
本
で
の
公
開
は
テ

レ
ビ
朝
日
系
全
国
24
局
ネ
ッ
ト

で
４
月
４
日
か
ら
。

　

当
日
は
、
ワ
ー
ル
ド
プ
レ
ミ

ア
と
な
る
『
あ
か
ね
噺
』
第
１

話
と
、
制
作
秘
話
を
垣
間
見
ら

れ
る
貴
重
な
メ
イ
キ
ン
グ
映
像

を
鑑
賞
。
そ
の
後
、
カ
ナ
ダ
生

ま
れ
の
落
語
家
・
桂
三
輝
（
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
）
に
よ
る
特
別
ラ

イ
ブ
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
る
。
ま

た
、
来
場
者
全
員
に
ワ
ー
ル
ド

プ
レ
ミ
ア
イ
ベ
ン
ト
限
定
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
手
ぬ
ぐ
い
が
進
呈
さ

れ
る
。
入
場
料
は
一
般
28
ド

ル
、
Ｊ
Ｓ
会
員
22
ド
ル
。
チ

ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トhttps://japansociety.

org/events/akane-banashi-
world-premiere

を
参
照
。

桂
三
輝

女
性
落
語
家
描
く
ア
ニ
メ

あかね噺
ジャパン・ソサエティーで４月１日

http://bcnetwork.org/
mailto:web@anything.ne.jp
mailto:web@anything.ne.jp
mailto:web@anything.ne.jp
mailto:web@anything.ne.jp
https://tickets.frigid.nyc/event
https://tickets.frigid.nyc/event
https://tickets.frigid.nyc/event
https://tickets.frigid.nyc/event
https://tickets.frigid.nyc/event
https://japansociety.org/events/akane-banashi-world-premiere
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番
地
、88
丁
目
）
で
始
ま
っ
た
。

ボ
ー
ヴ
の
四
半
世
紀
に
わ
た
る

作
品
の
変
遷
を
辿
る
過
去
最
大

規
模
の
展
覧
会
で
、フ
ラ
ン
ク
・

ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
の
建
築
と
の

調
和
を
強
く
意
識
し
た
、
色
彩

豊
か
で
遊
び
心
た
っ
ぷ
り
の
空

間
が
楽
し
め
る
。

　

ボ
ー
ヴ
は
、
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ

ク
の
ア
サ
ン
ブ
ラ
ー
ジ
ュ
、
紙

の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
、
金
属
彫
刻
な

ど
、
物
と
そ
の
周
囲
の
関
係
性

に
着
目
し
た
作
品
を
様
々
な
形

で
発
表
し
て
き
た
。
今
回
は
、

螺
旋
状
の
ロ
タ
ン
ダ
自
体
を
彫

刻
作
品
で
あ
る
か
の
よ
う
に
捉

え
、
各
階
の
作
品
が
視
覚
的
に

繋
が
り
続
け
る
よ
う
に
作
品
配

置
を
構
成
。
こ
の
空
間
の
た
め

に
、
新
た
に
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の

レ
ッ
ド
フ
ッ
ク
の
ス
タ
ジ
オ
で

巨
大
な
鉄
製
作
品
群
を
制
作
、

壁
掛
け
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
パ
ネ
ル

と
併
せ
て
初
公
開
と
な
る
。
８

　

米
国
人
美
術
家
キ
ャ
ロ
ル
・

ボ
ー
ヴ
（
１
９
７
１
〜
）
の
回

顧
展
が
５
日
、
グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ

ム
美
術
館
（
五
番
街
１
０
７
１

月
２
日
（
日
）
ま
で
。
入
館
料

は
大
人
30
ド
ル
、
シ
ニ
ア
・
学

生
19
ド
ル
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トwww.guggenheim.org

を
参
照
す
る
。

　
　
（
小
味
か
お
る
、
写
真
も
）

　

昨
年
12
月
、
日
米
の
文
化
交

流
に
長
年
貢
献
し
た
功
績
を
称

え
、ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
タ
ウ
ン
・

ホ
ー
ル
で
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ

エ
テ
ィ
ー
賞
」
が
村
上
春
樹
に

授
与
さ
れ
た
。
本
格
的
な
執
筆

活
動
を
始
め
る
前
、
村
上
は
東

京
で
ジ
ャ
ズ
・
バ
ー
の
オ
ー
ナ

ー
だ
っ
た
の
も
あ
り
、
受
賞
式

典
と
同
時
に
ジ
ャ
ズ
な
ど
の
演

奏
と
、
作
家
本
人
を
含
む
村
上

作
品
朗
読
と
い
う
催
し
と
な
っ

た
。

　

注
目
の
演
奏
に
は
、
中
堅
世

代
を
代
表
す
る
ジ
ャ
ズ
・
ピ
ア

ニ
ス
ト
、
ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
モ
ラ

ン
が
率
い
、
本
連
載
で
も
紹
介

し
た
若
手
注
目
株
の
ト
ラ
ン
ペ

ッ
タ
ー
、
ア
ン
ブ
ロ
ー
ズ
・
ア

キ
ン
ム
シ
ー
レ
た
ち
人
気
、
実

力
を
備
え
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

が
名
を
連
ね
た
。
そ
し
て
途
中

か
ら
ベ
ー
ス
に
ジ
ャ
ズ
界
の
レ

ジ
ェ
ン
ド
で
あ
る
レ
ジ
ー
・
ワ

ー
ク
マ
ン
が
参
加
す
る
と
、
客

席
か
ら
の
大
き
な
拍
手
と
と
も

に
会
場
が
沸
い
た
。

　

以
前
僕
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し

た
時
、
村
上
は
彼
が
ま
だ
十
代

の
頃
、
神
戸
で
「
ア
ー
ト
・
ブ

レ
イ
キ
ー
を
観
に
行
っ
た
」
と

話
し
た
。
当
時
ブ
レ
イ
キ
ー
が

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
ジ
ャ
ズ
・

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
も
同
行
し

て
い
た
が
、
ワ
ー
ク
マ
ン
は
そ

の
一
員
だ
っ
た
と
い
う
。

験
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
ま
た
、
そ
こ
が
音
楽

フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
馴
染
み
深

い
、
タ
ウ
ン
・
ホ
ー
ル
と
い
う

歴
史
あ
る
存
在
が
行
事
に
彩
り

を
添
え
る
。
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン

に
ニ
ー
ナ
・
シ
モ
ン
、
ク
ラ
シ

ッ
ク
界
か
ら
は
マ
リ
ア
ン
・
ア

ン
ダ
ー
ソ
ン
な
ど
が
同
じ
ス
テ

ー
ジ
に
立
ち
、
村
上
と
モ
ラ
ン

が
敬
愛
す
る
ジ
ャ
ズ
・
ピ
ア
ノ

の
セ
ロ
ニ
ア
ス
・
モ
ン
ク
は
こ

こ
で
の
公
演
が
レ
コ
ー
ド
化
さ

れ
名
盤
と
な
っ
た
。

　

そ
ん
な
歴
史
と
場
所
、
そ
し

て
日
本
と
ア
メ
リ
カ
そ
れ
ぞ
れ

の
言
語
の
壁
を
飛
び
越
え
、
ジ

ャ
ズ
と
い
う
「
共
通
言
語
」
が

も
た
ら
す
小
説
家
、
朗
読
す
る

共
演
者
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た

ち
に
よ
る
快
活
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
、
外
の
寒
さ
を
忘

れ
さ
せ
る
熱
気
を
生
み
、
会
場

を
包
ん
だ
。（
に
い
も
と
・
り

ょ
う
い
ち
、
作
家
）

村
上
春
樹
と
ア
ー
ト
・
ブ
レ
イ
キ
ー

新元良一　No.6
　

そ
れ
か
ら
60
年
を
経
て
神
戸

か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
と
舞
台

を
移
し
、
モ
ラ
ン
た
ち
年
下
の

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
ワ
ー
ク

マ
ン
が
、
当
時
も
演
奏
し
た

と
思
わ
れ
る
ブ
レ
イ
キ
ー
作

「Ugetsu

」
を
披
露
す
る
。
時

間
と
場
所
も
超
越
し
た
音
楽
空

間
が
、
ジ
ャ
ズ
を
接
点
に
し
て

演
出
さ
れ
る
ス
リ
リ
ン
グ
な
体
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日
本
を
取
り
巻
く
安
全
保
障

の
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
。
こ
こ
数
年
の
動
き
の
中
で

も
、
ま
ず
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
侵
攻

し
た
ロ
シ
ア
は
北
朝
鮮
と
の
軍

事
同
盟
を
強
固
に
し
た
し
、
中

国
は
台
湾
統
一
の
姿
勢
を
強
め

て
い
る
。
こ
れ
に
今
回
の
イ
ラ

ン
情
勢
が
重
な
っ
て
き
た
。
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
で
の
一
件
も
含
め

て
、
国
際
法
は
事
実
上
こ
れ
で

機
能
停
止
と
な
っ
て
い
る
。
こ

こ
数
日
の
ア
メ
リ
カ
の
姿
勢

は
、
紛
争
の
長
期
化
を
望
む
か

の
よ
う
で
あ
り
、
原
油
価
格
は

高
騰
を
始
め
た
。そ
ん
な
中
で
、

19
日
よ
り
訪
米
す
る
高
市
総
理

に
は
、
自
衛
隊
に
よ
る
ホ
ル
ム

ズ
海
峡
に
お
け
る
タ
ン
カ
ー
護

衛
活
動
な
ど
が
要
請
さ
れ
る
可

能
性
も
あ
る
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
高
騰

し
た
原
油
価
格
を
前
提
と
し
て

日
本
は
ア
メ
リ
カ
産
出
の
シ
ェ

ー
ル
・
オ
イ
ル
な
ど
の
購
入
を

申
し
出
る
と
か
原
発
再
稼
働
を

進
め
る
と
い
う
代
替
案
は
あ
る

に
は
あ
る
。
そ
れ
で
も
Ｌ
Ｎ
Ｇ

の
需
給
が
逼
迫
す
る
中
で
は
、

海
峡
依
存
の
ゼ
ロ
化
は
非
現
実

的
、
と
な
れ
ば
自
衛
隊
の
派
遣

要
請
を
断
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

一
方
で
、
高
市
政
権
は
武
器

輸
出
の
拡
大
に
積
極
的
で
あ

る
。
こ
れ
は
斜
陽
化
し
た
製
造

業
が
、
世
界
の
消
費
者
を
相
手

と
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
で

き
な
く
な
り
、
究
極
の
官
需
で

あ
る
軍
需
に
依
存
す
る
構
図
だ

と
も
言
え
る
。
け
れ
ど
も
、
巨

大
な
事
務
部
門
の
維
持
費
を
捻

出
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
財
界

と
し
て
は
、
避
け
て
通
れ
な
い

道
と
い
う
覚
悟
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
動
き
の
全
体
は
、

近
隣
諸
国
、
特
に
中
国
を
刺
激

す
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
日
本
の
世
論
は
理
解
し
て

い
る
の
は
間
違
い
な
い
。た
だ
、

こ
こ
数
か
月
の
動
向
を
考
え
る

と
、
尖
閣
や
台
湾
の
問
題
で
敵

対
し
て
い
る
と
か
、
東
西
両
陣

営
の
冷
戦
の
延
長
と
し
て
の
対

立
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

　

１
つ
は
、
法
の
支
配
、
自
由

と
民
主
と
い
う
西
側
の
共
通
理

念
が
崩
れ
た
と
い
う
問
題
だ
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
中
国
を
批
判

す
る
根
拠
と
な
っ
て
い
た
理
念

が
使
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
日

本
か
ら
見
れ
ば
、
自
由
の
な
い

権
威
主
義
的
体
制
が
与
那
国
の

先
ま
で
迫
る
の
だ
と
し
た
ら
、

こ
れ
は
大
変
な
恐
怖
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
こ
れ
に
対
す
る
同

盟
自
体
が
理
念
的
結
束
を
喪
失

し
た
と
い
う
こ
と
の
恐
ろ
し
さ

は
、
よ
り
深
刻
だ
。

　

２
つ
目
は
、
台
湾
侵
攻
準
備

を
完
了
す
る
と
い
う
国
家
目
標

が
、
ど
う
や
ら
２
０
２
８
年
の

ト
ッ
プ
人
事
に
絡
ん
で
い
る
と

い
う
問
題
だ
。
外
交
官
に
よ
る

総
理
に
対
す
る
暴
言
や
、
様
々

な
交
流
停
止
が
詭
弁
に
近
い
形

で
繰
り
出
さ
れ
る
の
に
は
、
こ

の
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
習
近
平
氏
は
ポ
ス
ト
習
近

平
の
候
補
か
も
し
れ
な
い
が
、

「
４
期
目
」
に
進
め
る
か
は
権

力
闘
争
次
第
で
あ
り
、
そ
の
権

力
闘
争
で
は
台
湾
問
題
に
お
け

る
強
硬
さ
が
競
わ
れ
る
と
い
う

不
幸
な
状
態
に
陥
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。と
い
う
こ
と
は
、

当
面
、
現
在
の
強
硬
姿
勢
が
緩

和
さ
れ
る
可
能
性
は
少
な
い
で

あ
ろ
う
。

　

こ
の
２
つ
の
問
題
が
動
か
せ

な
い
中
で
は
、
あ
る
意
味
で
高

市
政
権
は
台
湾
海
峡
に
お
け
る

対
立
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
相
当
な

圧
力
で
受
け
止
め
続
け
る
必
要

が
出
て
き
た
。
２
月
の
総
選
挙

で
は
こ
れ
を
政
治
的
求
心
力
に

す
る
こ
と
に
成
功
し
た
高
市
氏

で
あ
る
が
、
こ
の
緊
張
状
態
を

続
け
る
の
は
得
策
で
は
な
い
。

　

４
月
に
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

が
訪
中
し
、
習
近
平
氏
と
の
首

脳
会
談
が
あ
る
。
中
国
が
イ
ラ

ン
情
勢
に
関
し
て
沈
黙
を
守
っ

て
い
る
の
は
、
こ
の
４
月
に
お

け
る
米
中
会
談
を
意
識
し
て
い

る
か
ら
だ
が
、
そ
こ
で
は
恐
ら

く
暫
定
的
な
通
商
合
意
が
成
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
で

な
く
て
は
、
厳
し
い
中
国
の
国

内
経
済
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
は

で
き
な
い
し
、
米
国
の
物
価
高

も
国
民
の
許
容
範
囲
を
超
え
て

し
ま
う
。
仮
に
米
中
合
意
が
成

立
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
日
本
だ

け
が
孤
立
す
る
の
は
何
と
し
て

も
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
高
市
氏
に
は
、
師
と

し
て
崇
め
る
安
倍
晋
三
氏
の
よ

う
に
、
日
中
の
首
脳
外
交
を
復

活
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ

の
際
に
支
障
と
な
る
の
が
、
長

年
の
高
市
氏
の
言
動
で
あ
る
。

奈
良
と
い
う
難
し
い
選
挙
区
で

苦
労
し
た
中
で
、
い
わ
ゆ
る
保

守
票
の
心
情
に
残
る
「
枢
軸
日

本
の
名
誉
」
へ
の
こ
だ
わ
り
に

理
解
を
示
し
て
き
た
氏
だ
が
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
断
念
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
そ
う
で
な
く

て
は
「
日
本
軍
国
主
義
は
日
中

人
民
の
共
通
敵
」
だ
と
い
う
周

恩
来
ド
ク
ト
リ
ン
が
崩
壊
し
、

福
田
赳
夫
の
結
ん
だ
日
中
条
約

の
理
念
も
壊
れ
て
し
ま
う
か
ら

だ
。
そ
の
こ
と
は
、
決
し
て
戦

没
者
の
名
誉
を
汚
す
こ
と
に
は

な
ら
な
い
こ
と
は
、
昭
和
の
官

民
が
一
体
と
な
っ
て
体
現
し
て

い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

西
側
同
盟
の
優
等
生
と
し
て

自
由
と
民
主
と
い
う
理
念
を
守

り
、
欧
州
や
カ
ナ
ダ
、
豪
州
と

の
連
携
を
強
化
し
て
安
全
を
確

保
す
る
に
も
、
こ
の
問
題
は
避

け
て
通
れ
な
い
。
２
月
の
総
選

挙
に
お
け
る
大
勝
に
は
、
そ
う

し
た
期
待
も
込
め
ら
れ
て
い
る

と
信
じ
る
。

（
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
／
作

家
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
在
住
）

日
本
の
安
全
の
保
障
の
た
め
に

枢
軸
の
名
誉
を
断
念
す
る
時

　

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
２
６
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
開
催
都
市
委

員
会
は
開
催
１
０
０
日
前
と
な

っ
た
３
日
、
コ
ロ
ン
バ
ス
サ
ー

ク
ル
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

「
ザ
・
シ
ョ
ッ
プ
ス
」の
１
階
に
、

開
催
ま
で
の
時
間
を
秒
単
位
で

示
す
デ
ジ
タ
ル
時
計
を
設
置
し

た
＝
写
真
＝
。

　

初
戦
は
６
月
11
日
に
メ
キ
シ

コ
シ
テ
ィ
で
行
わ
れ
、
時
計
は

メ
ッ
ト
ラ
イ
フ
・
ス
タ
ジ
ア
ム

で
決
勝
戦
が
行
わ
れ
る
７
月
19

日
ま
で
駆
動
す
る
。
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
２
６
は

48
チ
ー
ム
が
参
戦
、
試
合
数
は

北
米
16
都
市
で
１
０
４
戦
と
同

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
史
上
最
大
規

模
で
、
米
国
と
カ
ナ
ダ
、
メ
キ

シ
コ
の
３
か
国
の
主
催
と
い
う

の
も
初
め
て
と
な
る
。

　

３
日
に
は
エ
ン
パ
イ
ア
ス
テ

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ま
で

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
時
計

ー
ト
ビ
ル
も
ホ
ス
ト
国
を
象

徴
す
る
色
、
米
国
の
赤
と
白
、

青
、
カ
ナ
ダ
の
赤
と
白
、
メ
キ

シ
コ
の
緑
と
白
、
赤
に
点
灯

し
、
１
０
０
日
前
を
祝
す
式
典

「
１
０
０
デ
イ
ズ
・
ト
ゥ
・
ゴ

ー
」
に
は
同
委
員
会
ほ
か
米
国

サ
ッ
カ
ー
連
盟
（
Ｕ
Ｓ
Ｓ
Ｆ
）、

カ
ナ
ダ
・
サ
ッ
カ
ー
協
会
、
メ

キ
シ
コ
・
サ
ッ
カ
ー
連
盟
（
Ｆ

Ｍ
Ｆ
）
の
代
表
、
同
大
会
の
公

式
マ
ス
コ
ッ
ト
の
メ
ー
プ
ル
と

ザ
ユ
、ク
ラ
ッ
チ
が
出
席
し
た
。

同
時
に
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
は
、
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
を
拠
点
と
す
る
コ
ン
セ

プ
チ
ュ
ア
ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

ハ
ン
ク
・
ウ
ィ
リ
ス
・
ト
ー
マ

ス
氏
、
カ
ナ
ダ
在
住
の
カ
ー
ソ

ン
・
テ
ィ
ン
氏
、
メ
キ
シ
コ
の

ミ
ネ
ル
バ
Ｇ
Ｍ
氏
が
制
作
し
た

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
２
６
の

公
式
ポ
ス
タ
ー
を
公
表
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
合
同
県
人
会

は
20
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分

か
ら
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
（
西
45

丁
目
49
番
地
５
階
）
で
「
初
春

の
集
会
」
を
開
催
す
る
。
ア

ル
コ
ー
ル
類
な
ど
の
持
参
、 

会

の
準
備
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

歓
迎
す
る
。
参
加
費
40
〜
50

ド
ル
（
現
金
に
て
支
払
う
）。

問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル

keisuke2002@gmail.com

　

吉
田
さ
ん
。

Ｎ
Ｙ
合
同
県
人
会

「
初
春
の
集
会
」
20
日

　

日
本
ク
ラ
ブ
は
12
日
（
木
）

午
後
８
時
か
ら
、
ジ
ャ
パ
ン
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
理
事
長
の
ジ
ョ

シ
ュ
ア
・
Ｗ
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
氏

（
政
治
学
博
士
）
を
迎
え
た
オ

ン
ラ
イ
ン
講
演
会
「
変
化
す
る

世
界
に
お
け
る
日
米
同
盟
の
未

来
」
を
開
催
す
る
。
新
著
『
同

盟
の
転
機  

ア
メ
リ
カ
の
変
貌

と
日
本
の
戦
略
』
に
つ
い
て
語

る
と
と
も
に
、
世
界
と
国
内
の

変
革
期
に
お
け
る
日
米
関
係
を

考
察
す
る
。
変
化
す
る
地
政
学

的
動
向
、
両
国
に
お
け
る
政
治

的
変
化
、
そ
し
て
日
本
の
国
際

的
役
割
に
対
す
る
期
待
の
高
ま

り
が
ど
の
よ
う
に
同
盟
関
係
を

再
構
築
し
て
い
る
の
か
を
検
証

し
、
日
米
協
力
の
次
な
る
段
階

に
お
い
て
、
安
全
保
障
と
地
球

規
模
の
課
題
に
取
り
組
む
上

で
、
継
続
性
、
信
頼
に
基
づ
く

関
係
、
シ
ェ
ア
ド
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
が
い
か
に
重
要
と
な
る
か

に
つ
い
て
語
る
。参
加
費
無
料
。

著書『同盟の転機』
オンライン講演会
12 日ウォーカー氏

申し込みは https://
us02web.zoom.us/

webinar/register/WN_
dlvYt73zQWWqI9inKaa1LA#/

registrationから。

　
「
事
務
職
に
は
も

う
未
来
が
な
い
」「
こ

れ
か
ら
は
Ａ
Ｉ
に
代

替
で
き
な
い
、
体
を

使
う
仕
事
の
方
が
稼

げ
る
」
な
ど
、
日

常
会
話
の
中

で
、
こ
ん
な
や

り
取
り
が
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
実

際
、
先
端
Ｉ
Ｔ

企
業
で
容
赦
な

く
実
施
さ
れ
る
リ
ス
ト
ラ

の
ニ
ュ
ー
ス
が
、
そ
れ
を

裏
付
け
て
い
る
気
も
す

る
。
そ
ん
な
折
、
米
軍
が

情
報
分
析
や
標
的
選
定
に

使
用
し
た
と
伝
え
ら
れ
る

Anthropic

社
の
Ａ
Ｉ
エ

ー
ジ
ェ
ン
ト
「Claude

」

に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
う

ち
に
、
気
が
付
い
た
こ
と

が
あ
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
自
分
で
考
え
る
力
」
だ
。

同
社
の
ツ
ー
ル
「Claude 

Code

」
は
、
ユ
ー
ザ
ー
に
成

り
代
わ
っ
て
業
務
を
代
行
し
て

く
れ
る
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で

あ
る
。
あ
るYouTube

チ
ャ

ン
ネ
ル
で
は
、
こ
れ
を
駆
使
す

れ
ば
複
数
の
Ａ
Ｉ
が
自
主
的
に

情
報
を
収
集
・
精
査
・
議
論
し
、

戦
略
を
立
案
し
て
く
れ
る
と
説

い
て
い
た
。
究
極
的
に
は
「
部

会
」
も
「
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」

も
不
要
。
一
人
で
も
会
社
経
営

が
可
能
に
な
り
、
中
間
管
理
職

が
ツ
ー
ル
を
使
い
こ
な
せ
ば
組

織
の
生
産
性
は
飛
躍
的
に
向
上

す
る
と
い
う
バ
ラ
色
の
話
だ
。

だ
が
、
こ
こ
に
は
落
と
し
穴
が

あ
る
。
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
最
初

の
指
示
を
出
す
人
間
に
、
果
た

し
て
「
自
分
で
考
え
る
力
」
が

あ
る
か
ど
う
か
だ
。
会
社
の
ト

ッ
プ
で
あ
れ
中
間
管
理
職
で
あ

れ
、
優
秀
な
人
は
部
下
に
仕
事

を
委
ね
る
際
、
す
で
に
作
業
の

光
景
が
自
分
の
中
で
ビ
ジ
ュ
ア

ル
化
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
。
必

要
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
細

か
い
部
分
ま
で
明
確
に
言

語
化
し
て
伝
え
る
こ
と
も

で
き
る
。
こ
う
し
た
「
解

像
度
の
高
い
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
持
つ
人
な
ら
、
Ａ
Ｉ
に

対
し
て
も
最
適
な
プ
ロ
ン

プ
ト
を
出
し
、
望
む
結
果

を
引
き
出
せ
る
だ
ろ
う
。

逆
に
言
え
ば
、自
ら
考
え
、

着
地
点
を
描
け
な
い
人
間

が
Ａ
Ｉ
を
駆
使
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
こ
の
「
自
分

で
考
え
る
力
」
は
天
性
の

部
分
も
多
い
が
、
教
育
や

訓
練
次
第
で
育
む
こ
と
も

可
能
だ
。
今
後
、
求
め
ら

れ
る
の
は
組
織
へ
の
盲
目

的
な
忠
誠
よ
り
も
、
個
人

の
創
造
性
で
あ
る
。
Ａ
Ｉ

と
い
う
強
力
な
「
実
務
部
隊
」

を
手
に
し
た
と
き
、
最
後

に
問
わ
れ
る
の
は
、
そ
れ

を
使
っ
て
「
何
を
描
き
、

ど
う
動
か
す
か
」
と
い
う

人
間
側
の
知
性
と
な
る
。

こ
れ
こ
そ
が
、
Ａ
Ｉ
時
代

を
生
き
抜
く
た
め
の
真
の

サ
バ
イ
バ
ル
術
で
あ
る
。

（
え
が
わ
・
な
か
ば
／
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）

 江川央の DIGITAL 最前線

 www.egawanakaba.com

見えてきた AI 時代のサバイバル術

コロンバスサークル

決勝戦の
７月 19日まで駆動

　

ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
セ
ミ
ナ
ー

　

自
動
車
産
業
と
市
場
展
望

　

ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所
は
17

日
（
火
）
午
後
４
時
か
ら
「
ト

ラ
ン
プ
政
権
下
の
米
国
自
動
車

産
業
と
市
場
展
望
」
と
題
す
る

セ
ミ
ナ
ー
を
同
事
務
所
で
開
催

す
る
。
講
師
は
調
査
部
リ
サ
ー

チ
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
大
原
典

子
氏
。
参
加
費
無
料
。
申
し
込

み
締
め
切
り
は
13
日
。
定
員

60
人
。
申
し
込
み
はhttps://

www.jetro.go.jp/form5/
pub/nya/march2026

http://goldsteinvisa.com
https://www.maxjob.com/
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
mailto:keisuke2002@gmail.com
mailto:keisuke2002@gmail.com%E3%80%80%E5%90%89%E7%94%B0%E3%81%95%E3%82%93%E3%80%82
http://www.egawanakaba.com
https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_dlvYt73zQWWqI9inKaa1LA#/registration
https://www.jetro.go.jp/form5/pub/nya/march2026


（5）　　 ［社　会］ 2026年（令和 8年）3月 14日（土）

ニューヨーク歴史研究会通信

ニューヨーク歴史研究会 
since 2011
Historical Studies Group New York Inc.
http://www.nyrekishikenkyu.org/ 

■ 第121回例会/令和8年3月例会 
開催日： 令和8年3月19日（木曜日）
会　場： 日系人会ホール（49 West 45th 
Street, 5th Floor, New York, NY 10036）
演　題： 「古事記」から繋がる
 日本の半導体技術
開　場： 17:45（講演開始まで軽飲食）
時　間： 18:15 ～20：30
講　師： 山下政治（会員）
会　費： 一般会費30ドル（会員20ドル）
 初回参加無料
参加申込： Eメール 
rekishikenkyuny@gmail.com 研究会事務局 

　今月は会員の山下政治氏による講演で、氏に
よれば『古事記』に隠された国の成り立ちを解
くと日本に先端技術が根ざした事がわかるとい
う。先端技術の半導体をテーマに、日本の半導
体技術についての解説と併せ、産業の米と言わ
れていた半導体が今や安全保障の弾丸と位置付
けられていることの理由と背景を聞く。

　
「
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」

と
い
う
内
政
重
視
の
公
約
を
転

換
し
た
か
の
よ
う
に
ト
ラ
ン
プ

政
権
が
イ
ス
ラ
エ
ル
と
と
も
に

イ
ラ
ン
へ
の
大
規
模
攻
撃
を
始

め
ま
し
た
。
さ
て
そ
の
攻
撃
は

「
４
、５
日
で
終
わ
る
」
か
ら

「
４
、５
週
間
」
に
変
わ
り
、
さ

ら
に
は
「
永
遠
に
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
も
豪
語
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
い
や
逆
に
、
今
後

の
見
通
し
や
出
口
戦
略
に
関
し

て
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
と
国
務
省

と
戦
争
省
（
国
防
総
省
）
の
言

い
分
が
互
い
に
齟
齬
を
き
た
す

な
ど
、
ど
う
も
よ
く
わ
か
ら
な

い
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
と
米
国
に
よ
る

昨
年
６
月
の
イ
ラ
ン
核
施
設
攻

撃
の
時
か
ら
、
イ
ラ
ン
へ
の
大

規
模
軍
事
行
動
は
湾
岸
全
域
か

ら
ト
ル
コ
に
ま
で
展
開
す
る
米

軍
駐
留
拠
点
が
イ
ラ
ン
の
報
復

攻
撃
の
対
象
に
な
る
と
警
告
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
の
報
復

状
況
に
た
じ
ろ
ぐ
ふ
う
な
ト
ラ

ン
プ
政
権
に
関
し
て
、
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
の
元
情
報
長
官
が

「
ト
ラ
ン
プ
が
驚
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
私
の
方
が
驚
い
て

い
る
」
と
Ｐ
Ｂ
Ｓ
に
語
っ
て
い

ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
政
権
の
公
式
の
演

説
や
会
見
で
は
出
て
き
ま
せ
ん

が
、
英
紙
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
な
ど

に
よ
る
と
30
以
上
の
米
軍
基
地

の
指
揮
官
ら
が
、
こ
の
対
イ
ラ

ン
攻
撃
は
「
神
の
計
画
」
で
あ

り
「
ハ
ル
マ
ゲ
ド
ン
（
最
終
戦

争
）」
に
つ
な
が
る
も
の
だ
と

し
て
部
隊
を
鼓
舞
し
て
い
る
よ

う
で
す
。「
ト
ラ
ン
プ
は
キ
リ

ス
ト
に
よ
っ
て
聖
油
塗
り
（
選

任
）
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
の
再
臨

を
招
く
狼
煙
に
火
を
つ
け
た
」

と
、
ま
る
で
「
宗
教
戦
争
」
で

あ
る
か
の
よ
う
に
焚
き
つ
け
て

い
る
の
で
す
。

　

ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
で
は
、
ハ

ル
マ
ゲ
ド
ン
で
悪
が
滅
ぼ
さ

れ
、
サ
タ
ン
の
千
年
幽
閉
と
共

に
千
年
王
国
が
始
ま
る
の
だ
そ

う
で
す
。
ト
ラ
ン
プ
支
持
の
福

音
派
に
と
っ
て
は
そ
の
ハ
ル
マ

ゲ
ド
ン
の
契
機
と
な
る
キ
リ
ス

ト
再
臨
に「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
地
」

が
必
要
な
の
で
、「
だ
か
ら
そ

こ
を
攻
撃
す
る
イ
ラ
ン
は
破
壊

す
る
」
と
い
う
論
理
ら
し
い
。

　

い
や
い
や
、
今
回
の
開
戦
は

ネ
タ
ニ
ヤ
フ
に
と
っ
て
は
ガ
ザ

の
後
で
も
戦
争
を
継
続
し
な
い

と
自
分
の
刑
事
訴
追
が
待
っ
て

い
る
し
、
ト
ラ
ン
プ
に
し
て
も

エ
プ
ス
テ
ィ
ン
文
書
か
ら
目
を

逸
ら
さ
せ
な
け
れ
ば
と
い
う
両

者
と
も
の
国
内
事
情
も
重
な
っ

た
も
の
。
こ
こ
数
週
間
続
い
て

い
た
イ
ラ
ン
と
の
核
協
議
も
、

国
務
長
官
の
ル
ビ
オ
は
昨
年
の

空
爆
以
降
で
イ
ラ
ン
側
に
ウ
ラ

ン
濃
縮
の
痕
跡
も
な
い
と
発
言

し
て
い
て
、
単
に
見
せ
か
け
の

開
戦
回
避
努
力
の
ア
リ
バ
イ
作

り
で
し
た
。

　

攻
撃
が
既
定
路
線
だ
っ
た
こ

と
は
、
年
初
か
ら
の
エ
イ
ブ
ラ

ハ
ム
・
リ
ン
カ
ー
ン
空
母
打
撃

群
に
加
え
世
界
最
大
級
の
ジ
ェ

ラ
ル
ド
・
フ
ォ
ー
ド
空
母
打
撃

群
を
も
追
加
配
備
し
た
こ
と
か

ら
も
明
ら
か
で
す
。
こ
れ
ほ
ど

の
大
規
模
展
開
で
何
も
せ
ず
に

通
常
任
務
に
帰
還
さ
せ
る
な
ん

て
こ
と
は
か
つ
て
ほ
ぼ
例
が
な

い
か
ら
で
す
。
何
せ
展
開
す
る

だ
け
で
１
日
で
数
十
億
円
も
の

税
金
が
費
や
さ
れ
る
の
で
す
か

ら
。

　

さ
て
そ
こ
で
ト
ラ
ン
プ
の
国

内
事
情
で
す
。「
ア
メ
リ
カ
・

フ
ァ
ー
ス
ト
」
派
が
割
れ
て
い

ま
す
。「
最
終
戦
争
」
を
持
ち

出
し
た
冒
頭
の
指
揮
官
の
「
訓

示
」
は
戦
闘
に
大
義
を
持
た
せ

部
隊
の
士
気
を
高
め
る
い
つ
も

の
ス
ピ
ー
チ
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
は
前
回
の
本
欄
で
触

れ
た
ピ
ー
タ
ー
・
テ
ィ
ー
ル
の

終
末
論
的
加
速
主
義
と
重
な

り
、
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
福
音
派
の
根
本

的
な
ト
ラ
ン
プ
支
持
心
理
を
大

い
に
刺
激
す
る
の
で
す
。

　

彼
ら
に
は
作
戦
名
の
「
壮
大

な
怒
り
」
も
黙
示
録
の
「
神
の

怒
り
」
に
重
な
る
し
、
イ
ス
ラ

エ
ル
軍
の
「
咆
哮
す
る
獅
子
」

作
戦
の
「
獅
子
」
は
聖
書
で
は

ま
さ
に
救
世
主
の
こ
と
。
開
戦

の
生
臭
い
政
治
的
目
的
も
、
宗

教
的
文
脈
を
忍
ば
せ
れ
ば
士
気

も
支
持
も
増
す
と
い
う
、
こ
れ

も
実
に
ア
メ
リ
カ
的
な
一
面
で

し
ょ
う
。
も
っ
と
も
、
今
の
と

こ
ろ
こ
の
対
イ
ラ
ン
戦
は
当
初

の
思
惑
に
外
れ
て
不
支
持
が
圧

倒
し
て
い
る
の
で
す
が
。

　

ち
な
み
に
黙
示
録
に
は
キ
リ

ス
ト
再
臨
前
に「
偽
の
預
言
者
」

も
登
場
し
て
き
ま
す
。
彼
は
キ

リ
ス
ト
を
真
似
る
の
で
す
が
実

際
は
サ
タ
ン
の
言
葉
を
語
り
、

嘘
と
欺
瞞
に
満
ち
て
い
て
、
外

面
は
キ
リ
ス
ト
然
と
し
て
い
て

も
中
身
は
サ
タ
ン
、
と
真
逆
な

の
だ
そ
う
で
す
。

　

ま
、
ど
う
と
で
も
解
釈
で
き

る
の
が
宗
教
の
言
葉
│
│
ち
な

み
に
そ
い
つ
は
自
分
の
像
を
作

ら
せ
自
分
の
徴
（
し
る
し
）
を

刻
印
さ
せ
、
天
か
ら
火
を
降
ら

せ
る
と
か
。

　

ミ
サ
イ
ル
や
ド
ロ
ー
ン
の
降

り
注
ぐ
地
域
が
中
東
全
域
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。

（
武
藤
芳
治
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
）

偽
の
預
言
者
の
登
場

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
公
共
図
書
館

は
2
月
27
日
、
米
国
務
省
の
命

令
を
受
け
、
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請

の
受
け
付
け
サ
ー
ビ
ス
を
終
了

し
た
。
国
務
省
は
昨
年
秋
、
非

政
府
の
非
営
利
団
体
が
申
請
手

数
料
を
徴
収
す
る
こ
と
は
連
邦

法
に
反
す
る
と
し
て
、
全
国
の

図
書
館
に
業
務
停
止
を
求
め
て

い
た
。

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
公
共
図
書
館

は
２
０
１
１
年
か
ら
申
請
受
付

を
行
い
、
こ
れ
ま
で
に
約
30
万

件
を
処
理
し
て
き
た
。
市
内
の

図
書
館
シ
ス
テ
ム
で
同
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
た
の
は
同
館

の
み
で
、
利
用
者
に
と
っ
て
身

近
な
申
請
窓
口
と
な
っ
て
い

た
。

　

議
員
ら
は
、
図
書
館
で
の
申

請
停
止
は
住
民
の
利
便
性
を
損

な
い
、
パ
ス
ポ
ー
ト
需
要
の
高

ま
り
に
も
対
応
で
き
な
く
な
る

恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
少
な
く

と
も
２
０
２
６
年
末
ま
で
サ
ー

ビ
ス
継
続
を
認
め
る
よ
う
国
務

省
に
要
請
し
て
い
る
。
現
在
は

郵
便
局
な
ど
で
申
請
で
き
る

が
、
需
要
を
十
分
に
受
け
止
め

ら
れ
る
か
は
不
透
明
だ
。

　

3
月
2
日
夜
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
の
北
約
80
キ
ロ
に
あ
る
ニ

ュ
ー
バ
ー
グ
＝
ビ
ー
コ
ン
橋
付

近
の
ハ
ド
ソ
ン
川
で
、
小
型
機

が
氷
の
張
っ
た
川
面
に
不
時
着

水
し
、
搭
乗
し
て
い
た
2
人
が

救
助
さ
れ
た
。当
局
に
よ
る
と
、

事
故
は
午
後
8
時
過
ぎ
に
発
生

し
、
地
元
消
防
や
救
急
隊
が
出

動
。
機
体
は
水
中
で
発
見
さ
れ

た
が
、
搭
乗
者
は
自
力
で
機
外

に
出
て
岸
ま
で
泳
ぎ
着
い
た
と

い
う
。
2
人
は
現
場
で
医
療
処

置
を
受
け
た
後
、
病
院
に
搬
送

さ
れ
た
が
、
重
大
な
け
が
は
報

告
さ
れ
て
い
な
い
。
機
体
は
単

発
の
セ
ス
ナ
１
７
２
型
で
、
連

邦
航
空
局
（
Ｆ
Ａ
Ａ
）
が
事
故

原
因
を
調
査
し
て
い
る
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
の
キ
ャ
シ
ー
・
ホ

ウ
ク
ル
知
事
は
、
こ
の
出
来
事

を
２
０
０
９
年
の
ハ
ド
ソ
ン
川

不
時
着
事
故
に
な
ぞ
ら
え
「
も

う
一
つ
の
ハ
ド
ソ
ン
の
奇
跡

だ
」
と
述
べ
、
迅
速
に
対
応
し

た
救
助
隊
に
感
謝
を
示
し
た
。

小
型
機
ハ
ド
ソ
ン
川
に
着
水

搭
乗
２
人
に
怪
我
な
し

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
公
共
図
書
館

パ
ス
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
を
終
了

　

国
務
省
の
命
令
受
け
て

　

ブ
ロ
ン
ク
ス
の
バ
ネ
ッ
サ
・

ギ
ブ
ソ
ン
区
長
は
４
日
、
財
政

難
を
理
由
に
54
回
目
と
な
る
ブ

ロ
ン
ク
ス
・
ウ
ィ
ー
ク
開
催
を

中
止
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

ブ
ロ
ン
ク
ス
・
ウ
ィ
ー
ク
は

地
域
の
文
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
、
そ
し
て
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
発

祥
の
地
で
あ
る
こ
と
を
祝
う
毎

年
恒
例
５
月
の
行
事
。
パ
レ
ー

ド
や
地
域
紹
介
ツ
ア
ー
生
演

奏
、
グ
ル
メ
、
歩
行
者
天
国
の

ほ
か
、
健
康
や
就
職
フ
ェ
ア
、

過
去
の
ブ
ロ
ン
ク
ス
由
来
の
著

名
人
を
称
え
る
ブ
ロ
ン
ク
ス
ボ

ー
ル
な
ど
イ
ベ
ン
ト
満
載
の
１

か
月
間
と
な
る
。
中
止
に
な
る

の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
２
０
２
０

年
を
除
き
55
年
前
の
開
始
以
降

で
初
め
て
と
な
る
。
ギ
ブ
ソ
ン

区
長
は
声
明
で
「
深
刻
な
財
政

赤
字
と
Ｎ
Ｙ
市
が
直
面
し
て
い

る
財
政
上
の
課
題
に
応
じ
て
」

長
年
続
く
恒
例
行
事
か
ら
焦
点

を
移
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

説
明
し
「
ブ
ロ
ン
ク
ス
・
ウ
ィ

ー
ク
の
終
わ
り
で
は
な
い
」
と

伝
え
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
人
気
が
高

く
、
ブ
ロ
ン
ク
ス
観
光
協
議
会

は
開
始
ま
で
の
時
間
を
示
す

「
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
・
ト
ゥ
・

ブ
ロ
ン
ク
ス
・
ウ
ィ
ー
ク
」
を

公
式
サ
イ
ト
に
設
置
し
て
い

る
。
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
の
地
元
の
景
気
活

性
に
も
つ
な
が
る
た
め
、
中
止

の
発
表
を
非
難
す
る
声
が
高
ま

っ
て
い
る
。
地
元
の
ジ
ャ
ス
テ

ィ
ン
・
サ
ン
チ
ェ
ス
Ｎ
Ｙ
市
議

会
議
員
は
「
子
供
の
頃
か
ら
欠

か
さ
ず
家
族
と
参
加
し
て
い
た

イ
ベ
ン
ト
な
の
で
、
急
な
中
止

の
発
表
を
個
人
的
に
残
念
に
思

う
。
同
イ
ベ
ン
ト
は
ブ
ロ
ン
ク

ス
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ

り
、
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
地

元
の
子
供
た
ち
や
助
け
が
必
要

な
住
民
た
ち
も
一
緒
に
祝
う
こ

と
が
で
き
る
１
年
に
一
度
の
楽

し
み
で
あ
る
の
に
」
と
伝
え
て

い
る
。

恒例ブロンクス・
ウィーク中止に
財政難理由に

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
政
府
や
市

当
局
は
テ
ロ
活
動
に
関
す
る
監

視
の
動
き
を
強
め
て
い
る
。
ホ

ウ
ク
ル
州
知
事
は
明
確
な
具
体

的
脅
威
は
確
認
さ
れ
な
い
と
し

つ
つ
も
、
緊
張
が
高
ま
る
中
で

州
全
体
の
警
戒
を
呼
び
か
け
て

い
る
。
治
安
当
局
は
抗
議
予
定

の
周
辺
で
警
備
を
強
化
し
、「
敏

感
な
施
設
」
や
宗
教
施
設
周
辺

で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
増
や
す
対

応
を
実
施
し
て
い
る
と
い
う
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
は
ユ
ダ
ヤ

教
関
連
施
設
を
は
じ
め
、
イ
ス

ラ
ム
教
寺
院
な
ど
に
も
重
点
的

な
巡
回
を
行
い
、
地
域
住
民
の

安
全
確
保
に
努
め
る
姿
勢
を
示

し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
３
月
７
日

に
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
市
長
公

邸
（
グ
レ
ー
シ
ー
・
マ
ン
シ
ョ

ン
）
の
前
で
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒

へ
の
抗
議
デ
モ
に
集
ま
っ
た
人

と
、
そ
れ
に
反
対
す
る
人
々
が

衝
突
、
不
審
な
装
置
に
火
を
点

け
た
ア
ミ
ー
ル
・
バ
ラ
ト
容
疑

者
と
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
カ
ユ
ミ
容

疑
者
の
２
人
が
逮
捕
さ
れ
た
。

装
置
に
は
「
殺
傷
能
力
」
が
あ

り
、
市
警
は
こ
れ
を
不
発
の
即

席
爆
発
物
（
Ｉ
Ｅ
Ｄ
）
と
し

て
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
（
連
邦
捜
査
局
）

と
共
同
で
捜
査
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
事
件
当
時
、
公
邸
の
中

に
い
た
マ
ム
ダ
ニ
市
長
は
９
日

の
記
者
会
見
で
「
２
人
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
に
暴
力
を
持
ち
込

む
」
目
的
で
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア

州
か
ら
来
た
と
述
べ
、「
卑
劣

極
ま
り
な
い
行
為
だ
」
と
強
く

非
難
し
た
。
逮
捕
さ
れ
た
２
人

の
う
ち
１
人
は
取
り
調
べ
に
対

し
て
過
激
派
組
織
「
イ
ス
ラ
ム

国
（
Ｉ
Ｓ
）」
に
つ
い
て
言
及

し
て
お
り
、
テ
ロ
行
為
の
疑
い

も
あ
る
と
み
て
捜
査
し
て
い

る
。
マ
ム
ダ
ニ
市
長
は
米
イ
ス

ラ
エ
ル
の
軍
事
攻
撃
に
は
「
民

間
人
を
殺
害
し
、
新
た
な
戦
争

の
段
階
を
開
く
も
の
だ
」
と
批

判
的
立
場
。
市
長
は
イ
ス
ラ
ム

教
徒
だ
が
、
事
件
自
体
は
イ
ラ

ン
戦
争
と
直
接
の
関
連
は
確
認

さ
れ
て
い
な
い
。

　

高
市
早
苗
首
相
が
来
米
し
、

３
月
19
日
に
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

で
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
と
会
談

す
る
。
両
者
は
初
会
談
を
昨
年

10
月
に
東
京
で
行
っ
て
お
り
２

回
目
と
な
る
が
、
今
回
は
米
国

側
か
ら
の
招
待
を
受
け
た
も
の

だ
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
２
月
５
日
、

８
日
投
開
票
の
衆
院
選
を
前

に
、
高
市
氏
を
「
米
大
統
領
と

し
て
完
全
か
つ
全
面
的
に
支
持

す
る
」
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
表
明
し
、

３
月
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
の

首
脳
会
談
を
提
案
し
た
。
高
市

氏
を
「
高
市
首
相
は
力
強
く
賢

明
な
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
自
国

を
心
か
ら
愛
し
て
い
る
こ
と
を

す
で
に
証
明
し
て
い
る
」
と
持

ち
上
げ
た
。
他
国
の
選
挙
を
前

に
支
持
を
表
明
す
る
と
い
う
の

は
異
例
で
野
党
か
ら
は
「
内
政

干
渉
」
と
の
批
判
も
出
た
。

　

昨
年
10
月
の
東
京
で
の
初
会

談
で
は
、
経
済
・
安
全
保
障
分

野
で
協
力
を
深
め
る
方
針
を
確

認
し
、
高
市
氏
は
「
日
米
同
盟

の
新
た
な
黄
金
時
代
を
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
と
つ
く
り
た
い
」
と

強
調
し
た
。

　

今
回
も
日
米
同
盟
の
強
化
や

経
済
・
安
全
保
障
協
力
を
中
心

に
議
論
が
行
わ
れ
る
見
込
み
。　

ま
た
、
台
湾
を
め
ぐ
る
安
全
保

障
問
題
な
ど
の
地
域
的
課
題
に

つ
い
て
も
意
見
交
換
が
行
わ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
４
月

に
中
国
を
訪
れ
て
習
近
平
国
家

主
席
と
の
首
脳
会
談
に
臨
む
が

そ
の
前
に
日
本
と
の
連
携
を
強

調
す
る
狙
い
が
あ
る
。

　

日
本
の
首
相
が
来
米
す
る
時

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
立
ち
寄
る

こ
と
が
多
く
、
岸
田
首
相
（
当

時
）
が
２
０
２
４
年
に
来
米
し

た
際
も
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

イ
ベ
ン
ト
や
経
済
団
体
で
講
演

を
行
っ
た
り
し
た
。
今
回
は
３

月
９
日
時
点
で
Ｎ
Ｙ
訪
問
の
公

式
発
表
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

高
市
首
相
、
初
来
米
へ

          

19
日
に
日
米
首
脳
会
談

市
庁
舎
前
デ
モ
に
不
発
弾

　
　
　

Ｉ
Ｓ
言
及
の
男
ら
２
人
逮
捕
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https://michaeldunnlaw.com
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https://acomoving.com/
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国
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融
口
座
・
資
産
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告
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Ｍ
Ｇ
米
国
グ
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バ
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ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス　

パ
ー
ト
ナ
ー 

須
田
洋
平

　

米
国
の
所
得
税
申
告
で
は
特

定
の
取
引
や
関
係
の
情
報
開
示

の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
報
告
書

の
提
出
が
も
と
め
ら
れ
ま
す
。

そ
の
中
で
も
米
国
外
に
保
有
す

る
金
融
口
座
や
資
産
に
つ
い
て

報
告
す
る
外
国
金
融
口
座
報
告

書
と
外
国
金
融
資
産
報
告
書
は

多
く
の
読
者
の
方
に
影
響
の
あ

る
報
告
書
に
な
る
か
と
思
い
ま

す
の
で
、
今
回
は
こ
れ
ら
２
つ

の
報
告
書
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。

▽
外
国
金
融
口
座
報
告
書
： 

FinCEN Form 114, “Report 
of Foreign Bank and 
Financial
Accounts”

　

外
国
金
融
口
座
報
告
書
は
マ

ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
を
取
り
締

ま
る
た
め
の
報
告
書
で
、
米
国

財
務
省
に
対
し
て
米
国
外
に
保

有
す
る
口
座
情
報
を
開
示
し
ま

す
。
米
国
外
の
金
融
機
関
で
保

有
す
る
口
座
の
残
高
合
計
額
が

年
中
に
一
度
で
も
１
万
ド
ル
を

超
え
た
場
合
に
は
、
全
て
の
口

座
情
報
を
開
示
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
１
万
ド
ル
を
超
え
る

口
座
の
み
で
は
な
く
、
米
国
外

に
保
有
し
て
い
る
全
て
の
金
融

口
座
の
合
計
額
が
１
万
ド
ル
を

越
え
る
場
合
は
口
座
残
高
が

１
万
ド
ル
を
超
え
て
い
な
い
各

口
座
に
つ
い
て
も
報
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
点
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
期
日
は
確
定

申
告
の
期
日
と
同
じ
４
月
15
日

で
、
６
か
月
の
報
告
延
長
も
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
報
告
対
象

者
は
米
国
市
民
な
ら
び
に
米
国

居
住
者
で
、
米
国
非
居
住
者
は

報
告
対
象
者
と
な
り
ま
せ
ん

が
、
租
税
条
約
の
適
用
に
よ
り

非
居
住
者
と
な
る
方
は
報
告
対

象
者
に
含
ま
れ
ま
す
。
対
象
と

な
る
口
座
は
米
国
外
の
金
融
機

関
で
保
有
す
る
銀
行
、
証
券
、

金
融
商
品
、
確
定
拠
出
年
金
口

座
や
、
資
産
価
値
の
あ
る
積
立

式
保
険
、
雇
用
主
が
提
供
す
る

財
形
や
持
株
会
な
ど
、
口
座
で

管
理
さ
れ
て
い
る
も
の
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
法
人
名
義
の
口

座
に
署
名
権
が
あ
る
方
も
そ
の

口
座
を
報
告
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
報
告
を
怠
っ
た
場
合
に

は厳
し
い
罰
則
が
課
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

▽
外
国
金
融
資
産
報
告
書
：

Form 8938, “Statement of 
Financial Assets”

　

外
国
金
融
資
産
報
告
書
は
米

国
外
に
保
有
す
る
金
融
資
産
か

ら
得
た
所
得
を
正
確
に
報
告
し

て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

趣
旨
の
報
告
書
で
、
連
邦
税
確

定
申
告
書
の
一
部
と
し
て
提
出

し
ま
す
。
米
国
外
に
保
有
す
る

金
融
資
産
の
合
計
額
が
、
独
身

ま
た
は
夫
婦
個
別
申
告
者
で
年

末
で
５
万
ド
ル
か
、
年
中
に

７
万
５
０
０
０
ド
ル
を
超
え
る

場
合
（
夫
婦
合
算
申
告
者
は
倍

額
）
に
保
有
す
る
金
融
資
産
を

開
示
し
ま
す
。
こ
ち
ら
も
外
国

金
融
口
座
報
告
書
と
同
様
、
報

告
要
件
を
満
た
す
場
合
は
全
て

の
金
融
資
産
を
開
示
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
資

産
か
ら
所
得
が
発
生
し
て
い
る

か
ど
う
か
、
所
得
が
申
告
書
の

ど
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
も

報
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
報
告
対
象
者
、金
額
要
件
、

報
告
内
容
な
ど
は
表
の
と
お
り

で
す
。

*

受
給
権
が
成
立
し
、
喪
失
の

危
険
性
が
な
い
も
の

**

仮
想
通
貨
に
つ
い
て
は
、

現
状
報
告
対
象
と
な
ら
な
い
場

合
も
あ
る
が
、
保
守
的
な
判
断

と
し
て
報
告
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
い
え
る

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通

牒230

号10.37

条(a)(2)

規
定
上
の
書
面
に
よ
る
税
務
ア

ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準
を
満

た
す
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
記
事
中
の
情
報
は

314

 　
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
イ

ラ
ン
、
イ
ス
ラ
エ
ル
。「
正
義

の
反
対
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
正

義
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う

に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
言
い
分
が
あ

る
の
は
理
解
で
き
る
。
で
も
、

子
供
を
含
め
て
一
般
の
何
の
罪

も
無
い
人
た
ち
が
巻
き
込
ま
れ

る
の
は
ど
う
し
て
も
納
得
い
か

な
い
。
そ
し
て
、
な
ぜ
、「
歴

史
は
繰
り
返
さ
れ
る
の
か
」。

悲
し
い
気
持
ち
に
な
る
の
は
私

だ
け
で
は
な
い
は
ず
。

　

ほ
ん
の
数
か
月
前
に
私
は
ド

バ
イ
に
行
っ
て
ま
し
た
。
平
和

で
安
全
で
活
気
が
あ
っ
た
。
私

の
友
人
は
、
こ
こ
で
フ
リ
ー
ペ

ー
パ
ー
の
会
社
を
立
ち
上
げ

て
、
や
っ
と
軌
道
に
乗
っ
て
き

た
と
こ
ろ
。
そ
ん
な
彼
の
仕
事

を
手
伝
う
た
め
の
ド
バ
イ
行
き

で
し
た
。
が
、
ま
さ
か
、
そ
の

数
か
月
後
に
ミ
サ
イ
ル
が
飛
ん

で
く
る
な
ん
て
誰
も
想
像
で
き

な
か
っ
た
。
理
由
は
、「
米
軍

基
地
が
あ
る
か
ら
」
ら
し
い
。

そ
ん
な
こ
と
を
言
え
ば
、
遠
い

と
い
う
だ
け
で
、
日
本
に
も
あ

る
。
日
本
も
他
人
事
じ
ゃ
無
い

か
も
し
れ
な
い
。

　

世
界
最
強
と
言
わ
れ
る
日
本

の
パ
ス
ポ
ー
ト
保
有
率
は
、
17

パ
ー
セ
ン
ト
。「
海
外
を
見
よ

う
、
海
外
を
知
ろ
う
、
海
外
を

学
ぼ
う
」
と
、
い
ろ
ん
な
勉
強

会
や
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し
て
き

た
け
れ
ど
、
な
ん
と
な
く
「
や

っ
ぱ
り
、
海
外
は
リ
ス
ク
だ
よ

な
あ
」
み
た
い
な
空
気
に
な
っ

て
き
た
。
確
か
に
リ
ス
ク
を
敢

え
て
冒
す
必
要
は
な
い
。
け
れ

ど
、縮
こ
ま
っ
て
欲
し
く
な
い
。

世
界
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

気
づ
く
こ
と
、
学
ぶ
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
も
あ
る
。
実
際
、
海
外
で

活
躍
し
て
い
る
友
人
も
た
く
さ

ん
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
私
が
今

で
き
る
こ
と
は
、
平
和
を
祈
る

こ
と
し
か
な
い
。
こ
れ
以
上
、

無
駄
な
血
が
流
れ
な
い
こ
と
を

祈
る
し
か
な
い
。

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。「
笑
い
」

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
「
元
気
セ
ラ
ピ

ー
（
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
）」

「
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
（
中
経
出
版
）」
な

ど
多
数
。

「
平
和
を
祈
る

の
み
で
す
」

外国金融口座報告書　
FinCEN Form 114

外国金融資産報告書　
Form 8938

提出先 Department of the Treasury IRS （申告書に添付）

提出期限 申告書提出期限
延長可能

申告書提出期日
延長可能

対象者 米国市民、米国居住者（租税
条約による非居住者も含む）

米国市民、米国居住者（租税
条約による非居住者は対象

外） 

金額要件 外国金融口座の合計残高が一
度でも1万ドル超過

米国居住者－年末時点で 5万 
/年中 7万 5000ドル（合算申
告者 10万 / 15万ドル）超過
米国外居住者－外国資産が

20万／30万ドル（合算申告者
40万 / 60万ドル）超過

報告内容 **

銀行口座、証券、金融商品口
座 ,日本型 401K*、個人年金

*、財形、持株会、積立式保険、
法人名義で署名権を有する口

座など

銀行口座、証券、金融商品口
座、日本型 401K*、個人年金
*、財形、持株会、積立式保
険、確定給付年金 *、会社持分、

ヘッジファンドなど
米国金融機関の海外支店や子

会社は除く

罰則
報告書提出遅延 16,536ドル、
故意の場合は 165,353ドルか
口座残高総額の 50% のいず

れか高い金額

報告書提出遅延 1万ドル、当
局からの督促にも関わらず引
き続き報告書提出遅延の場合
には 1万 ～ 6万ドルなど

す
べ
て
一
般
的
な
も
の
で
あ

り
、
特
定
の
個
人
も
し
く
は
事

業
体
の
状
況
へ
の
適
用
を
意
図

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
税
法
に

沿
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
各
個
人
は
特
定
事
項

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
上
記

内
容
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の

で
は
な
く
、
実
状
に
基
づ
き
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

記
事
中
の
見
解
や
意
見
は
著
者

個
人
の
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し

も
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

テ
ー
ブ
ル
ス
タ
イ
ル
茶
道

家
の
田
村
と
も
こ
で
す
。

　

テ
ー
ブ
ル
ス
タ
イ
ル
茶
道

は
、
現
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
合
わ
せ
た
、
気
軽
に
お

作
法
が
学
べ
て
お
茶
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
茶
道
で

す
。
畳
の
茶
道
の
学
び
は
そ

の
ま
ま
に
、
現
代
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
テ
ー

ブ
ル
と
椅
子
に
座
っ
て
、
ゆ

っ
く
り
と
お
茶
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
ま
す
。　
　

 　
茶
道
で
は
、
床
の
間
に
掛

け
ら
れ
る
お
掛
軸
に
書
か
れ

て
い
る
禅
語
か
ら
、
心
の
在

り
方
や
生
き
方
の
指
針
な
ど

を
学
び
ま
す
。
禅
語
は
先
人

か
ら
の
大
切
な
教
え
。

　

人
は
た
く
さ
ん
の
煩
悩（
欲

望
）
を
持
っ
て
い
て
、
人
と

比
べ
て
は
羨
ん
だ
り
、
も
っ

と
欲
し
い
と
い
う
欲
求
に
か

ら
れ
、
自
分
が
持
っ
て
い
る

幸
せ
に
気
付
か
な
か
っ
た
り

し
ま
す
。「
足
る
を
知
る
」
と

い
う
禅
語
か
ら
、
感
謝
を
し

て
生
き
る
と
い
う
こ
と
を
教

え
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

（
た
む
ら
・
と
も
こ
、
椿
の
会　

テ
ー
ブ
ル
茶
道
師
範
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

t.tomo@tasei.jp
Instagram
tomo. tamura 

テーブルスタイル
茶道を
　ご一緒に (3)

田村ともこ

　

足
る
を
知
る

　

世
界
経
済
と
文
化
の
中
心

地
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
。
こ
の
刺

激
的
な
街
で
働
く
日
本
人
駐
在

員
と
の
結
婚
は
、
日
本
の
結
婚

相
談
所
で
婚
活
す
る
女
性
た
ち

に
と
っ
て
「
憧
れ
の
象
徴
」。

し
か
し
、
華
や
か
な
イ
メ
ー
ジ

の
裏
側
で
、
現
地
で
戦
う
男
性

た
ち
が
パ
ー
ト
ナ
ー
に
真
に
求

め
て
い
る
の
は
、意
外
に
も「
日

本
的
な
安
ら
ぎ
」
で
し
た
。

　

時
に
過
酷
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
戦

場
で
も
あ
る
Ｎ
Ｙ
。
こ
こ
で
奮

闘
す
る
日
本
人
男
性
が
心
か
ら

求
め
て
い
る
の
は
、
帰
宅
し
て

ド
ア
を
開
け
た
瞬
間
に
広
が
る

「
日
本
の
温
も
り
」。

　

炊
き
た
て
の
ご
飯
と
温
か
い

味
噌
汁
が
並
ぶ
朝
食
。
多
文
化

社
会
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
日
本

で
は
当
た
り
前
の
光
景
が
、
何

物
に
も
代
え
が
た
い
精
神
的
な

支
え
と
な
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
駐
在
生
活
特
有
の
ス

ト
レ
ス
、
言
葉
や
文
化
の
壁
に

直
面
、
神
経
を
す
り
減
ら
す

日
々
の
中
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と

「
言
葉
の
裏
側
に
あ
る
繊
細
な

気
持
ち
」
を
日
本
語
で
共
有
で

き
る
こ
と
は
大
き
な
救
い
と
な

り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
ン
ジ
ョ
ー

ク
が
理
解
で
き
な
く
て
も
、
日

本
の
テ
レ
ビ
番
組
を
観
な
が
ら

同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で「
ふ
ふ
っ
」

と
笑
い
合
え
る
。
こ
の
「
笑
い

の
ツ
ボ
」
の
共
有
こ
そ
が
、
孤

独
に
な
り
が
ち
な
海
外
生
活
に

お
い
て
、
夫
婦
の
絆
を
結
び
ま

す
。

　

お
味
噌
汁
の
香
り
と
、
共
に

笑
い
合
え
る
安
ら
ぎ
の
時
間
。

そ
れ
が
、
世
界
の
中
心
で
戦
う

者
に
と
っ
て
の
「
世
界
一
安
心

「
心
の
安
ら
ぎ
」
が
鍵
と
な
る

異
国
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

ニューヨーク駐在員との
結婚、その魅力と現実（１）

で
き
る
場
所
」
に
な
り
、
Ｎ
Ｙ

で
新
た
な
人
生
の
扉
を
開
こ
う

と
す
る
日
本
人
カ
ッ
プ
ル
に
と

っ
て
は
、
よ
り
現
実
的
で
豊
か

な
未
来
と
な
り
ま
す
。

　

異
国
の
地
で
お
互
い
を
支
え

合
い
、
共
に
歩
む
。
そ
ん
な
海

外
駐
在
員
と
の
結
婚
は
、
日
本

人
同
士
だ
か
ら
こ
そ
の
理
想
的

な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
形
で

す
。

　
　
　
　
　

◇

松
本
直
子

国
際
結
婚
相
談
所
Ｔ
Ｊ
Ｍ
代

表
。
米
国
を
拠
点
に
、
世
界

で
パ
ー
ト
ナ
ー
を
探
す
日
本

人
女
性
と
海
外
男
性
の
良

縁
を
繋
ぐ
。
温
か
く
丁
寧

な
支
援
で
成
婚
へ
導
く
。  

https://traditionaljapanese
matchmaker.us/

http://myriverside.net/home
http://kkobo.com/
tel:2122136069
mailto:t.tomo@tasei.jp
mailto:t.tomo@tasei.jp
mailto:t.tomo@tasei.jp
mailto:t.tomo@tasei.jp
https://traditionaljapanese
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ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
関
す
る

市
民
社
会
フ
ォ
ー
ラ
ム 

国
連
で
20
日 

に
開
催

ユ
ニ
ク
ロ
五
番
街
に

ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
パ
ー
ク
店

　

ユ
ニ
ク
ロ
は
６
日
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
内
に
3
店
舗
目
と
な

る
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
パ
ー
ク
店
を

オ
ー
プ
ン
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
公
共
図
書
館
と
の
提
携
を
通

じ
て
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
青
少

年
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
支
援
す

し
な
が
ら
地
元
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
や
文
化
パ
ー
ト
ナ
ー
と
協
働

し
た
ロ
ー
カ
ル
要
素
を
取
り
入

れ
た
商
品
が
提
供
さ
れ
る
。

　
「
ラ
イ
フ
ウ
ェ
ア
の
日
常
着

を
消
費
者
に
届
け
る
」
を
目
的

に
、
街
で
過
ご
す
毎
日
を
よ
り

快
適
に
す
る
た
め
に
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ア
イ
テ

ム
、
そ
の
品
質
の
高
さ
と
最
先

端
の
機
能
性
を
手
に
取
っ
て
品

選
び
が
で
き
る
。

　

場
所
は
、
五
番
街
の
42
丁
目

と
43
丁
目
に
あ
る
元
銀
行
の
ビ

ル
１
階
と
2
階
を
使
い
、
地
上

に
残
る
大
型
金
庫
の
扉
や
内
装

は
そ
の
ま
ま
に
、
遠
い
外
か
ら

で
も
見
え
る
２
階
店
内
の
電
飾

看
板
が
特
徴
。

　

五
番
街
に
は
既
に
53
丁
目
旗

艦
店
を
構
え
る
が
、
グ
ラ
ン
ド

セ
ン
ト
ラ
ル
駅
と
タ
イ
ム
ズ
ス

ク
エ
ア
に
挟
ま
れ
た
ブ
ラ
イ
ア

ン
ト
公
園
に
そ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

を
採
用
し
て
い
る
。
開
店
当
日

は
、
先
着
５
０
０
人
に
記
念
ギ

フ
ト
や
地
下
鉄
マ
ー
ク
の
入
っ

た
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
た
。
ユ
ニ
ク
ロ
で
は
３

月
20
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内

に
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
店
、

4
月
３
日
に
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
エ

ア
店
を
オ
ー
プ
ン
す
る
。

　

営
業
時
間
は
午
前
10
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で
。
金
、
土
は
午

後
10
時
ま
で
。
日
曜
の
開
店
は

午
前
11
時
。

　

毎
年
３
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
行
わ
れ
る 

国
連
女
性
の
地

位
委
員
会
（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
） 

に
合
わ

せ
て
開
催
さ
れ
る
、
世
界
最
大

級
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
関

す
る
市
民
社
会
フ
ォ
ー
ラ
ム

「NGO CSW Forum

」
が
３

月
20
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分

か
ら
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｎ
ド
リ
ュ
ー
ル
ー

ム
（
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ネ
ー
シ
ョ

ン
ズ
プ
ラ
ザ
７
７
７
番
地
）
で

開
催
さ
れ
る
。 

今
年
は
「
女

性
が
導
く
と
き
、
地
域
社
会
は

発
展
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
海

外
ア
フ
リ
カ
の
青
少
年
育
成
に

信
頼
さ
れ
る
日
本
の
道
徳
教
育

を
取
り
入
れ
た
奨
学
金
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
新
し
い
女
性
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
は
何
か
、
ア
フ
リ
カ

の
少
女
・
女
性
・
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
の
力
を
引
き
出
し
持
続
可

能
で
自
立
し
た
未
来
を
つ
く

る
、
と
い
う
内
容
で
講
演
が

行
わ
れ
る
。 

ス
ピ
ー
カ
ー
は
、 

エ
ル
・
カ
ン
タ
ー
レ
財
団
エ
グ

ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

の
ニ
コ
ル
櫻
井
さ
ん
と
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
に
あ
る
日
本
語
補

習
授
業
校
の
卒
業
生
で
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活
動
す
る
映

画
制
作
者
の
彩
ト
ロ
イ
ヤ
ー
さ

ん
。
後
援
は
、
キ
ッ
ズ
国
際
学

園
、
エ
ル
・
カ
ン
タ
ー
レ
財

団
。
問
い
合
わ
せ
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト https://www.

elcantarefoundation.org/ 

を
参
照
す
る
。

　

２
０
２
６
年
１
月
30
日
付

で
、
米
国
移
民
局
（
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ

Ｓ
）
は
、
２
０
２
７
年
度
Ｈ
ー

１
Ｂ
ビ
ザ
の
抽
選
登
録
に
関
す

る
初
回
登
録
期
間
が
、
26
年
３

月
４
日
正
午
（
米
東
部
時
間
）

か
ら
３
月
19
日
正
午
ま
で
実
施

さ
れ
る
と
正
式
に
発
表
し
ま
し

た
。
こ
の
制
度
は
、
毎
年
申
請

件
数
が
上
限
を
大
き
く
上
回
る

Ｈ
ー
１
Ｂ
ビ
ザ
の
公
平
性
を
確

保
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
ま
ず
事
前
登
録
を

行
い
、
そ
の
中
か
ら
抽
選
で
選

ば
れ
た
申
請
者
の
み
が
本
申
請

に
進
め
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
期
間
中
、
雇
用
主
ま
た

は
認
定
代
理
人
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ

Ｓ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ア
カ
ウ
ン
ト

を
通
じ
て
、
Ｈ
ー
１
Ｂ
ビ
ザ
申

請
予
定
者
ご
と
に
電
子
登
録
を

行
い
、
１
件
あ
た
り
２
１
５
ド

ル
の
登
録
料
を
支
払
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
登
録
に
は
Ｕ
Ｓ
Ｃ

Ｉ
Ｓ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ア
カ
ウ
ン

ト
が
必
須
で
あ
り
、
ま
だ
取
得

し
て
い
な
い
企
業
や
事
業
者

は
、
事
前
に
組
織
用
ア
カ
ウ
ン

ト
を
作
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
登
録
期
限
後
の

登
録
は
一
切
受
け
付
け
ら
れ
な

い
た
め
、
早
め
の
準
備
が
重
要

と
な
り
ま
す
。
選
考
結
果
は
26

年
３
月
31
日
ま
で
に
、
登
録
し

た
雇
用
主
お
よ
び
代
理
人
の
オ

ン
ラ
イ
ン
ア
カ
ウ
ン
ト
を
通
じ

て
通
知
さ
れ
る
予
定
で
す
。
Ｕ

Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
と
、
Ｈ
ー
１

Ｂ
ビ
ザ
対
象
申
請
（
米
国
修
士

号
取
得
者
向
け
の
優
先
枠
を
含

む
）
は
、
登
録
が
抽
選
で
選
ば

れ
た
場
合
に
の
み
正
式
に
提
出

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
27
年
度
か
ら
は
、
高

度
な
専
門
性
や
高
い
給
与
水
準

を
持
つ
申
請
者
を
優
先
す
る
仕

組
み
や
、
登
録
数
が
年
間
上
限

を
超
過
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ

る
加
重
抽
選
方
式
な
ど
、
新
た

な
選
考
プ
ロ
セ
ス
が
導
入
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
後
は

従
来
よ
り
も
申
請
戦
略
や
事
前

準
備
の
重
要
性
が
さ
ら
に
高
ま

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
大
統
領
布
告
に
基
づ
く

特
定
非
移
民
労
働
者
の
入
国
制

限
に
も
言
及
さ
れ
て
お
り
、
条

件
に
よ
っ
て
は
申
請
前
に
追
加

で
10
万
ド
ル
の
支
払
い
が
必
要

と
な
る
場
合
が
あ
る
点
に
も
注

意
が
必
要
で
す
。

　

弊
社
で
は
、
Ｈ
ー
１
Ｂ
ビ
ザ

の
キ
ャ
ッ
プ
対
象
・
免
除
の
確

認
、最
適
な
登
録
戦
略
の
立
案
、

早
期
段
階
で
の
要
件
確
認
と
書

類
準
備
、
当
選
後
の
申
請
対

応
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
や
代

替
ビ
ザ
の
検
討
な
ど
、
総
合
的

な
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
27
年
度
Ｈ
ー
１
Ｂ
登
録
に

つ
い
て
支
援
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
３
月
４
日
の
受
付
開
始

前
に
必
要
な
情
報
や
書
類
を
十

分
に
準
備
す
る
た
め
に
も
、
で

き
る
だ
け
早
い
段
階
か
ら
申
請

準
備
を
進
め
る
こ
と
が
強
く
推

奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ナ
ッ
ク
マ

ン
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
・
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
弁
護
士
）

ナ
ッ
ク
マ
ン
弁
護
士
の
移
民
法
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

２
０
２
７
年
度
Ｈ
ー
１
Ｂ

ビ
ザ
抽
選
登
録
開
始
へ

重
要
日
程
と
申
請
準
備
の
ポ
イ
ン
ト

　

デ
ィ
ー
ン
・
ア
ン
ド
・
デ
ル

ー
カ
で
シ
ェ
フ
・
パ
テ
ィ
シ
エ

を
務
め
た
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ボ
エ

リ
氏
が
、
日
本
の
発
酵
培
養
の

「
麹
」
を
活
か
し
た
ベ
ー
カ
リ

ー
「hacco

」
を
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
に
今
春
オ
ー
プ
ン
す
る
。
甘

味
は
砂
糖
に
頼
ら
な
い
こ
と
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
パ
ン
や
飲
み

物
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
米
由
来

の
麹
が
主
原
材
と
な
る
。
同
店

の
公
式
サ
イ
ト
は
「
食
文
化
の

多
様
性
を
称
え
、
自
然
由
来
の

発
酵
の
秘
術
と
知
恵
を
通
し
、

健
康
と
繁
栄
に
貢
献
す
る
。
日

本
伝
統
の
発
酵
技
術
で
あ
る
麹

と
現
代
技
術
を
融
合
し
、
革
新

的
な
価
値
を
見
出
す
」
と
伝
え

て
い
る
。
ニ
ホ
ン
コ
ウ
ジ
カ
ビ

は
澱
粉
を
糖
分
に
分
解
し
自
然

な
甘
味
と
う
ま
味
成
分
を
引
き

出
す
た
め
、
砂
糖
を
追
加
す
る

必
要
が
な
い
。
実
店
舗
で
販
売

す
る
商
品
や
オ
ー
プ
ン
の
日
程

な
ど
の
詳
細
は
明
ら
か
に
な
っ

て
い
な
い
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ョ
ッ
プ
で
は
麹
パ
ウ
ダ
ー
や
飲

料
、
麹
玄
米
、
麹
シ
ロ
ッ
プ
な

ど
を
紹
介
し
て
い
る
。
詳
細
は

http://www.hacco-inc.com

を
参
照
す
る
。

日
本
の
麹
が
主
役
の

ベ
ー
カ
リ
ー　

hacco　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
開
店

駅
で
オ
ー
デ
ィ
オ
広
告

Ｍ
Ｔ
Ａ
が
収
入
を
期
待

　

都
市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）

は
、
音
声
広
告
の
運
用
を
特
定

の
駅
構
内
で
試
験
的
に
始
め

た
。「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
ー

デ
ィ
オ
・
ア
ド
バ
タ
イ
ズ
メ
ン

ト
」
は
、
１
回
30
秒
の
有
料
広

告
が
最
頻
10
分
ご
と
に
放
送
さ

れ
る
。
Ｍ
Ｔ
Ａ
は
同
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
通
し
て
の
広
告
収
入
を

見
込
ん
で
お
り
、
音
量
は
、
大

声
の
会
話
や
掃
除
機
、
交
通
量

の
多
い
道
路
程
度
の
75
デ
シ
ベ

ル
で
、
警
報
や
緊
急
、
駅
構
内

放
送
を
妨
げ
る
こ
と
は
な
い
と

い
う
。
現
在
の
試
験
運
用
で

は
、
広
告
は
映
画
や
テ
レ
ビ
番

組
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ビ
デ
オ
ゲ

ー
ム
な
ど
エ
ン
タ
メ
や
ス
ポ
ー

ツ
関
連
で
、
広
告
主
は
１
日
当

た
り
１
駅
を
利
用
で
き
る
。
同

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
音
声
広
告
を

聞
き
、
意
見
が
あ
る
場
合
は

https://contact.mta.info/s/
customer-feedback

に
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
。
試
験
期
間

は
６
月
１
日
ま
で
。
利
用
者
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
な
ど
を
熟
考

し
継
続
す
る
か
を
検
討
す
る
。

トロイヤーさん 櫻井さん

　

霧
島
酒
造
株
式
会
社
は
、
焼

酎
の
魅
力
を
ア
メ
リ
カ
で
も
体

験
し
て
も
ら
う
た
め
、
2
月
21

日
に
「LAVAN MIDTOWN

」

に
て
、
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
と
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
消
費
者

体
験
イ
ベ
ン
ト
「KIRISHIMA 

Fes 

× JAPAN Fes SYNC

」

を
開
催
し
た
。 

霧
島
酒
造
４

代
目
社
長
の 

江
夏
邦
威
氏
の

乾
杯
の
発
声
と
共
に
ス
タ
ー
ト

し
た
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ド
リ
ン

ク
3
杯
と
料
理
の
セ
ッ
ト
を
特

別
価
格
で
提
供
。
焼
き
鳥
や
唐

揚
げ
な
ど
の
日
本
食
ケ
ー
タ
リ

ン
グ
の
ほ
か
「
宮
崎
牛
」
の
し

ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
も
振
る
舞
わ
れ

た
。
ド
リ
ン
ク
は
、
ト
ロ
ッ
と

し
た
あ
ま
み
と
キ
リ
ッ
と
し
た

後
切
れ
が
特
長
の
「
黒
霧
島
」

と
、
マ
ス
カ
ッ
ト
や
み
か
ん
を

思
わ
せ
る
新
鮮
な
果
実
感
が

特
長
の
「KIRISHIMA No.8

」

の
2
種
類
の
本
格
芋
焼
酎
が
、

炭
酸
割
り
で
提
供
さ
れ
、
来
場

し
た
約
５
０
０
人
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
カ
ー
に
も
大
好
評
だ
っ
た
。

霧
島
酒
造
が
体
験
イ
ベ
ン
ト

ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
と
共
催

mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://hls-global.com
https://saitolawgroup.com/
http://www.hacco-inc.com
http://www.hacco-inc.com
http://www.hacco-inc.com
http://www.hacco-inc.com
http://www.hacco-inc.com
https://www.elcantarefoundation.org/
https://contact.mta.info/s/customer-feedback
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あ
る
朝
、
家
の
玄
関
の
石
段

に
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
置
か
れ
て

い
た
。
中
に
は
、
殻
が
ピ
ン
ク

や
黄
色
に
染
め
ら
れ
た
卵
が
い

く
つ
か
と
、
ウ
サ
ギ
の
形
の
チ

顔
は
撮
ら
な
い
の
？

岡
田
岡
田  

光
世
光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

エッセイ連載 67

ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
が
入
っ
て
い

た
。
も
う
二
十
年
ほ
ど
前
に
、

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
高
校
に

留
学
し
て
い
た
時
の
こ
と
だ
。

　

友
人
の
マ
リ
ー
・
ジ
ョ
ー
か

ら
届
い
た
イ
ー
ス
タ
ー
の
お
祝

い
だ
っ
た
。多
産
な
ウ
サ
ギ（
バ

ニ
ー
）
と
、
命
の
始
ま
り
で
あ

る
卵
が
、
そ
の
象
徴
に
な
っ
て

い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
は
卵
を
さ
ま
ざ

ま
な
色
に
染
め
る
。
鮮
や
か
な

色
の
卵
は
、
も
と
も
と
春
の
日

の
出
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

ま
た
、
公
園
や
庭
で
、
エ
ッ
グ

ハ
ン
ト
（
卵
狩
り
）
を
楽
し
む
。

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
隠
さ
れ

た
卵
を
、
探
し
当
て
る
の
だ
。

　

こ
の
日
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が

最
も
お
し
ゃ
れ
を
す
る
日
だ
と

い
わ
れ
る
。
五
番
街
の
イ
ー
ス

タ
ー
・
パ
レ
ー
ド
で
は
、
華
や

か
な
帽
子
を
か
ぶ
り
、
着
飾
っ

た
人
た
ち
が
練
り
歩
く
。
奇
抜

な
格
好
を
す
る
人
も
多
く
、
本

物
の
イ
グ
ア
ナ
を
肩
に
乗
せ
て

や
っ
て
く
る
日
本
人
も
い
る
。

パ
レ
ー
ド
と
い
う
よ
り
、
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
・
シ
ョ
ー
と
い
っ
た

感
じ
だ
。
観
客
の
注
目
を
浴
び

な
く
な
る
と
、
引
き
上
げ
て
い

く
。

　

They're in their Sunday 
best.

　

人
々
は
晴
れ
着
姿
だ
。

　

昔
か
ら
、
教
会
に
は
晴
れ
着

で
出
か
け
た
の
で
あ
る
。
日
曜

日
に
は
ハ
ー
レ
ム
で
も
着
飾
っ

て
礼
拝
に
集
う
黒
人
家
族
を
見

か
け
る
が
、
イ
ー
ス
タ
ー
は
特

別
だ
。
最
高
の
お
し
ゃ
れ
を
し

て
、
教
会
に
出
か
け
て
い
く
。

　

あ
る
年
の
イ
ー
ス
タ
ー
に
、

ハ
ー
レ
ム
を
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い

る
と
、
白
い
帽
子
に
黄
色
の
バ

ラ
の
花
と
レ
ー
ス
で
飾
ら
れ
た

見
事
な
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い
る

黒
人
女
性
を
見
か
け
た
。

　

こ
の
時
も
私
は
、
出
版
さ
れ

る
本
の
た
め
に
写
真
を
撮
り
歩

い
て
い
た
。
イ
メ
ー
ジ
写
真
が

ほ
し
か
っ
た
。

　

と
て
も
す
て
き
な
帽
子
で
す

ね
。
写
真
を
撮
ら
せ
て
も
ら
え

ま
す
か
。

　

そ
う
尋
ね
る
と
、
そ
の
女
性

は
少
し
恥
ず
か
し
そ
う
だ
っ
た

が
、
も
ち
ろ
ん
、
ど
う
ぞ
、
と

言
っ
て
く
れ
た
。
バ
ラ
の
花
が

見
え
る
よ
う
に
、
横
を
向
い
て

立
っ
て
も
ら
っ
た
。

　

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
続
け
、

十
分
ほ
ど
経
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

あ
の
、
と
そ
の
人
が
こ
ち
ら

を
向
い
た
。　

私
の
顔
は
、
写

真
に
写
ら
な
く
て
い
い
の
か
し

ら
。

　

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
シ
リ
ー

ズ
第
１
弾
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

と
け
な
い
魔
法
』
に
収
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

https://www.am
azon.

co.jp/dp/4167717220

 千葉真知子の
 ART COOKING

　

芽
キ
ャ
ベ
ツ
は
キ
ャ
ベ
ツ
と

比
較
す
る
と
約
４
倍
も
の
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
を
含
み
、
食
物
繊
維
は

３
倍
、
小
さ
い
な
が
ら
も
栄
養

が
豊
富
な
お
野
菜
で
す
。

　

芽
キ
ャ
ベ
ツ
を
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
で
焼
く
だ
け
で
お
い

し
い
オ
ー
ド
ブ
ル
に
な
り
ま

す
。
熱
々
に
岩
塩
を
つ
け
て
召

し
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
。
赤
ワ

イ
ン
と
も
よ
く
合
い
ま
す
。
岩

【材料】

芽キャベツ .......６から７個　　
オリーブオイル ..........適宜　　　
岩塩 ............................適宜

芽
キ
ャ
ベ
ツ
の
フ
リ
ッ
ト

塩
は
地
殻
変
動
（
５
億
年
か
ら

２
０
０
年
前
）
で
陸
に
閉
じ
込

め
ら
れ
た
海
水
が
結
晶
化
し
、

そ
の
上
に
土
砂
が
堆
積
し
て
で

き
た
天
然
の
塩
で
す
。
岩
塩
の

色
も
ピ
ン
ク（
ヒ
マ
ラ
ヤ
岩
塩
）

や
紫
（
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
岩
塩
）、

白
色
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

作
り
方

１　

芽
キ
ャ
ベ
ツ
は
洗
っ
て
水

分
を
拭
い
て
半
分
に
切
る
。

２　

フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
を
入
れ
①
を
表
面
を
や

や
き
つ
ね
色
に
焼
く
。

３　

②
を
皿
に
盛
り
つ
け
、
岩

塩
を
添
え
る
。

　

都
市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
は

こ
の
ほ
ど
、
世
界
で
も
有
数
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
の
開
催

件
数
を
誇
る
同
局
が
運
営
す
る

ア
ー
ツ
＆
デ
ザ
イ
ン
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
40
周
年
記
念
の
一
環
と

し
て
、
駅
構
内
の
演
奏
「
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
・
ア
ン
ダ
ー
・
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
一

新
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

Ｍ
Ｔ
Ａ
は
１
９
８
５
年
、
安

全
性
と
利
用
者
に
対
す
る
敬
意

を
担
う
責
任
を
目
に
見
え
る
表

現
と
し
て
、
そ
し
て
利
用
者
に

移
動
以
上
の
環
境
を
提
供
す
る

目
的
で
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ス
タ

ー
ト
し
、
こ
れ
ま
で
詩
の
朗
読

や
音
楽
の
生
演
奏
、
ポ
ス
タ
ー

や
写
真
、
デ
ジ
タ
ル
作
品
の
掲

載
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
き
た
。
音

楽
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
名
称
を
「
Ｍ

Ｔ
Ａ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」と
改
め
、

人
気
の
月
替
わ
り
「
マ
ン
ス
リ

ー
・
シ
リ
ー
ズ
」
は
多
様
な
音

楽
や
文
化
に
焦
点
を
当
て
、
以

下
各
５
地
区
で
駅
で
毎
日
選
ば

れ
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち
の

生
演
奏
を
堪
能
で
き
る
。
ブ
ロ

ン
ク
ス
は
パ
ー
ク
チ
ェ
ス
タ
ー

駅
ま
た
は
１
６
１
丁
目
ヤ
ン
キ

ー
ス
タ
ジ
ア
ム
駅
、
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
は
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・

タ
ー
ミ
ナ
ル
／
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ

ッ
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー-

バ
ー
ク
レ

イ
ズ
セ
ン
タ
ー
駅
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
は
34
丁
目
ヘ
ラ
ル
ド
ス
ク

エ
ア
駅
、
ク
イ
ー
ン
ズ
は
ジ
ャ

ク
ソ
ン
ハ
イ
ツ-

ル
ー
ズ
ベ
ル

ト
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
74
丁
目
駅
、

ス
タ
テ
ン
島
は
ス
タ
テ
ン
島
フ

ェ
リ
ー
、
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
・

タ
ー
ミ
ナ
ル
。

　

月
替
わ
り
の
テ
ー
マ
は
、
３

月
は
女
性
史
月
間
、
４
月
は
ジ

ャ
ズ
感
謝
月
間
、
５
月
は
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
系
米
国
人
の
文
化

遺
産
継
承
月
間
、
６
月
は
Ｆ
Ｉ

Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
と

併
せ
た
ワ
ー
ル
ド
・
ビ
ー
ト
、

７
月
は
建
国
２
５
０
周
年
の
一

環
と
し
て
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
曲
満

載
の
グ
レ
ー
ト
・
ア
メ
リ
カ

ン
・
ソ
ン
グ
ブ
ッ
ク
、
９
月
は

ク
ラ
シ
ッ
ク
感
謝
月
間
、
10
月

は
サ
ブ
ウ
エ
ー
・
デ
ー
、
11
月

は
先
住
民
文
化
遺
産
月
間
、
12

月
は
ホ
リ
デ
ー
・
シ
ー
ズ
ン
特

集
と
な
っ
て
い
る
。
タ
イ
ム
ズ

ス
ク
エ
ア
42
丁
目
駅
や
34
丁
目

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
駅
、
グ
ラ
ン

ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
構
内
な
ど
演

奏
は
通
常
通
り
行
っ
て
い
る
。

ま
た
Ｍ
Ｔ
Ａ
ア
ー
ツ
＆
デ
ザ
イ

ン
の
ロ
ゴ
に
、
鮮
や
か
な
ピ
ン

ク
の
円
のMusic

が
加
わ
っ

た
。
Ｍ
Ｔ
Ａ
駅
、
フ
ェ
リ
ー
・

タ
ー
ミ
ナ
ル
構
内
で
は
年
間
、

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
た

１
５
０
人
以
上
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
た
ち
が
約
８
５
０
０
回
演
奏

し
て
い
る
。

駅構内の生演奏が盛り上がる
MTAアーツ＆デザイン40周年

い
つ
も
素
敵
な
音
楽
が
聞
こ
え
る

https://hinomaru-limo.com/
mailto:meiseimotors@aol.com
https://japanphilly.org/programs/festivals/cbf-2026/
https://www.amazon.co.jp/dp/4167717220
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フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
・
ス
バ
ル
桜
祭
り

「
サ
ク
ラ
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
」　

今
年
は
３
月
28
日
と
29
日
に
開
催

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
米
協

会
は
、
本
年
も
「
ス
バ
ル
桜
祭

り
」
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
な

る「
サ
ク
ラ
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
」

を
、
千
本
桜
で
有
名
な
市
内
フ

ェ
ア
モ
ン
ト
パ
ー
ク
の
ホ
ー
チ

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
エ
リ
ア

で
３
月
28
日（
土
）と
29
日（
日
）

の
両
日
、
午
前
10
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
開
催
す
る
。

　

両
日
と
も
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー

ジ
や
ト
モ
ダ
チ
ス
テ
ー
ジ
で
披

露
さ
れ
る
数
々
の
パ
フ
ォ
ー
マ

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
立
ラ

ト
ガ
ー
ス
大
学
は
毎
年
、
提
携

す
る
立
命
館
大
学
か
ら
交
換
留

学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
応
募
し
た
学

生
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
今
年

も
２
月
５
日
か
ら
３
月
３
日
ま

で
の
１
か
月
間
、
17
人
の
立
命

館
大
の
学
生
が
来
米
し
て
校
内

に
あ
る
宿
泊
施
設
に
滞
在
し
、

ア
メ
リ
カ
の
大
学
生
活
を
体
験

し
た
。

　

学
生
た
ち
の
滞
在
中
の
日
常

生
活
サ
ポ
ー
ト
役
は
、
日
本
語

を
話
せ
る
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
日

本
学
生
会
（
Ｒ
Ｕ
Ｊ
Ｓ
Ａ
）
の

メ
ン
バ
ー
ら
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

立
命
館
大
交
換
留
学
生
が
故
郷
を
プ
レ
ゼ
ン

ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
日
本
学
生
会
主
催
イ
ベ
ン
ト
で

イースター・
エッグストラバガンザ
フォートリーで今年も開催

　

バ
ー
ゲ
ン
郡
の
フ
ォ
ー
ト
リ

ー
で
は
、
今
年
も
イ
ー
ス
タ
ー

を
祝
う
子
ど
も
向
け
の
イ
ベ
ン

ト
「
イ
ー
ス
タ
ー
・
エ
ッ
グ
ス

ト
ラ
バ
ガ
ン
ザ
」
を
３
月
28

日
（
土
）
の
午
前
11
時
か
ら
市

内
の
コ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
シ
ョ

ン
パ
ー
ク
（
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
ア

ベ
ニ
ュ
ー
＆
ル
イ
ス
ス
ト
リ
ー

ト
）
で
開
催
す
る
。
当
日
は
、

体
格
差
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の

衝
突
で
小
さ
な
子
が
怪
我
を
し

な
い
よ
う
年
齢
別
で
時
間
と
エ

リ
ア
を
分
け
た
エ
ッ
グ
ハ
ン
ト

大
会
や
、
音
楽
、
バ
ウ
ン
ス
ハ

ウ
ス
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

も
楽
し
め
、
さ
ら
に
、
イ
ー
ス

タ
ー
バ
ニ
ー
も
登
場
し
て
会
場

を
盛
り
上
げ
、
お
土
産
ま
で
も

ら
え
る
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち

も
大
喜
び
の
イ
ベ
ン
ト
だ
。
参

加
費
は
無
料
。

ン
ス
や
コ
ス
プ
レ
大
会
や
カ
ラ

オ
ケ
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
、

日
本
文
化
を
学
ぶ
数
々
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
体
験
が

楽
し
め
る
。
入
場
料
は
土
日
と

も
一
日
、
前
売
り
券
15
ド
ル
、

当
日
券
20
ド
ル
。
12
歳
以
下
は

無
料
。
ま
た
別
料
金
で
松
風
荘

の
見
学
も
で
き
る
。

　

詳
細
や
前
売
り
券
購
入
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
：https://

japanphilly.org/programs/
festivals/cbf-2026/

で
随
時
行
っ
て
い
た
。
そ
し

て
、
滞
在
最
終
日
直
前
の
２
日

夜
、
Ｒ
Ｕ
Ｊ
Ｓ
Ａ
主
催
で
、
立

命
館
大
学
の
交
換
留
学
生
が
主

役
に
な
る
「
ト
ラ
ベ
ル
・
ト

ゥ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
と
題
し
た
イ

ベ
ン
ト
が
校
内
の
教
室
で
開
催

さ
れ
た
。
同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

生
徒
の
故
郷
や
そ
の
地
に
ゆ
か

り
の
あ
る
立
命
館
の
学
生
有
志

が
、
京
都
、
大
阪
、
岡
山
、
福

井
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
や
名
産

グ
ル
メ
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど

を
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
し
た
。
イ

ベ
ン
ト
に
来
場
し
た
30
人
強
の

ラ
ト
ガ
ー
ス
大
生
た
ち
の
ほ
と

ん
ど
は
「（
プ
レ
ゼ
ン
を
聞
い

て
）
日
本
に
行
っ
て
み
た
く
な

っ
た
」「
東
京
だ
け
で
な
く
日

本
の
色
ん
な
場
所
に
行
き
た

い
」
な
ど
と
口
々
に
語
っ
て
お

り
、
日
本
の
魅
力
を
ア
メ
リ
カ

人
学
生
に
伝
え
る
活
動
を
定
期

的
に
数
多
く
行
っ
て
い
る
Ｒ
Ｕ

Ｊ
Ｓ
Ａ
も
同
イ
ベ
ン
ト
の
反
響

に
手
応
え
を
感
じ
て
い
た
。

　

ま
た
翌
日
、
滞
在
最
終
日
の

３
日
夜
に
は
交
換
留
学
生
と
の

お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ

れ
、
滞
在
中
に
縁
が
あ
っ
た
生

徒
や
教
員
１
０
０
名
近
く
が
集

い
最
後
の
交
流
で
盛
り
上
が
っ

た
。 子

ど
も
た
ち

が
大
喜
び
！

https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.jwsny.org
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
http://jmart-usa.com/en/
tel:2122136069
https://japanphilly.org/programs/festivals/cbf-2026/
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日
本
の
思
想
家
で
あ
り
武
道

家
と
し
て
も
知
ら
れ
る 

内
田

樹 

の
著
書
『
沈
む
日
本
と
カ

オ
ス
化
す
る
世
界
』
は
、
先
行

き
の
見
え
な
い
国
際
情
勢
の
中

で
日
本
が
ど
の
よ
う
に
進
路
を

選
ぶ
べ
き
か
を
問
い
か
け
る
論

考
で
あ
る
。
と
り
わ
け
印
象
的

な
の
が
「
カ
オ
ス
化
す
る
世
界

秩
序
と
日
本
の
選
択
」
と
題
さ

れ
た
章
だ
。
著
者
は
こ
こ
で
、

戦
後
長
ら
く
続
い
て
き
た
国
際

秩
序
が
い
ま
大
き
く
揺
ら
い
で

い
る
と
指
摘
す
る
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
世
界

は
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る

自
由
主
義
陣
営
を
軸
に
、
一
定

の
ル
ー
ル
と
制
度
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
て
き
た
。し
か
し
近
年
、

そ
の
枠
組
み
は
急
速
に
不
安
定

化
し
て
い
る
。
国
家
間
の
対
立

は
激
し
く
な
り
、
国
際
協
調
よ

り
も
自
国
優
先
の
政
治
が
台
頭

す
る
。著
者
は
こ
の
状
況
を「
秩

序
の
時
代
」
か
ら
「
カ
オ
ス
の

時
代
」
へ
の
転
換
と
呼
び
、
従

来
の
常
識
が
通
用
し
な
い
局
面

に
入
っ
た
と
見
る
。

　

興
味
深
い
の
は
、
著
者
が
こ

の
混
乱
を
単
な
る
危
機
と
し
て

だ
け
で
は
な
く
、
歴
史
の
転
換

期
と
し
て
捉
え
て
い
る
点
だ
。

世
界
秩
序
が
安
定
し
て
い
た
時

代
に
は
、
各
国
は
既
存
の
ル
ー

ル
の
中
で
振
る
舞
え
ば
よ
か
っ

た
。
し
か
し
秩
序
が
揺
ら
ぐ
と

き
に
は
、
国
家
の
主
体
性
や
判

断
力
が
よ
り
強
く
問
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
国
際
環
境
の
不
確
実

性
が
高
ま
る
ほ
ど
、
各
国
は
自

ら
の
立
ち
位
置
を
考
え
直
さ
ざ

る
を
得
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
文
脈
で
著
者
が
問
題
に

す
る
の
が
日
本
の
姿
勢
だ
。
日

本
は
長
く
、
国
際
秩
序
の
「
受

益
者
」
と
し
て
振
る
舞
っ
て
き

た
。
安
全
保
障
や
外
交
の
多
く

を
同
盟
関
係
に
依
存
し
、
独
自

の
戦
略
を
深
く
考
え
る
機
会
が

少
な
か
っ
た
と
著
者
は
指
摘
す

る
。
だ
が
世
界
が
カ
オ
ス
化
す

る
現
在
、
そ
の
姿
勢
は
も
は
や

持
続
し
な
い
。
外
部
環
境
が
不

安
定
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
自

国
の
理
念
や
長
期
的
な
国
家
像

を
自
ら
構
想
す
る
必
要
が
あ
る

か
ら
だ
。

　

で
は
日
本
は
何
を
拠
り
所
に

す
べ
き
な
の
か
。
著
者
は
明
確

な
政
策
処
方
箋
を
並
べ
る
わ
け

で
は
な
い
が
、
日
本
社
会
の
強

み
と
し
て
「
協
調
性
」「
長
期

的
視
野
」「
共
同
体
的
な
価
値

観
」
を
挙
げ
る
。
短
期
的
利
益

の
競
争
に
偏
り
が
ち
な
国
際
政

治
の
中
で
、
こ
う
し
た
価
値
が

む
し
ろ
新
し
い
秩
序
形
成
の
手

が
か
り
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
視
点
で
あ
る
。

　

本
章
の
魅
力
は
、
国
際
政
治

の
専
門
書
の
よ
う
に
具
体
的
な

外
交
戦
略
を
論
じ
る
の
で
は
な

く
、
世
界
秩
序
の
変
化
を
思
想

的
な
視
点
か
ら
読
み
解
こ
う
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
世

界
が
不
安
定
化
す
る
時
代
に
、

日
本
は
受
け
身
で
い
ら
れ
る
の

か
。
あ
る
い
は
独
自
の
価
値
観

を
持
つ
主
体
と
し
て
振
る
舞
え

る
の
か
。
著
者
の
問
い
は
、
単

な
る
国
際
情
勢
の
分
析
に
と
ど

ま
ら
ず
、
日
本
社
会
の
あ
り
方

そ
の
も
の
を
読
者
に
考
え
さ
せ

る
。
先
行
き
が
見
え
に
く
い
時

代
だ
か
ら
こ
そ
、
世
界
の
構
造

変
化
を
俯
瞰
し
な
が
ら
日
本
の

立
ち
位
置
を
見
直
す
。本
章
は
、

そ
の
た
め
の
思
考
の
足
場
を
与

え
て
く
れ
る
一
節
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　

私
た
ち
は
、
ア
メ
リ
カ
の
こ

と
や
日
本
の
こ
と
を
両
国
関
連

づ
け
て
考
え
る
時
、
外
交
評
論

家
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
論
調

に
耳
を
傾
け
、
そ
の
映
像
を
参

考
に
理
解
を
促
す
こ
と
が
多

い
。
政
治
家
の
発
言
は
拠
り
所

と
す
る
出
生
政
党
の
基
盤
の
上

に
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
、
個

人
の
自
由
な
発
想
の
も
と
に
論

じ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
文
字
通

り
政
治
的
発
言
に
な
る
。
本
書

は
そ
の
ど
れ
も
か
ら
解
き
放
た

れ
て
い
る
意
見
な
の
で
そ
こ
が

新
鮮
だ
。　
　
　
　
　
（
三
浦
）

 思想家が読み解く世界
内田 樹・著
 SB 新書・刊

■江戸一新（門井慶喜、中央公論新社）明暦３（1657）年1月、
江戸は「明暦の大火」に見舞われた。代官の息子に生まれ
ながら、切れ者ぶりから「知恵出づ（伊豆）」と呼ばれた
先代将軍・家光の小姓から立身出世を遂げた老中・松平伊
豆守信綱は江戸のために立ち上がった。江戸の町を区画整
理し、江戸のその後の繁栄や今の東京の基礎を作った「江
戸一新」の物語。■怪談（ラフカディオ・ハーン、角川文
庫）作家・円城塔が、小泉八雲ことラフカディオ・ハーン
の名著「KWAIDAN」を直訳。明治37(1904）年に英・米
国で英語で発表された。当時、本書を手にした読者は遥か
かなたの未知の異国「JAPAN」の物語に何を感じたのだろ
うか。■高く売るフランス人　安く売る日本人（高橋克典、
主婦と生活社）なぜシャネルやヴィトン、エルメスは高く
ても売れるのか。なぜ仏企業は安売りに走らず利益を守れ
るのか。フランスを拠点に、欧州ファッションブランドの
マーケティングに携わってきた著者が経営戦略と価格戦略
に直結する実務的ヒントを提示し、安い日本から抜け出す
ための実践的アプローチを示す。■なぜ日本文学は英米で
人気があるのか（鴻巣友季子、ハヤカワ新書）王谷晶『バ
バヤガの夜』や柚木麻子『BUTTER』を筆頭に、日本文学
がいま英語圏の読者を魅了している。その理由を翻訳家で
文芸評論家の著者が解説。女性作家の躍進、若い世代から
の支持など世界文学の潮流と社会の変化を重ね合わせて考察する。■スマホ
になじんでおりません（群ようこ、文春文庫）愛する老ネコの緊急事態に備
え、携帯ぎらいの群がついにスマホを購入。何か起きたらアプリでタクシー
を呼びたいから。小さすぎる文字盤から震える手でなんとか時間を掛けて文
字を入力。スマホ社会に一石を投じるエッセイ。■青とうずしお（ドリアン
助川、新潮社）恩師の危篤の知らせを受けた沢田圭介が、40数年ぶりに淡
路島を訪れる。ある事情で島から唐突に離れたため行くことに躊躇していた
が、高校時代に所属していた人形浄瑠璃部で共に汗を流した友人の強い誘い
を受け、勇気を出して再び足を踏み入れた。過去のつらい記憶を心の奥底に
抱えていた男が、その出来事と対峙することで再生する物語。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

大
火
後
の
江
戸
を
整
備
し
た
知
恵
伊
豆
老
中
。『
怪
談
』
を
直
訳
で
読
む
。
仏
国
か
ら

学
ぶ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
。
英
国
で
は
ポ
ス
ト
村
田
沙
耶
香
探
し
。
ス
マ
ホ
を
購
入
し
た
群

よ
う
こ
の
エ
ッ
セ
イ
。
過
去
と
対
峙
し
再
生
す
る
男
の
物
語
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

都
会
の
老
紳
士
と
暮
ら
し
て

い
た
ボ
ー
ダ
ー
コ
リ
ー
犬
の
フ

ロ
ス
は
、
公
園
で
子
供
た
ち
と

ボ
ー
ル
遊
び
を
す
る
の
が
大
好

き
。
で
も
あ
る
日
、
老
紳
士
の

息
子
で
あ
る
羊
飼
い
の
も
と
へ

引
き
取
ら
れ
て
、
牧
羊
犬
と
し

て
の
新
し
い
生
活
が
始
ま
り
ま

す
。
最
初
は
戸
惑
う
フ
ロ
ス
で

し
た
が
、
引
退
間
近
の
先
代
犬

ネ
ル
の
姿
を
見
て
学
び
、
立
派

な
牧
羊
犬
へ
と
成
長
し
て
い
き

ま
す
。
し
か
し
あ
る
日
、
丘
で

羊
を
追
っ
て
い
る
と
き
に
楽
し

げ
に
ボ
ー
ル
遊
び
を
す
る
子
供

た
ち
に
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
羊

た
ち
が
逃
げ
出
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
フ
ロ
ス
は
逃
げ
た
羊
を

ち
ゃ
ん
と
群
れ
に
戻
す
こ
と
が

で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

　

色
鉛
筆
で
描
か
れ
た
繊
細
な

イ
ラ
ス
ト
が
特
徴
で
、
英
国
ノ

ー
サ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
の
美
し
い

田
園
風
景
が
描
か
れ
る
。
失
敗

を
乗
り
越
え
て
「
働
く
こ
と
」

と
「
遊
ぶ
こ
と
」
の
バ
ラ
ン
ス

を
学
び
、
忠
実
な
牧
羊
犬
と
し

て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

ボ
ー
ダ
ー
コ
リ
ー
の
成
長
を
描

い
た
心
温
ま
る
物
語
。
日
本
語

で
読
む
な
ら
『
い
と
し
の
フ
ロ

ス
』（
ほ
る
ぷ
出
版
）。（
高
田
）

賢
い
犬
の
成
長
物
語

 『Floss』
Written by  Kim Lewis

Published by Walker Books Ltd
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
名
門
ラ

イ
ブ
ハ
ウ
ス
「
ア
ー
リ
ー
ン

ズ
・
グ
ロ
ー
サ
リ
ー
」
で
２
月

12
日
夜
無  

料
ラ
イ
ブ
公
演
が
開

催
さ
れ
た
。
Ｊ
ポ
ッ
プ
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ａ
が
来

米
し
た
ス
テ
ー
ジ
で
共
演
し
た

raTera

（
ラ
テ
ラ
）
は
竹
内
ま

り
や
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ラ
ブ

を
澄
ん
だ
歌
声
で
披
露
し
た
あ

と
、
宿
命 

、
ケ
セ
ラ
セ
ラ 

、 

Ｓ
Ｕ
Ｎ
の
４
曲
30
分
、
そ
の
透

明
感
あ
る
歌
声
と
し
な
や
か
な

身
体
表
現
の
絶
妙
の
バ
ラ
ン
ス

で
、会
場
の
聴
衆
を
引
き
込
み
、

詰
め
か
け
た
大
勢
の
フ
ァ
ン
を

魅
了
し
た
。

　

本
名
、
望
月
美
佐
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活
動
を
始
め

た
シ
ン
ガ
ー
で
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

バ
レ
エ
お
よ
び
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ

リ
ー
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
日
米
の

舞
台
に
立
っ
て
き
た
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
だ
。
ラ
テ
ラ
は
、
新
た
に

立
ち
上
げ
た
自
身
の
音
楽
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
名
前
で
芸
名
だ
。

　

兵
庫
県
出
身
。
幼
少
期
よ
り

バ
レ
エ
を
学
び
、
身
体
を
通
し

て
表
現
を
探
求
し
て
き
た
。
高

校
時
代
に
８
週
間
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
ジ
ョ
フ
リ
ー
・
バ
レ
エ
ス

ク
ー
ル
に
短
期
留
学
、そ
の
後
、

大
阪
外
国
語
大
学
外
国
語
学
科

イ
タ
リ
ア
語
専
攻
で
進
学
、
入

学
後
に
合
併
し
た
大
阪
大
学
を

卒
業
し
た
が
、
一
貫
し
て
学
業

と
は
別
に
バ
レ
エ
一
筋
の
青
春

時
代
を
過
ご
し
た
。
だ
が
、
自

分
の
将
来
を
考
え
た
と
き
、
バ

レ
エ
カ
ン
パ
ニ
ー
で
活
躍
す
る

に
は
、
身
長
制
限
で
合
格
基
準

に
足
り
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
地
元
の
バ
レ
エ
ス
ク
ー
ル

で
指
導
者
と
し
て
の
道
に
進
む

か
ど
う
か
迷
っ
て
い
た
時
、「
こ

の
ま
ま
い
て
も
何
も
変
わ
ら
な

い
よ
、
ま
た
、
も
う
一
度
Ｎ
Ｙ

に
行
っ
て
み
た
ら
」
と
の
バ
レ

エ
仲
間
の
友
人
に
背
中
を
押
さ

れ
た
。
親
に
も
勤
務
先
に
も
内

緒
で
動
画
の
履
歴
書
を
Ｎ
Ｙ
に

送
っ
た
。
高
校
時
代
に
過
ご
し

た
ジ
ョ
フ
リ
ー
・
バ
レ
エ
ス
ク

ー
ル
か
ら
合
格
通
知
が
き
て
再

NY で歌手デビューしたダンサー

raTera（ラテラ）さん

び
Ｎ
Ｙ
の
地
を
踏
ん
だ
。
現
在

も
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
忙
し
い
毎

日
だ
。
４
月
11
日
に
は
所
属

す
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア

メ
リ
カ
ン
バ
レ
エ
の
プ
リ
ン
シ

パ
ル
と
し
て
ダ
ン
ス
祭
で
2
曲

踊
る
。
そ
ん
な
ダ
ン
サ
ー
と
し

て
の
望
月
が
「
い
ろ
ん
な
道
を

通
っ
て
き
て
、
い
ろ
ん
な
仮
面

を
つ
け
て
30
年
以
上
生
き
て
き

て
、
自
分
の
ま
ま
で
見
て
も
ら

う
の
が
ゴ
ー
ル
だ
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
」
と
話
す
。

 　
そ
の
歩
み
の
中
で
、「
声
」

と
い
う
も
う
一
つ
の
表
現
手

段
と
向
き
合
う
よ
う
に
な
り
、　

raTera

と
い
う
名
前
が
生
ま

れ
た
。
現
在
フ
ァ
ー
ス
ト
シ
ン

グ
ル
が
完
成
し
て
、
レ
コ
ー
デ

ィ
ン
グ
を
近
日
行
う
予
定
だ
。

長
い
時
間
を
か
け
て
や
っ
と
歌

詞
が
完
成
し
て
も
、
な
か
な
か

話
が
前
に
進
む
作
曲
家
に
出
会

う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ

れ
が
ラ
イ
ブ
の
翌
日
に
縁
に
恵

ま
れ
た
。
紹
介
さ
れ
た
そ
の
作

曲
家
の
青
年
は
、
ギ
タ
ー
を
持

っ
て
い
き
な
り
弾
き
始
め
、
軽

い
感
じ
で
曲
を
作
り
始
め
、
曲

作
り
も
ス
ム
ー
ズ
に
運
ん
だ
。

　
「
自
分
の
中
で
、
ず
っ
と
ス

タ
ッ
ク
し
て
い
た
の
に
、
流
れ

る
時
は
こ
う
や
っ
て
流
れ
る
ん

だ
な
」
と
実
感
し
た
。
歌
の
ミ

ュ
ー
ズ
（
女
神
）
が
微
笑
ん
だ

瞬
間
に
思
え
た
。
歌
っ
て
踊
れ

る
日
本
人
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ

ー
が
ま
た
一
人
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
生
ま
れ
た
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

歌
っ
て
踊
れ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー

不
死
鳥
の
象
徴
に
凛
と
立
つ
麗
人

NYストスナ オシャレは街角から生まれる 168

MARCH

  ◇氏名：チェルシー・ハドソン　
（35 歳）
◇職業：経済雑誌「フォーチョ
ン」でコミュニケーション部の
ディレクター
◇居住地：ニュージャージー州
のホボーケン
◇着用の服：オーバーはシンク
アセプト（Cinquasept）、スラッ
クスはアンテイラー、ブーツは
スチュアートワイツマン、シャ

ツはパトボーイ（Patbo）
◇よく利用する店：ブルーミン
グデールズ
◇好きなブランド：パトボーイ、
メタリックやスパークリングが
好きだから
◇着こなしで気をつけているこ
と：自分のパーソナリティを強
く出せる装いを好む
◇撮影場所：オキュラスの東側
の入り口近く

　　オキュラス・ワールド・トレード・センターの地下には数多くの地下鉄や
パストレインが集合し、特に２月中旬から約１か月間はアムトラックの工事で
ミッドタウン・ダイレクトがホボーケンにルート変更を強いられているため、
オキュラスには通常より多くの通勤者が見られる。スペインの建築家、サンティ
アゴ・カラトラヴァが設計したオキュラスの鳥に似た外観は、自由とツインタ
ワー崩壊後の都市の再生を象徴していると言われる。金融地区に位置し、世界
貿易の中心であり、さらに設けられた高級ブランドのショッピングセンターは
地下通路を経た向い側のブルックフィールドプレイスにと繋がっている。

 （ワインスタイン今井絹江、写真も )

https://www.hmakabelcsw.com/
http://maliliko.com
http://www.idocenter.com
http://www.salon-oasis.net
http://www.ojfd.com
https://www.uemurachiropractic.com/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業

校
ウ
ェ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
校

（
小
島
昇
校
長
・
児
童
生
徒
数

４
３
１
人
）
は
２
月
28
日
、
６

年
生
を
送
る
会
を
実
施
し
た
。

３
月
に
卒
業
す
る
初
等
部
の
６

年
生
を
お
祝
い
す
る
た
め
の
会

で
、
５
年
生
が
中
心
と
な
っ
て

会
を
進
行
し
た
。
初
め
に
菅
野

教
頭
が
「
６
年
生
の
卒
業
を
大

人
へ
の
第
一
歩
と
考
え
て
、
こ

れ
か
ら
は
自
分
で
考
え
行
動
出

来
る
こ
と
を
増
や
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
将
来
の
自
分
を
具
体

的
に
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
成
長

し
て
い
っ
て
下
さ
い
」
と
の
お

祝
い
の
言
葉
を
送
っ
た
。
そ
の

後
、
６
年
生
が
一
人
ず
つ
在
校

生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
。

「
現
地
校
と
の
両
立
は
大
変
で

す
が
、
楽
し
い
行
事
も
多
く
友

だ
ち
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
乗
り

越
え
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
エ

ー
ル
を
送
っ
た
。
最
後
に
幼
児

部
か
ら
６
年
生
ま
で
の
全
員
が

元
気
な
声
で「
勇
気
１
０
０
％
」

を
合
唱
。
笑
顔
と
温
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
た
会
と
な
っ
た
。

「
6
年
生
を
送
る
会
」 

を
開
催  
      

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｗ
校

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
で

卒
業
証
書
授
与
式

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
本
荘
真
校
長
）
は
３
日
、

令
和
７
年
度
初
等
部
第
32
回
、

中
等
部
第
27
回
卒
業
式
を
行
っ

た
。
卒
業
生
は
、
初
等
部
６
年

生
が
３
人
、
中
等
部
９
年
生
が

６
人
の
合
計
９
人
。
卒
業
生
は

学
級
担
任
か
ら
名
前
を
呼
ば
れ

る
と
大
き
な
声
で
返
事
を
し
、

校
長
か
ら
卒
業
証
書
を
受
け
取

っ
た
あ
と
、
１
人
１
人
が
ス
テ

ー
ジ
で
こ
れ
ま
で
の
学
び
や
活

動
で
の
思
い
出
、
こ
れ
か
ら
の

目
標
、
両
親
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
な
ど
を
堂
々
と
発
表
し
た
。

中
等
部
卒
業
生
は
、
後
半
を
英

文
で
発
表
し
、
学
習
の
成
果
を

発
揮
し
た
。

　

初
等
部
在
校
生
は
卒
業
生
へ

の
お
別
れ
の
言
葉
と
し
て
、
卒

業
生
１
人
１
人
に
思
い
出
と
感

謝
の
言
葉
、
今
後
に
自
分
た
ち

が
担
っ
て
い
く
決
意
を
発
表
し

た
。
中
等
部
在
校
生
は
Ｎ
Ｊ
校

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て

き
た
９
年
生
を
目
標
に
し
、
新

た
な
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
決
意

を
卒
業
生
に
伝
え
た
。
卒
業
生

は
、
思
い
出
と
こ
れ
か
ら
の
決

意
を
、
別
れ
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
感
謝
や
喜
び
を
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
歌
に
込
め
た
。
最
後
の
卒

業
生
の
見
送
り
は
あ
い
に
く
の

雨
だ
っ
た
た
め
、
校
舎
内
に
児

童
・
生
徒
が
作
っ
た
花
道
を
卒

業
生
が
通
り
、
大
き
な
拍
手
で

別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

  

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

　

令
和
7
年
度
卒
業
式

　

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
は
、

３
日
の
桃
の
節
句
に
幼
稚
園
で

「
ひ
な
祭
り
」
の
お
祝
い
を
し

た
。
園
に
は
７
段
飾
り
が
毎
年

飾
ら
れ
、
子
ど
も
達
は
普
段
見

慣
れ
な
い
豪
華
な
飾
り
に
圧
倒

さ
れ
な
が
ら
、
今
度
は
自
分
だ

け
の
雛
人
形
作
り
に
も
挑
戦
。

　

た
い
よ
う
組
（
５
・
６
歳
児
）

は
、
自
分
で
ひ
な
壇
や
人
形
の

素
材
を
選
び
作
り
上
げ
る
の

で
、
ど
の
作
品
に
も
子
ど
も
達

の
個
性
が
光
る
。
ま
た
、
お
雛

様
お
内
裏
様
に
変
身
で
き
る
冠

と
扇
、
烏
帽
子
と
尺
を
作
り
、

園
の
中
に
沢
山
の
お
雛
様
と
お

内
裏
様
が
現
れ
た
。
子
ど
も
た

ち
は
７
段
飾
り
の
前
で
記
念
撮

影
を
撮
っ
た
。

　

現
在
、
男
の
子
だ
け
の
た
い

よ
う
組
で
は
「
お
雛
様
が
い
な

い
！
」「
ほ
か
の
ク
ラ
ス
に
聞

い
て
こ
な
き
ゃ
」
と
慌
て
て
お

雛
様
を
呼
び
に
出
か
け
、「
僕

と
一
緒
に
写
真
を
と
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
顔
を
赤
く
し
て
お
雛

様
に
声
を
掛
け
る
お
内
裏
様
の

姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

お
祝
い
の
場
で
は
、
ひ
な
あ

ら
れ
と
白
酒（
ジ
ュ
ー
ス
代
用
）

を
い
た
だ
き
、
子
ど
も
達
の
雛

人
形
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
華
や

か
な
お
祝
い
を
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園

「
み
ん
な
で
ひ
な
祭
り
」

初
等
部
卒
業
証
書
授
与
式

中
等
部
卒
業
証
書
授
与
式

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
森
本
恵
作
校
長
）
は
３

日
、
初
等
部
第
51
回
、
中
等
部

第
49
回
の
卒
業
証
書
授
与
式
を

行
っ
た
。
初
等
部
５
人
、
中
等

部
16
人
の
児
童
生
徒
が
卒
業
の

日
を
迎
え
た
。

　

卒
業
式
で
は
、
校
長
が
一
人

一
人
に
卒
業
証
書
を
手
渡
し

た
。
担
任
か
ら
の
呼
名
に
大
き

な
声
で
返
事
を
す
る
姿
や
証
書

を
受
け
取
る
姿
は
卒
業
生
と
し

て
大
変
凛
々
し
く
、
成
長
の
様

子
が
よ
く
わ
か
る
。
来
賓
や
校

長
の
式
辞
、
在
校
生
か
ら
の
送

辞
や
合
唱
か
ら
、
自
分
た
ち
が

卒
業
す
る
と
い
う
こ
と
を
改
め

て
実
感
し
、
卒
業
へ
の
思
い
を

高
め
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。

　

 

６
年
生
の
「
門
出
の
言
葉
」

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
生
活

の
集
大
成
と
し
て
一
人
一
人
が

呼
び
か
け
を
行
っ
た
。
１
年
間

を
振
り
返
り
、在
校
生
や
先
生
、

こ
こ
ま
で
立
派
に
育
て
て
く
れ

た
保
護
者
へ
の
感
謝
の
言
葉
を

力
強
く
述
べ
た
。
５
人
が
心
を

一
つ
に
し
て
、
合
唱
曲
「
旅
立

ち
の
日
に
」
を
歌
い
、
未
来
へ

の
希
望
や
勇
気
を
表
し
た
。 

９
年
生
の
生
徒
代
表
は
全
員
の

思
い
を
胸
に
答
辞
を
行
い
、
友

達
や
先
生
、
保
護
者
に
向
け
、

た
く
さ
ん
の
人
や
行
事
と
の
関

わ
り
を
通
し
て
大
き
く
成
長
し

た
こ
と
、
こ
れ
か
ら
も
夢
や
希

望
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
い
く

こ
と
な
ど
を
伝
え
た
。
ク
ラ
ス

全
員
で
歌
っ
た
「
友
〜
旅
立
ち

の
時
〜
」
で
は
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
へ
の
前
向
き
な
思
い
を
表

し
た
。

初
等
部
５
人
、
中
等
部
16
人
卒
業

http://www.gwjs.org
https://miray109.com/
http://www.hiroogakuen.ed.jp/
tel:2122136069
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
帰
国
生
向

け
受
験
指
導
を
行
う
早
稲
田
ア

カ
デ
ミ
ー
Ｎ
Ｙ
校
（
マ
マ
ロ
ネ

ッ
ク
）
は
、
２
０
２
６
年
度
帰

国
生
入
試
に
お
い
て
、
中
学
・

高
校
入
試
と
も
に
、
素
晴
ら
し

い
結
果
を
残
し
た
。

　

帰
国
生
中
学
入
試
で
は
、
慶

應
義
塾
湘
南
藤
沢
中
等
部
、
聖

光
学
院
、渋
谷
教
育
学
園
幕
張
、

渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
な
ど
の
難

関
校
を
含
む
延
べ
43
校
に
合
格

（
２
０
１
９
年
開
校
以
来
最
多

合
格
者
数
を
更
新
）。

　

ま
た
帰
国
生
高
校
入
試
で

は
、
早
慶
附
属
高
校
に
8
名
が

合
格
し
た
ほ
か
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
高
校

3
名
、
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
附
属
校
3

名
な
ど
、
多
く
の
合
格
者
を
輩

出
し
た
。（
Ｎ
Ｙ
校
か
ら
の
早

慶
附
属
高
校
進
学
率
は
約
55

％
）
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
海

外
か
ら
の
帰
国
生
受
験
に
お
い

て
高
い
実
績
を
示
し
た
。

中
学
・
高
校
帰
国
生
入
試

　
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｎ
Ｙ
校

過
去
最
多
の
合
格
実
績

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 Matsui 55 

Baseball Foundation 

は
、

日
米
通
算
39
回
目
と
な
る
、
元

大
リ
ー
ガ
ー
松
井
秀
喜
氏
が
直

接
指
導
す
る
少
年
野
球
教
室

を
、
４
月
18
日
（
土
）
の
午
前

中
に
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡

の
野
球
場
で
開
催
す
る
。
今
回

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
日
本
語
で
行

わ
れ
る
た
め
、
Ｎ
Ｙ
近
郊
に
在

住
す
る
小
学
４
年
生
か
ら
６
年

生
の
日
本
人
児
童
が
対
象
で
、

現
在
、
参
加
者
を
募
集
中
。

　

当
日
は
、
松
井
氏
が
指
導
す

松
井
秀
喜
氏
の
少
年
野
球
教
室

４
月
18
日
開
催　

参
加
者
募
集

る
基
礎
練
習
、
松
井
氏
へ
の
質

問
コ
ー
ナ
ー
、
記
念
撮
影
な
ど

所
要
時
間
約
１
２
０
分
の
構
成

を
予
定
し
て
い
る
。
募
集
人
数

は
35
名
で
、
応
募
者
の
中
か

ら
抽
選
で
選
ば
れ
る
。
性
別

や
野
球
経
験
は
不
問
。
参
加

費
は
無
料
（
会
場
ま
で
の
交

通
費
は
自
己
負
担
）。
会
場
に

関
す
る
詳
細
や
開
始
時
間
に

つ
い
て
は
、
抽
選
の
当
選
者

に
後
日
伝
え
ら
れ
る
。
申
し

込
み
は
、https://forms.gle/

tiwgRvrVFxaPrEYh6

　

か
ら
。
応
募
締
切
は
４
月
５

日
（
日
）
午
後
５
時
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
森
本
恵
作
校
長
）
は
2
月

27
日
（
金
）、
開
校
50
周
年
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
江
戸

川
学
園
江
戸
川
大
学
副
学
長
で

教
授
の
広
岡
勲
（
ひ
ろ
お
か
・ 

い
さ
お
）
氏
を
講
師
に
招
き
、

特
別
記
念
講
演
会
を
開
催
し

た
。
１
９
７
５
年
の
開
校
か
ら

50
年
を
迎
え
た
本
年
度
の
記
念

事
業
の
集
大
成
と
し
て
、
全
校

児
童
生
徒
、全
教
職
員
に
加
え
、

多
く
の
保
護
者
が
参
加
し
、
総

勢
２
５
０
人
ほ
ど
で
盛
大
に
行

わ
れ
た
。

　

広
岡
氏
の
講
演
で
は
、
右
手

首
の
な
い
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て

知
ら
れ
る
ジ
ム
・
ア
ボ
ッ
ト
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヤ
ン
キ
ー
ス

で
長
く
愛
さ
れ
た
デ
レ
ク
・
ジ

ー
タ
ー
、
そ
し
て
ア
ク
シ
デ
ン

ト
を
乗
り
越
え
て
ワ
ー
ル
ド
シ

リ
ー
ズ
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
輝
い
た
松
井

秀
喜
と
い
う
3
人
の
「
努
力
の

達
人
」
が
紹
介
さ
れ
た
。
身
体

の
障
害
や
幼
少
期
の
い
じ
め
な

ど
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
乗

り
越
え
、
精
神
力
を
培
っ
て
き

た
姿
が
語
ら
れ
る
と
、
子
ど
も

NY日本人学校開校50周年特別記念講演

広岡勲氏
「努力できることが才能である」

た
ち
は
深
く
共
感
し
な
が
ら
耳

を
傾
け
て
い
た
。

　

特
に
松
井
氏
に
つ
い
て
は
、

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
技
術
を
高
め
て

き
た
道
の
り
や
怪
我
を
克
服
し

て
き
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ

れ
、「
努
力
し
て
の
結
果
、
挑

戦
し
て
の
結
果
で
あ
れ
ば
成
功

者
で
あ
る
」
と
の
言
葉
が
力
強

く
伝
え
ら
れ
た
。
ま
た
、「
野

球
は
打
つ
よ
り
も
打
て
な
い
こ

と
の
方
が
多
い
ス
ポ
ー
ツ
。
失

敗
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
の
中

で
、
昨
日
の
自
分
よ
り
も
成
長

す
る
こ
と
を
考
え
て
努
力
す

る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、

子
ど
も
た
ち
は
大
き
く
う
な
ず

き
な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い
た
。

中
に
は
、
感
動
の
あ
ま
り
涙
を

拭
い
な
が
ら
話
を
聞
く
児
童
生

徒
の
姿
も
見
ら
れ
た
。

　

講
演
会
は
日
本
語
か
ら
英
語

へ
の
同
時
通
訳
が
行
わ
れ
、
ど

ち
ら
の
言
語
を
母
語
と
す
る
参

加
者
も
楽
し
め
る
よ
う
工
夫
さ

れ
て
い
た
。参
加
者
か
ら
は「
言

葉
の
壁
が
取
り
除
か
れ
、
学
校

全
体
が
一
体
感
に
包
ま
れ
た
よ

う
に
感
じ
た
」
と
い
う
声
が
寄

せ
ら
れ
た
。

　

森
本
恵
作
校
長
は
、「
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
の
歴
史

の
大
き
な
一
ペ
ー
ジ
を
刻
む
こ

と
が
で
き
た
。
広
岡
氏
か
ら
学

ん
だ
努
力
の
大
切
さ
は
、
子
ど

も
た
ち
の
心
に
ず
っ
と
残
る
こ

と
だ
ろ
う
」
と
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
た
。

　

東
京
ー
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は

４
月
12
日
（
日
）、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー

に
あ
る 

サ
ク
ソ
ン
ウ
ッ
ズ
公

園 

に
て
、
小
学
生
を
対
象
と

し
た
日
帰
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ビ

ッ
グ
デ
イ
ア
ウ
ト
」
と
、
13
歳

以
上
の
テ
ィ
ー
ン
を
対
象
に
し

た
中
高
生
活
動
を
同
時
開
催
す

る
。

　

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
フ
ロ
ス

ト
バ
レ
ー
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
で
実
施
さ
れ
て
い
る

活
動
の
雰
囲
気
を
、
身
近
な
環

境
で
気
軽
に
体
験
で
き
る
内

容
。
当
日
は
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
予

定
の
高
校
生
・
大
学
生
が
サ
ポ

ー
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加

し
、
参
加
者
と
の
交
流
を
深
め

る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
カ
レ

ー
ス
ー
プ
作
り
や
ス
モ
ア
ー

ズ
、
ク
ラ
フ
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
、
自
然
の
中
で
ゆ
っ
た
り
と

楽
し
め
る
活
動
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
対
象
は
小
学
生
を
中
心

と
し
、
13
歳
以
上
の
テ
ィ
ー
ン

活
動
も
同
時
に
実
施
さ
れ
る
。

テ
ィ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

同
年
代
の
仲
間
と
日
本
語
で
安

心
し
て
過
ご
し
な
が
ら
交
流
で

き
る
場
が
提
供
さ
れ
る
。
問
い

合
わ
せ
は
日
本
語
で
Ｅ
メ
ー
ル

tokyo-info@frostvaleey.org

ま
で
。
申
し
込
み
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トwww.ymcatfv.

org

を
参
照
す
る
。

東京ーフロストバレーＹＭＣＡ
４月 12日

小学生日帰りプログラムと
ティーン活動を同時開催

https://www.aozoracommunity.org/
https://www.kikokushijoacademy.com/
http://shidogakuin.com
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
mailto:tokyo-info@frostvaleey.org
mailto:tokyo-info@frostvaleey.org
mailto:tokyo-info@frostvaleey.org
mailto:tokyo-info@frostvaleey.org
https://forms.gle/tiwgRvrVFxaPrEYh6
www.ymcatfv.org
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海
外
で
生
活
し
て
い
る
と
、

日
本
の
受
験
制
度
は
ど
う
し
て

も
見
え
に
く
く
な
り
ま
す
。
特

に
「
帰
国
生
入
試
」
と
い
う
言

葉
だ
け
を
見
る
と
、
中
学
受
験

も
高
校
受
験
も
同
じ
仕
組
み
の

よ
う
に
感
じ
て
し
ま
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。し
か
し
実
際
に
は
、

こ
の
２
つ
の
受
験
は
制
度
も
準

備
の
仕
方
も
大
き
く
異
な
り
ま

す
。
帰
国
生
入
試
を
考
え
る
う

え
で
、
ま
ず
こ
の
違
い
を
理
解

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
ず
、
中
学
受
験
の
帰
国
生

入
試
に
は
、
英
語
を
活
用
で
き

る
入
試
方
式
が
多
い
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、

広
尾
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

や
三
田
国
際
科
学
学
園
中
学

校
・
高
等
学
校
な
ど
で
は
、
英

語
力
を
評
価
す
る
入
試
方
式
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
海
外
で

培
っ
た
英
語
力
を
活
か
せ
る
点

は
、
帰
国
生
入
試
の
大
き
な
特

徴
の
一
つ
で
す
。

　

た
だ
し
、「
帰
国
生
入
試
＝

英
語
だ
け
で
受
験
で
き
る
」
と

考
え
て
し
ま
う
の
は
少
し
危
険

で
す
。
多
く
の
学
校
で
は
、
英

語
に
加
え
て
算
数
や
国
語
な
ど

の
学
力
も
重
視
さ
れ
て
い
ま

す
。
実
際
に
は
、
英
語
・
算
数
・

国
語
と
い
っ
た
形
で
複
数
科
目

の
試
験
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
帰
国
生
入

試
で
は
英
語
力
が
評
価
さ
れ
る

一
方
で
、
日
本
語
で
学
ぶ
基
礎

的
な
学
力
が
ど
れ
だ
け
身
に
つ

い
て
い
る
か
も
大
切
な
ポ
イ
ン

ト
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
高
校
受
験
の
帰
国

生
入
試
に
な
る
と
、
こ
の
傾
向

は
さ
ら
に
強
く
な
り
ま
す
。
多

く
の
学
校
で
は
、
英
語
力
に
加

え
て
日
本
語
で
学
ぶ
数
学
や
国

語
の
力
を
し
っ
か
り
見
る
入
試

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え

ば
、
慶
應
義
塾
湘
南
藤
沢
高
等

部
の
帰
国
生
入
試
で
は
、
数
学

と
課
題
型
小
論
文
の
試
験
に
加

「
帰
国
生
入
試
を
理
解
す
る̶

中
学
受
験
と
高
校
受
験
、
同
じ

『
帰
国
生
』
で
も
こ
こ
が
違
う
」

15

え
、
英
語
資
格
の
提
出
や
面
接

な
ど
が
評
価
材
料
と
な
り
ま

す
。
つ
ま
り
高
校
受
験
で
は
、

「
英
語
が
得
意
」
と
い
う
だ
け

で
は
な
く
、
日
本
語
で
学
ぶ
学

力
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
に
な

る
場
合
が
多
い
の
で
す
。

　

こ
の
違
い
は
、
受
験
準
備
に

も
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
小
学

生
の
場
合
は
、
英
語
を
伸
ば
し

な
が
ら
も
、
日
本
語
で
算
数
や

国
語
を
学
ぶ
力
を
維
持
す
る
こ

と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
そ
し

て
中
学
生
に
な
る
と
、
そ
の
バ

ラ
ン
ス
は
さ
ら
に
重
要
に
な
り

ま
す
。
英
語
力
は
も
ち
ろ
ん
強

み
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け

に
頼
る
の
で
は
な
く
、
日
本
語

で
数
学
や
国
語
を
理
解
し
、
問

題
を
解
く
力
が
求
め
ら
れ
る
場

面
が
増
え
て
く
る
か
ら
で
す
。

　

さ
ら
に
、
受
験
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
も
違
い
が
あ
り
ま
す
。

中
学
受
験
の
帰
国
生
入
試
は
、

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
実
施
さ
れ

る
学
校
が
多
く
、
12
月
頃
に
試

験
が
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。
一
方
、
高
校
受
験
の
帰

国
生
入
試
は
、
一
般
入
試
と
同

じ
時
期
に
近
い
１
月
か
ら
２
月

頃
に
実
施
さ
れ
る
学
校
が
多
く

な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
中
学
受

験
の
ほ
う
が
比
較
的
早
い
時
期

か
ら
受
験
が
始
ま
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。

　

帰
国
生
入
試
を
考
え
る
際
に

は
、「
帰
国
生
」
と
い
う
言
葉

だ
け
で
ひ
と
ま
と
め
に
考
え
る

の
で
は
な
く
、
中
学
受
験
と
高

校
受
験
の
制
度
の
違
い
を
理
解

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ど
ち

ら
の
受
験
で
も
、
海
外
で
の
経

験
や
学
び
を
生
か
す
こ
と
が
で

き
る
制
度
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
そ
の
生
か
し
方

は
決
し
て
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
英
語
を
強
み
に
し
な
が
ら

も
、
日
本
語
で
学
ぶ
力
を
し
っ

か
り
と
積
み
上
げ
て
い
く
こ

と
。
そ
れ
が
帰
国
生
入
試
を
乗

り
越
え
る
た
め
の
、
共
通
し
た

土
台
に
な
る
の
で
す
。　
　
　
　

◇

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
＝
か
わ
む
ら　

こ
う
い
ち
＝
１
９
７
８
年
生
ま

れ
。
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｕ
Ｓ

Ａ
取
締
役
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校

現
地
代
表
。
２
０
０
２
年
に
株

式
会
社
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
に

入
社
後
、
埼
玉
県
内
の
校
舎
で

小
中
高
生
に
進
学
指
導
を
行

う
。
そ
の
後
、
高
校
受
験
部
英

語
科
目
責
任
者
と
し
て
現
行
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
テ
ス
ト
な
ど

の
基
盤
を
整
え
た
後
、
帰
国
生

入
試
の
専
門
部
署
で
あ
る
国
際

部
に
配
属
。
英
語
専
門
校
舎
統

括
責
任
者
を
経
て
、
23
年
3
月

よ
り
現
職
。

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

幼
稚
園
部
（
和
田
幸
子
幼
稚
園

部
園
長
）
は
１
日
、
恒
例
の

「
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
」
を
行

っ
た
。
会
場
に
は
、
季
節
に
ち

な
ん
だ
「
雛
具
屋
さ
ん
」
や
冬

物
を
扱
う
お
店
、
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
が
並
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
店

に
は
こ
の
日
の
た
め
に
子
供
た

ち
が
一
生
懸
命
作
っ
た
お
雛
様

や
羽
子
板
、
色
と
り
ど
り
の
マ

フ
ラ
ー
や
ス
リ
ッ
パ
な
ど
が
所

狭
し
と
並
べ
ら
れ
た
。
子
供
た

ち
は
手
作
り
の
お
財
布
と
お
金

を
手
に
参
加
。
最
初
は
、
お
店

役
も
お
客
役
も
少
し
恥
ず
か
し

そ
う
に
し
て
い
た
が
、
次
第
に

慣
れ
て
く
る
と
「
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
せ
！
」「
こ
れ
は
い
く
ら

で
す
か
？
」
と
元
気
な
声
が
会

場
に
響
き
渡
っ
た
。
お
会
計
を

す
る
係
、
毛
糸
で
作
ら
れ
た
麺

を
盛
り
つ
け
る
係
、
ネ
ギ
や
天

ぷ
ら
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
す
る
係
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
分
担

し
、
協
力
し
な
が
ら
料
理
を
提

供
し
て
い
た
。
お
客
役
の
子
供

た
ち
も
、
受
け
取
っ
た
食
べ
物

を
手
に
椅
子
に
座
り
、「
フ
ー

フ
ー
」と
吹
く
ま
ね
を
し
た
り
、

箸
を
使
っ
て
食
べ
る
ま
ね
を
し

た
り
し
て
、
保
護
者
と
と
も
に

楽
し
ん
で
い
る
様
子
だ
っ
た
。

お
金
を
一
生
懸
命
数
え
て
財
布

か
ら
取
り
出
す
慣
れ
な
い
し
ぐ

さ
や
、
お
金
を
受
け
取
っ
て
商

品
を
手
渡
す
姿
は
と
て
も
愛
ら

し
く
、
楽
し
さ
に
あ
ふ
れ
る
様

子
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語

補
習
授
業
校（
福
澤
隆
治
校
長
）

ア
ダ
ル
ト
コ
ー
ス
は
２
月
28

日
、
箏
演
奏
者
の
安
山
み
ら
い

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
日
本
の

伝
統
文
化
に
ふ
れ
る
毎
年
恒
例

の
「
春
の
会
」
を
催
し
た
。
箏

が
『
源
氏
物
語
』
の
時
代
か
ら

現
代
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た

伝
統
楽
器
で
あ
る
こ
と
が
説
明

さ
れ
る
と
、
学
生
達
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
、
メ
モ
を
取
る
姿
も

見
ら
れ
た
。
箏
の
音
階
に
つ
い

て
の
解
説
で
は
、
箏
の
楽
譜
は

漢
数
字
で
書
か
れ
て
お
り
、
上

か
ら
下
、
右
か
ら
左
に
読
む
こ

と
を
学
び
、誰
も
が
知
る
曲「
き

ら
き
ら
星
」
の
演
奏
に
合
わ
せ

て
楽
譜
を
声
に
出
し
て
読
む
こ

と
に
挑
戦
し
た
。

　

学
生
達
は
日
頃
の
日
本
語
学

習
の
成
果
を
生
か
し
な
が
ら
音

階
を
読
み
上
げ
た
。
演
奏
曲
間

の
調
弦
で
は
、
柱
を
動
か
し
て

音
を
調
整
す
る
様
子
を
学
生
達

は
興
味
深
そ
う
に
見
守
っ
て
い

た
。

　

多
く
の
学
生
が
耳
に
し
た

こ
と
が
あ
る 

『
と
な
り
の
ト
ト

ロ
』
の
楽
曲
に
続
き
、
伝
統
的

な
曲
、「
六
段
の
調
べ
」
も
披

露
さ
れ
、
優
美
な
音
色
に
会
場

は
引
き
込
ま
れ
た
。
質
疑
応
答

で
は
、
箏
の
構
造
や
他
の
楽
器

と
の
違
い
、
練
習
方
法
な
ど
に

つ
い
て
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら

れ
、
学
生
達
の
関
心
の
高
さ
が

う
か
が
え
た
。
最
後
は
箏
に
関

す
る
ト
リ
ビ
ア
を
全
員
で
楽
し

ん
だ
。

春の会～箏のふれるひととき
アダルトコースの皆さん

フィラデルフィア日本語補習授業校

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
で
「
お
店
や
さ
ん
ご
っ
こ
」

　

英
語
を
強
み
に
し
た
中
学
受

験
が
広
が
る
一
方
、
難
関
校
が

求
め
る
力
は
資
格
試
験
だ
け
で

は
測
れ
ま
せ
ん
。
渋
谷
教
育
学

園
渋
谷
・
渋
谷
教
育
学
園
幕
張
・

広
尾
学
園
な
ど
で
は
、
英
検
１

級
を
取
得
し
て
い
て
も
不
合
格

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
英

語
が
で
き
る
か
」で
は
な
く「
英

語
を
使
っ
て
学
び
、
考
え
、
表

現
で
き
る
か
」
が
問
わ
れ
て
い

る
の
で
す
。

　

学
校
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る

英
語
力
や
試
験
内
容
は
異
な
り

ま
す
。
帰
国
生
を
積
極
的
に
受

け
入
れ
る
学
校
の
多
く
で
は
、

英
語
で
意
思
疎
通
が
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
英
語
圏
の
現
地
校

と
同
程
度
の
学
習
力
を
前
提
と

し
た
入
試
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
物
語
だ
け
で
な
く
、
自
然

科
学
や
人
文
社
会
を
題
材
と
し

た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、
古
典

文
学
や
詩
な
ど
多
様
な
文
章
を

正
確
に
理
解
し
、
段
落
の
流
れ

や
構
造
を
意
識
し
な
が
ら
読
み

進
め
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
エ
ッ
セ
イ
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
で
は
論
理
的
な
記
述
が
必

要
と
な
り
、
英
語
面
接
で
は
自

分
の
経
験
や
意
見
を
理
由
や
背

景
と
結
び
つ
け
て
説
明
す
る
力

が
重
視
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
力
は
生
活
の
中
で

自
然
に
身
に
つ
い
た
英
語
力
だ

け
で
は
補
い
き
れ
ず
、
短
期
間

の
対
策
だ
け
で
身
に
付
く
も
の

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
英
語
受
験

を
見
据
え
る
な
ら
、
学
年
ご
と

に
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
準
備

を
重
ね
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
積
み
重
ね
が
、
受
験
突
破

と
そ
の
先
の
学
び
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　

小
学
校
中
学
年
は
、
語
彙
力

や
理
解
力
、
論
理
的
思
考
が
大

き
く
伸
び
る
大
切
な
時
期
で

す
。
英
語
で
「
読
む
・
聞
く
・

考
え
る
・
書
い
て
み
る
」
と
い

う
経
験
を
楽
し
み
な
が
ら
、
積

み
重
ね
て
い
く
こ
と
を
意
識
し

ま
し
ょ
う
。
英
語
を
学
ぶ
こ
と

を
目
的
に
す
る
の
で
は
な
く
、

英
語
を
使
っ
て
理
解
し
、
考
え

る
感
覚
を
育
て
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

物
語
だ
け
で
な
く
説
明
文
や

情
報
文
を
読
み
、
そ
の
文
章
が

何
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
の

か
、
理
由
や
根
拠
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
と
い
っ
た
点
に
少
し
ず

つ
目
を
向
け
る
こ
と
で
、
表
面

的
な
読
み
か
ら
深
い
理
解
へ
と

移
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
年
の
う
ち
か

ら because / therefore / 
however / for example / in 
my opinion 

と
い
っ
た
、
理

由
・
対
比
・
例
示
・
主
張
な
ど

を
表
す
語
彙
に
触
れ
る
こ
と
も

大
切
で
す
。
文
法
や
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
で
は
、
最
初
か
ら
正
確
さ

や
完
成
度
を
求
め
る
の
で
は
な

く
、
英
語
で
「
書
い
て
み
る
」

経
験
を
増
や
し
、
主
語
と
動
詞

が
合
っ
て
い
る
か
、
時
制
に
ズ

レ
が
な
い
か
な
ど
、
小
さ
な
見

直
し
を
重
ね
る
こ
と
で
、
相
手

に
伝
わ
る
文
章
へ
と
整
っ
て
い

き
ま
す
。

　

小
学
校
高
学
年
に
な
る
と
、

英
語
を
「
学
ぶ
た
め
に
使
う
」

こ
と
を
意
識
し
ま
す
。
過
去
問

演
習
を
急
ぐ
よ
り
も
、
情
報
を

整
理
し
、
自
分
の
考
え
を
論
理

的
に
伝
え
る
力
を
整
え
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
難
関
校
を

視
野
に
入
れ
る
場
合
、
５
年
生

の
終
わ
り
頃
ま
で
に
、
長
め
の

説
明
文
や
論
説
文
を
段
落
ご
と

に
理
解
し
、
要
点
を
整
理
で
き

る
力
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と

が
一
つ
の
目
安
に
な
り
ま
す
。

物
語
文
で
も
、
心
情
や
語
り
の

視
点
、
象
徴
表
現
に
目
を
向
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
読
み

の
精
度
が
高
ま
り
ま
す
。
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
主
張

を
示
し
、
理
由
を
述
べ
、
必
要

に
応
じ
て
具
体
例
で
支
え
る
構

成
を
意
識
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
、
そ
の
後
の
記
述
対
策
に
つ

な
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

６
年
生
で
は
、
そ
れ
ま
で
に

積
み
上
げ
て
き
た
力
を
土
台

に
、
入
試
を
見
据
え
た
実
践
的

な
対
策
へ
と
移
行
し
ま
す
。
長

文
読
解
、
内
容
一
致
、
要
約
、

記
述
式
問
題
な
ど
の
形
式
に
慣

れ
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
情
報
を
整
理
す
る
力
を
養

い
、
徐
々
に
志
望
校
別
の
対
策

へ
と
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　

中
学
年
か
ら
高
学
年
へ
と
続

く
こ
の
流
れ
は
、
日
々
の
学
び

の
中
で
時
間
を
か
け
て
育
っ
て

い
く
力
で
す
。
英
語
受
験
に
お

い
て
重
要
な
の
は
、
背
景
や
経

験
の
有
無
で
は
な
く
、
求
め
ら

れ
る
力
を
見
据
え
て
適
切
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
準
備
を
進
め
て
い

け
る
か
ど
う
か
で
す
。
学
年
ご

と
の
役
割
を
理
解
し
、
段
階
に

応
じ
た
準
備
を
積
み
重
ね
て
い

く
こ
と
が
、
無
理
の
な
い
受
験

準
備
と
、
そ
の
先
の
学
び
の
充

実
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
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 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

　

僕
は
、
こ
の
夏
家
族
旅
行

で
、
日
本
に
い
る
お
じ
い
ち

ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
そ

し
て
お
じ
ち
ゃ
ん
に
会
い
に

行
き
ま
し
た
。
あ
る
日
、
僕

は
弟
と
、
新
し
く
買
っ
た
虫

か
ご
に
入
れ
る
た
め
の
カ
ブ

ト
ム
シ
を
探
し
て
い
ま
し
た
。

で
も
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず

に
残
念
に
思
っ
て
い
た
ら
、

僕
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
さ
な

ぎ
を
く
れ
ま
し
た
。
で
も
そ

の
さ
な
ぎ
が
何
の
さ
な
ぎ
か

は
誰
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
あ
る

日
畑
で
働
い
て
い
た
時
に
、

こ
の
さ
な
ぎ
の
幼
虫
を
見
つ

け
た
そ
う
で
す
。
数
日
後
、

そ
の
幼
虫
が
さ
な
ぎ
に
な
っ

て
い
た
の
に
気
づ
い
て
、
守

っ
て
あ
げ
よ
う
と
安
全
な
と

こ
ろ
に
動
か
し
て
お
い
た
そ

う
で
す
。
カ
ブ
ト
ム
シ
は
見

つ
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
代

わ
り
に
こ
の
さ
な
ぎ
を
虫
か

ご
で
育
て
て
あ
げ
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。
何
が
出
て
く
る

の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、

と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。

た
だ
一
つ
、
ち
ょ
っ
と
だ
け

心
配
だ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
さ
な
ぎ
に

穴
が
空
い
て
い
た
事
で
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、「
穴
が
空

い
て
い
る
か
ら
も
う
ダ
メ
か

な
。」
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
。

僕
は
、
大
丈
夫
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
し
た
。
僕
は
、

さ
な
ぎ
に
外
の
空
気
を
吸
わ

せ
て
あ
げ
た
く
て
、
時
々
、

虫
か
ご
か
ら
素
手
で
優
し
く

つ
ま
ん
で
出
し
て
あ
げ
ま
し

た
。
さ
な
ぎ
が
中
で
く
ね
く

ね
と
動
く
の
が
指
の
間
で
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
で
も
あ
る

日
、
そ
の
動
き
が
感
じ
ら
れ

な
く
な
り
ま
し
た
。
死
ん
じ

ゃ
う
の
か
な
と
思
い
、
心
配

に
な
り
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
に
帰
る
前
日
、

家
の
中
に
入
っ
て
来
た
お
じ

ち
ゃ
ん
が
、「
あ
の
カ
ゴ
の
中

に
何
が
入
っ
て
ん
の
。」
と
い

う
の
で
、
蝶
の
さ
な
ぎ
だ
よ

と
教
え
て
あ
げ
る
と
、「
蝶
が

出
て
き
て
る
よ
。」
と
い
う
の

で
、
び
っ
く
り
し
て
み
ん
な

で
急
い
で
虫
か
ご
を
見
に
行

き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
な
ん

と
、「
ア
メ
リ
カ
オ
オ
ミ
ズ
ア

オ
」
が
い
ま
し
た
。
今
ま
で

写
真
で
は
な
ん
ど
も
見
た
こ

と
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
本
物

を
見
る
の
は
初
め
て
だ
っ
た

の
で
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

週刊NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
 ●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください
（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚
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「
手
の
ひ
ら
に
収
ま
る
一
イ

ン
チ
の
紙
で
、
世
界
を
繋
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
か
？
」
半

年
前
の
私
だ
っ
た
ら
こ
の
問

い
に
「
そ
れ
は
無
理
！
」
と
、

即
答
し
た
だ
ろ
う
。
で
も
、

驚
い
た
こ
と
に
、
今
の
私
に

は
そ
れ
が
可
能
な
の
で
は
な

い
か
と
い
う
気
が
す
る
。

　

昨
年
五
月
、
補
習
校
に
行

こ
う
と
し
た
ら
、
日
本
に
い

る
祖
父
が
救
急
車
で
運
ば
れ

る
と
連
絡
が
入
っ
た
。
何
を

し
よ
う
に
も
、
私
に
は
何
も

で
き
な
い
。
焦
る
気
持
ち
で

学
校
に
向
か
っ
た
。
今
で
き

る
こ
と
は
…
考
え
て
も
何
も

思
い
つ
か
ず
、
た
だ
「
早
く

元
気
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と

願
う
だ
け
だ
っ
た
。
そ
れ
か

ら
は
、
得
意
の
折
り
紙
で
千

羽
鶴
を
折
る
こ
と
に
し
た
。

手
元
に
折
り
紙
が
少
な
く
、

１
枚
の
折
り
紙
を
十
六
等
分

し
て
み
た
。
た
だ
、
何
も
考

え
ず
に
鶴
を
折
り
続
け
て
い

た
。

　

あ
る
時
、
母
と
弟
と
話
し

て
い
た
時
の
こ
と
。「
お
じ
い

ち
ゃ
ん
っ
て
、
千
羽
鶴
っ
て

感
じ
じ
ゃ
な
い
の
よ
ね
。
そ

ん
な
の
送
っ
た
ら
、
逆
に
元

気
な
く
し
そ
う
だ
よ
ね
。」
私

も
そ
う
思
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
で
冗

談
ば
か
り
言
っ
て
い
る
祖
父

は
、
人
か
ら
心
配
さ
れ
る
こ

と
が
大
嫌
い
だ
。
も
し
千
羽

鶴
を
送
っ
た
ら
、
病
人
で
あ

る
こ
と
を
本
人
に
突
き
つ
け

る
よ
う
な
こ
と
に
な
る
の
か

な
、
と
思
っ
た
。
夏
休
み
に

直
接
会
い
に
い
く
約
束
を
す

る
方
が
、
祖
父
は
喜
ん
で
く

れ
る
は
ず
だ
。

　

そ
こ
で
、
弟
の
金
具
セ
ッ

ト
を
使
っ
て
、
鶴
を
イ
ヤ
リ

ン
グ
に
し
て
み
た
。
こ
れ
が

な
か
な
か
カ
ッ
コ
良
く
で
き

て
し
ま
い
母
も
喜
ん
で
い
た
。

そ
れ
か
ら
、
祖
父
の
鶴
は
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

近
所
の
人
に
配
る
イ
ヤ
リ
ン

グ
に
姿
を
変
え
て
い
っ
た
。

そ
れ
を
褒
め
ら
れ
る
た
び
、

私
も
改
良
を
加
え
、
作
業
が

楽
し
く
な
っ
た
。
ど
う
せ
な

ら
と
、
近
所
の
図
書
館
に
貢

献
す
る
た
め
に
そ
の
イ
ヤ
リ

ン
グ
を
販
売
し
て
寄
付
す
る

こ
と
も
考
え
つ
い
た
。
祖
父

も
そ
の
方
が
喜
ぶ
と
思
っ
た

し
、
実
際
に
と
て
も
喜
ん
で

い
た
。

　

八
月
の
終
わ
り
、
動
物
大

好
き
な
隣
人
が
、
近
所
の
野

良
猫
の
「
ク
ロ
ち
ゃ
ん
」
を

心
配
し
て
い
た
。
数
年
前
に

引
っ
越
し
し
て
い
っ
た
人
が

彼
女
を
置
い
て
い
っ
て
し
ま

っ
て
か
ら
、
隣
人
は
ご
飯
を

あ
げ
て
か
わ
い
が
っ
て
い
る
。

ク
ロ
ち
ゃ
ん
に
せ
め
て
ワ
ク

チ
ン
を
打
っ
て
あ
げ
た
い
と
、

獣
医
に
聞
い
て
き
て
く
れ
た

こ
と
は
、「
ワ
ク
チ
ン
を
全
て

接
種
さ
せ
る
の
に
は
千
ド
ル

も
か
か
る
ん
だ
っ
て
！
」
私

に
は
と
う
て
い
無
理
な
金
額

で
本
当
に
驚
い
た
。
保
険
が

な
い
か
ら
そ
ん
な
に
高
額
な

の
か
。
そ
こ
で
、
隣
人
と
私

は
イ
ヤ
リ
ン
グ
売
り
を
ク
ロ

ち
ゃ
ん
の
た
め
に
も
行
う
こ

と
に
し
た
。

　

そ
の
日
の
夕
方
、
母
が
さ

ら
に
情
報
を
持
っ
て
帰
っ
て

き
た
。
友
人
に
相
談
し
た
と

こ
ろ
、
私
の
イ
ヤ
リ
ン
グ
を

ネ
ッ
ト
販
売
し
た
ら
い
い
と

言
う
。
も
う
す
ぐ
学
校
も
再

開
す
る
と
い
う
の
に
、
私
に

こ
ん
な
活
動
が
で
き
る
の
か

不
安
に
思
っ
た
が
、
な
ん
と

な
く
サ
イ
ト
に
登
録
し
た
ら
、

案
外
簡
単
に
商
売
が
で
き
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ど
う
や

っ
た
ら
お
客
さ
ん
が
見
や
す

い
画
像
や
動
画
を
撮
れ
る
の

か
、
ど
ん
な
角
度
で
、
ど
ん

な
説
明
文
で
…
あ
ら
ゆ
る
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
お
か

げ
で
、
ネ
ッ
ト
販
売
は
少
し

ず
つ
実
績
を
出
し
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
猫
を
無
料
で
レ
ス
キ

ュ
ー
し
て
く
れ
る
P
A
L
S

と
い
う
団
体
に
も
巡
り
あ
い
、

ク
ロ
ち
ゃ
ん
は
無
事
に
無
料

で
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
猫
た
ち
に
無

料
で
ケ
ア
を
提
供
し
て
く
れ

る
団
体
に
感
動
し
た
私
は
、

イ
ヤ
リ
ン
グ
販
売
代
金
は
こ

ち
ら
に
全
て
寄
付
す
る
こ
と

に
し
た
。

　

夏
休
み
が
明
け
て
学
校
に

戻
る
と
、
補
習
校
の
友
達
が

一
緒
に
折
り
紙
ク
ラ
ブ
を
創

立
さ
せ
て
く
れ
る
と
い
う
。

私
一
人
で
は
心
細
い
の
で
、

元
気
い
っ
ぱ
い
な
明
る
い
彼

女
が
加
わ
っ
て
く
れ
る
の
は

鬼
に
金
棒
だ
。
担
任
の
先
生

に
相
談
し
た
ら
、
す
ぐ
に
校

長
先
生
も
事
務
の
方
も
ク
ラ

ブ
開
設
を
応
援
し
て
く
れ
た

と
い
う
。
イ
ヤ
リ
ン
グ
販
売

は
補
習
校
で
も
順
調
だ
っ
た
。

私
た
ち
の
作
る
商
品
を
通
し

て
、
猫
を
助
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
が
嬉
し
い
、
と
い
う
声

も
も
ら
っ
た
。
そ
う
だ
、
猫

た
ち
を
守
り
た
い
け
ど
、
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら

な
い
人
も
多
い
の
だ
と
思
う
。

先
月
ま
で
私
も
同
じ
立
場
だ

っ
た
。
私
は
こ
の
活
動
が
猫

と
人
間
の
橋
渡
し
の
よ
う
な

も
の
と
な
る
と
信
じ
た
。

　

折
り
紙
ク
ラ
ブ
の
活
動
は

さ
ら
に
広
が
っ
た
。
放
課
後

に
は
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
に

贈
る
た
め
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー

作
り
を
企
画
し
た
と
こ
ろ
、

大
人
か
ら
幼
稚
園
児
ま
で
が

た
く
さ
ん
参
加
し
て
く
れ
た
。

私
が
一
番
嬉
し
か
っ
た
こ
と

は
、
日
本
の
文
化
を
学
ぶ
イ

ベ
ン
ト
に
、
ア
メ
リ
カ
の
方
々

も
た
く
さ
ん
参
加
を
し
て
く

れ
た
こ
と
だ
。
一
イ
ン
チ
と

い
う
小
さ
な
和
紙
で
作
る
こ

と
に
も
驚
か
れ
た
が
、
日
本

の
伝
統
あ
る
折
り
紙
で
、
一

緒
に
苦
悩
し
つ
つ
、
大
切
な

人
の
た
め
に
作
成
を
楽
し
む

時
間
は
か
け
が
え
の
な
い
も

の
だ
っ
た
。

　

今
思
え
ば
、
祖
父
の
応
援

の
た
め
に
言
わ
れ
る
が
ま
ま

に
や
っ
て
き
た
ら
、
た
く
さ

ん
の
縁
と
繋
が
る
こ
と
が
で

き
ち
ゃ
っ
た
と
い
う
感
じ
だ
。

「
継
続
は
力
な
り
」
と
い
う
け

れ
ど
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
な

の
だ
と
思
っ
た
。　

　

一
イ
ン
チ
の
折
り
紙
。
そ

れ
を
「
紙
切
れ
」
と
表
現
す

る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
あ
の
色
鮮
や
か
な
繊

細
な
和
紙
を
、
私
は
そ
の
よ

う
に
は
思
え
な
い
、
私
に
と

っ
て
は
無
限
の
希
望
と
な
っ

た
。
そ
の
小
さ
な
紙
は
、
国

籍
を
問
わ
ず
多
く
の
人
々
を

つ
な
い
で
く
れ
て
い
る
希
望

の
光
に
思
え
る
の
だ
。
私
は

こ
の
先
も
た
く
さ
ん
の
世
代
・

国
籍
の
方
々
に
日
本
の
伝
統

を
伝
え
な
が
ら
、
祖
父
を
元

気
づ
け
、
動
物
保
護
の
た
め

の
寄
付
を
続
け
て
い
き
た
い
。

　
　   　
（
滞
米
14
年
５
か
月
）

「片付けと脳」
　　　　　　　　　プリンストン日本語学校中３

　　　　　　　　　　　　　　　　　須賀　結香

「
１
イ
ン
チ
で
繋
ぐ
希
望
」

　
　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
高
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
村
　
暢
甫

　

皆
さ
ん
は
、
片
付
け
が
得

意
で
す
か
。
私
は
苦
手
で
す
。

勉
強
を
し
よ
う
と
す
る
と
、

机
の
上
が
散
ら
か
っ
て
い
て

つ
い
掃
除
を
し
て
し
ま
い
、

勉
強
が
捗
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
こ
の
よ

う
な
経
験
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
私
の
場
合
、

机
の
上
や
部
屋
が
散
ら
か
っ

て
い
る
と
、
探
し
物
に
時
間

が
か
か
っ
て
、
や
る
気
が
下

が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん

な
時
、「
片
付
け
が
で
き
な
い

＝
脳
の
整
理
が
で
き
な
い
ん

だ
よ
」
と
い
つ
も
お
母
さ
ん

に
言
わ
れ
ま
す
。
最
初
は
、

た
だ
口
う
る
さ
い
注
意
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近

そ
の
意
味
が
少
し
ず
つ
わ
か

っ
て
き
ま
し
た
。

　

年
末
、
思
い
切
っ
て
自
分

の
部
屋
を
片
付
け
て
み
ま
し

た
。
机
の
上
や
ク
ロ
ー
ゼ
ッ

ト
の
中
を
整
理
し
、
必
要
の

な
い
物
や
服
は
捨
て
ま
し
た
。

片
付
け
で
は
、
整
理
す
る
前

に
「
本
当
に
必
要
か
ど
う
か
」

を
考
え
て
、
使
っ
て
い
な
い

も
の
は
思
い
切
っ
て
捨
て
ま

し
た
。
す
る
と
、
ま
ず
視
覚

的
に
す
っ
き
り
し
て
気
持
ち

が
落
ち
着
き
ま
し
た
。
そ
れ

だ
け
で
な
く
、
勉
強
を
す
る

と
き
は
机
の
上
を
片
付
け
る

必
要
が
な
く
な
り
、
集
中
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
探
し
物
に
時
間
を
取

ら
れ
る
こ
と
が
な
く
な
り
、

そ
の
便
利
さ
に
気
づ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

心
理
学
の
研
究
で
も
、
散

ら
か
っ
た
場
所
で
は
脳
に
余

計
な
情
報
が
入
り
、
集
中
力

を
下
げ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
逆
に
、
片
づ
け
を
し
て

整
理
さ
れ
た
環
境
に
い
る
と
、

脳
が
余
計
な
情
報
に
邪
魔
さ

れ
ず
に
考
え
や
す
く
な
る
そ

う
で
す
。
私
の
体
験
は
ま
さ

に
そ
の
通
り
で
し
た
。
部
屋

だ
け
で
な
く
、
頭
の
中
も
整

理
さ
れ
、
気
持
ち
も
前
向
き

に
な
っ
た
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
一
度
に
完

璧
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、

毎
日
少
し
ず
つ
片
付
け
る
習

慣
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
と
同
じ
で
、
リ

バ
ウ
ン
ド
し
て
し
ま
っ
て
は

何
の
意
味
も
あ
り
ま
せ
ん
。

机
や
部
屋
の
片
付
け
を
す
る

こ
と
で
、
自
分
の
考
え
方
も

整
理
さ
れ
、
も
っ
と
効
率
よ

く
物
事
を
取
り
組
め
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
の

言
っ
て
い
た
「
脳
の
整
理
」

と
い
う
言
葉
の
意
味
が
少
し

ず
つ
わ
か
っ
て
き
た
気
が
し

ま
す
。
片
付
け
は
単
な
る
掃

除
で
は
な
く
、
自
分
の
脳
や

気
持
ち
を
整
え
る
大
切
な
行

動
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　

   　
（
滞
米
８
か
月
）

「
蛾
の
『
葉
っ
ぱ
さ
ん
』」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
W
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
矢
　
知
輝

で
す
。
そ
れ
は
、
ま
る
で
春

に
新
し
く
育
っ
た
よ
う
な
薄

い
緑
色
の
大
き
な
羽
の
蛾
で

し
た
。
本
物
の
葉
っ
ぱ
み
た

い
で
と
て
も
美
し
か
っ
た
で

す
。
だ
か
ら
僕
は
「
葉
っ
ぱ

さ
ん
」
と
い
う
名
前
を
つ
け

ま
し
た
。

　

し
か
し
「
葉
っ
ぱ
さ
ん
」

の
大
き
な
羽
は
ち
ゃ
ん
と
育

た
ず
、
開
く
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
僕
は
弟
と
、

「
葉
っ
ぱ
さ
ん
」
の
た
め
に
花

を
つ
み
に
畑
へ
走
り
ま
し
た
。

二
年
生
の
時
に
、
虫
や
授
粉

の
こ
と
を
学
ん
で
い
た
の
で
、

ど
ん
な
花
を
つ
め
ば
い
い
か

知
っ
て
い
ま
し
た
。
虫
か
ご

に
花
を
入
れ
て
あ
げ
る
と
、

「
葉
っ
ぱ
さ
ん
」
は
一
生
懸
命

花
の
方
へ
よ
た
よ
た
と
移
動

し
ま
し
た
。

　

次
の
日
、
朝
ご
飯
を
食
べ

た
後
、「
葉
っ
ぱ
さ
ん
」
に
会

い
に
行
き
ま
し
た
。
で
も
葉

っ
ぱ
さ
ん
は
動
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
時
僕
は
、「
葉

っ
ぱ
さ
ん
」
が
死
ん
だ
の
だ

と
わ
か
り
、
と
て
も
悲
し
く

な
り
ま
し
た
。
お
墓
を
作
っ

て
あ
げ
た
い
と
思
い
、
材
料

を
集
め
に
畑
に
行
き
ま
し
た
。

「
葉
っ
ぱ
さ
ん
」
が
幼
虫
だ
っ

た
時
に
い
た
木
の
下
に
、
蜜

を
す
っ
て
い
た
お
花
を
一
緒

に
埋
め
て
あ
げ
ま
し
た
。
こ

の
日
は
ア
メ
リ
カ
へ
帰
る
日

だ
っ
た
の
で
、
空
港
へ
向
か

う
前
に
出
来
る
だ
け
た
く
さ

ん
お
参
り
に
行
き
ま
し
た
。

短
い
時
間
だ
っ
た
け
ど
、「
葉

っ
ぱ
さ
ん
」
に
会
え
て
、
僕

は
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　

   　
　
（
滞
米
10
年
）

https://starchildny.com/
mailto:summerschool@nyikuei.org
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
ウ
エ
ス
ト
は
、
タ
イ
ム
ズ

ス
ク
エ
ア
の
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
劇
場
街
と
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

と
に
挟
ま
れ
た
商
業
地
区
で
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
ホ
テ
ル
が
ひ

し
め
く
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
で
も
最
も
賑
や
か
な
エ
リ
ア
だ
。

近
代
的
な
高
層
ビ
ル
が
続
々
と
建
設
さ
れ
て
い
る
一
方
、
戦
前

か
ら
残
る
重
厚
な
プ
レ
ワ
ー
（pre-war

）
と
呼
ば
れ
る
ク
ラ

シ
ッ
ク
な
建
物
群
も
Ｎ
Ｙ
の
顔
と
し
て
ど
っ
か
り
と
そ
の
存
在

感
を
示
し
て
い
る
。

　

写
真
の
部
屋
は
、
そ
ん
な
戦
前
か
ら
あ
る
築
80
年
以
上
の
大

型
ホ
テ
ル
を
改
装
し
た
ホ
テ
ル
コ
ン
ド
の
16
階
に
あ
る
ス
タ
ジ

オ
ル
ー
ム
。
超
目
玉
投
資
物

件
に
手
を
入
れ
た
オ
ー
ナ
ー

が
今
回
貸
し
出
す
こ
と
に
な

っ
た
。
元
ホ
テ
ル
だ
け
あ
っ

て
綺
麗
な
ロ
ビ
ー
か
ら
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
で
上
る
と
、
こ
の

部
屋
の
キ
ッ
チ
ン
に
は
食
器

な
ど
の
備
品
が
完
備
さ
れ
て

お
り
＝
写
真
＝
、
中
長
期
の

出
張
者
、
半
年
間
の
滞
在
者

に
は
と
て
も
便
利
だ
。

　

室
内
は
使
い
や
す
い
オ
ー

プ
ン
な
形
でW

i-Fi

完
備
、

大
型
液
晶
Ｔ
Ｖ
、
ソ
フ
ァ
と
お
揃
い
の
白
い
ベ
ッ
ド
の
マ
ッ
ト

レ
ス
は
新
品
。
バ
ス
ル
ー
ム
は
、
シ
ャ
ワ
ー
の
み
だ
が
、
奥
に

広
い
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
が
あ
る
。
ラ
ン
ド
リ
ー
は
共
同
。
24
時
間

の
ド
ア
マ
ン
が
い
る
の
で
安
全
だ
。

　

貸
し
出
し
価
格
は
、
期
間
と
時
期
に
も
よ
る
が
、
３
６
０
０

ド
ル
か
ら
３
８
０
０
ド
ル
の
範
囲
で
、
６
か
月
か
ら
の
契
約
も

可
能
。
年
間
契
約
の
長
期
契
約
に
縛
ら
れ
な
い
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

な
契
約
が
可
能
な
と
こ
ろ
を
探
し
て
い
る
人
に
は
ま
さ
に
ピ
ッ

タ
リ
の
部
屋
だ
。

　

問
い
合
わ
せ
は　

電
話
２
１
２
・
６
６
１
・
１
１
１
１
、

Ｅ
メ
ー
ルny@jonecorp.com 

山
辺
さ
ん
。

紹
介
動
画　

https://www.youtube.com/watch?v=b2Zn-
r7AW

mU&t=12s

　（
写
真
提
供
・ J.ONE 

不
動
産
）

タイムズスクエアを見下ろすワンルームに暮らす

　

２
０
２
６
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
不
動
産
市
場
で
は
、
物
件
を

所
有
す
る
オ
ー
ナ
ー
の
間
で

「
今
は
貸
す
べ
き
か
、
そ
れ
と

も
売
る
べ
き
か
」
と
い
う
判
断

が
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
こ
数
年
の
高
金
利
や
市
場

の
変
化
に
よ
り
、
売
買
と
賃
貸

の
バ
ラ
ン
ス
が
微
妙
に
変
わ
り

つ
つ
あ
る
た
め
で
す
。

　

ま
ず
売
買
市
場
を
見
る
と
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
中
心
に
取
引

は
徐
々
に
回
復
し
て
い
る
も
の

の
、価
格
の
上
昇
は
緩
や
か
で
、

以
前
の
よ
う
な
急
激
な
値
上
が

り
は
見
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
買

い
手
は
慎
重
で
、
価
格
や
条
件

を
し
っ
か
り
比
較
し
て
か
ら
購

入
す
る
傾
向
が
強
く
、
売
却
に

は
適
切
な
価
格
設
定
と
一
定
の

時
間
が
必
要
に
な
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
賃
貸
市
場
は
依
然
と

し
て
底
堅
い
需
要
が
あ
り
ま

す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
住
宅

不
足
が
続
い
て
お
り
、
特
に
交

通
利
便
性
の
高
い
エ
リ
ア
や
人

気
学
区
の
物
件
で
は
安
定
し
た

入
居
希
望
が
見
ら
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
新
規
供
給
が
限
ら
れ
て

い
る
地
域
で
は
、
家
賃
も
比
較

的
高
い
水
準
を
維
持
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、「
す
ぐ
に
売

却
す
る
よ
り
も
、
し
ば
ら
く
賃

貸
と
し
て
運
用
す
る
」
と
い
う

選
択
を
取
る
オ
ー
ナ
ー
も
増
え

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
不
動
産
市
況
の
中

で
、
判
断
の
ポ
イ
ン
ト
は
主
に

三
つ
あ
り
ま
す
。
第
一
に
、
物

件
の
立
地
と
将
来
性
。
再
開
発

が
進
む
エ
リ
ア
や
需
要
の
高
い

地
域
で
は
、
長
期
保
有
に
よ
る

資
産
価
値
の
上
昇
も
期
待
で
き

ま
す
。

　

第
二
に
、
保
有
コ
ス
ト
。
固

定
資
産
税
や
管
理
費
、
修
繕
費

を
考
慮
し
た
う
え
で
、
賃
貸
収

入
が
十
分
に
見
込
め
る
か
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

第
三
に
、
オ
ー
ナ
ー
自
身
の

資
金
計
画
で
す
。
資
金
を
他
の

投
資
に
回
し
た
い
場
合
や
、
管

理
負
担
を
減
ら
し
た
い
場
合
は

売
却
と
い
う
選
択
も
合
理
的
で

す
。

　

現
在
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場

で
は
、「
売
る
か
貸
す
か
」
の

答
え
は
一
つ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
市
場
の
動
き
を
見
極
め
な

が
ら
、
物
件
の
特
徴
と
自
身
の

投
資
戦
略
に
合
わ
せ
て
判
断
す

る
こ
と
が
、
２
０
２
６
年
の
不

動
産
オ
ー
ナ
ー
に
と
っ
て
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま

す
。

（
リ
ロ　

リ
ダ
ッ
ク
／
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
住
宅
部
）　

楽しい
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最
近
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
界

を
揺
る
が
す
象
徴
的
な
出
来
事

が
あ
っ
た
。
世
界
的
な
ピ
ア
ニ

ス
ト
、
ユ
ジ
ャ
・
ワ
ン
に
対
し

て
あ
る
米
男
性
評
論
家
が
、
メ

ー
ル
の
返
信
が
な
い
と
公
の
場

で
非
難
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
ユ
ジ
ャ
も

彼
か
ら
の
メ
ー
ル
を
公
開
し
、

こ
れ
は
女
性
差
別
的
な
イ
ジ
メ

で
あ
る
と
応
酬
。
こ
れ
を
受
け

て
、BBC Radio3

は
彼
を
解
雇

し
た
り
、
高
名
な
米
女
性
評
論

家
も
参
戦
し
ユ
ジ
ャ
の
側
に
立

つ
な
ど
、
単
な
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
炎
上

で
は
な
く
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
界
が

抱
え
る
古
い
価
値
観
や
権
力
構

造
へ
の
議
論
に
発
展
し
た
。
女

性
や
ア
ジ
ア
人
で
あ
る
と
い
う

事
に
対
す
る
差
別
め
い
た
も
の

は
、
こ
こ
20
年
ほ
ど
で
随
分
改

善
さ
れ
て
来
た
様
に
感
じ
て
い

た
が
、
彼
女
の
よ
う
な
ス
タ
ー

に
で
も
ま
だ
起
こ
る
と
い
う
失

望
や
驚
き
の
他
に
、
胸
に
去
来

す
る
あ
る
種
の
感
情
が
甦
っ
て

来
た
。
か
つ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

歌
劇
場
で
歌
っ
て
い
た
際
に
出

遭
っ
た
暴
力
的
な
偏
見
に
対
し

て
の
も
の
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア

で
ド
ニ
ゼ
ッ
テ
ィ
の
傑
作
《
ラ

ン
メ
ル
モ
ー
ル
の
ル
チ
ア
》
の

タ
イ
ト
ル
ロ
ー
ル
を
任
さ
れ
た

時
の
こ
と
。
あ
る
リ
ハ
ー
サ
ル

中
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
系
演
出
家
が

私
の
足
元
を
見
て
、
ニ
ヤ
ニ
ヤ

し
な
が
ら
言
い
放
っ
た
。「
そ
の

醜
い
靴
は
、
ど
う
せ
ア
メ
リ
カ

で
買
っ
た
の
だ
ろ
う
？ 

あ
そ
こ

に
は
文
化
が
な
い
か
ら
な
」。
さ

ら
に
言
葉
の
刃
は
止
ま
ら
な
い
。

「
な
ぜ
オ
ペ
ラ
を
学
ぶ
の
に
ア
メ

リ
カ
な
ん
て
行
っ
た

ん
だ
？
だ
か
ら
、
君

に
は
イ
タ
リ
ア
文
化

の
真
髄
が
理
解
で
き

て
な
い
ん
だ
。
美
術

館
へ
行
っ
て
ラ
フ
ァ

エ
ロ
や
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ

ジ
ョ
で
も
拝
ん
で
こ

い
」。
私
か
ら
言
わ

せ
れ
ば
、
そ
う
い
う

彼
こ
そ
イ
タ
リ
ア
文

化
の
み
な
ら
ず
、
知

性
の
か
け
ら
も
な
い

演
出
家
で
、
私
と
ダ

ブ
ル
キ
ャ
ス
ト
だ
っ

た
大
ソ
プ
ラ
ノ
や
、

彼
の
蔑
む
ア
メ
リ
カ

の
男
性
歌
手
に
は
一

切
も
の
が
言
え
な
い

憶
病
者
だ
っ
た
。
又

あ
る
公
演
で
は
、「
そ

ん
な
事
も
出
来
な
い

な
ら
、
田
ん
ぼ
の
国

へ
帰
れ
」
と
い
う
言

葉
が
浴
び
せ
ら
れ
た

事
も
あ
る
。
そ
れ
を

言
っ
た
の
は
高
名
な

イ
タ
リ
ア
人
演
出
家

だ
っ
た
が
、
側
に
い
た
大
勢
の

イ
タ
リ
ア
人
や
ド
イ
ツ
人
の
キ

ャ
ス
ト
達
が
思
わ
ず
顔
を
し
か

め
、
慰
め
て
く
れ
た
。
若
く
て

イ
タ
リ
ア
語
が
ま
だ
不
自
由
だ

っ
た
事
も
あ
り
、
悔
し
さ
と
屈

辱
に
、
毎
日
楽
屋
で
号
泣
す
る

日
々
が
続
い
た
。
が
、
い
つ
も

沈
黙
を
守
り
続
け
た
わ
け
で
も

な
か
っ
た
。
ル
チ
ア
の
解
釈
を

巡
り
「
君
に
は
イ
タ
リ
ア
の
心

が
な
い
」
と
断
じ
ら
れ
た
際
に

は
、「
マ
エ
ス
ト
ロ
、
こ
の
物
語

の
舞
台
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で

す
」。
ま
た
、
歌
唱
の
ス
タ
イ
ル

を
頭
ご
な
し
に
否
定
さ
れ
た
時

は
、
静
か
に
、
し
か
し
毅
然
と

楽
譜
を
開
い
て
見
せ
た
。「
ド
ニ

ゼ
ッ
テ
ィ
は
、
こ
こ
に
ピ
ア
ニ

ッ
シ
モ
と
記
し
て
い
ま
す
」。
そ

の
瞬
間
、
空
気
が
変
わ
っ
た
。

作
曲
家
が
残
し
た
楽
譜
と
い
う

バ
イ
ブ
ル
は
、
い
か
な
る
権
威

的
な
演
出
家
の
主
観
よ
り
も
強

い
説
得
力
を
持
つ
。
私
が
楽
譜

を
克
明
に
読
み
込
み
、
音
楽
に

対
し
て
誠
実
で
あ
る
事
を
理
解

し
て
い
た
指
揮
者
も
、
私
の
側

に
立
っ
て
く
れ
た
。
そ
ん
な
事

も
あ
っ
て
、
次
第
に
彼
は
、
私

に
対
し
て
敬
意
を
持
っ
て
接
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
伝
統
と
い

う
盾
の
裏
側
に
隠
れ
た
偏
見
を

打
ち
破
っ
た
の
は
、
他
な
ら
ぬ

音
楽
そ
の
も
の
の
力
だ
っ
た
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
は
、
長
い
歳

月
を
か
け
て
磨
き
上
げ
ら
れ
た

至
高
の
芸
術
で
あ
る
。
だ
が
、

そ
の
伝
統
の
陰
に
は
、
自
分
達

こ
そ
文
化
の
正
統
な
所
有
者
だ

と
い
う
排
他
的
な
優
越
感
、
歪

ん
だ
権
力
構
造
、
が
今
だ
に
横

た
わ
っ
て
い
る
。
特
に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
お
い
て
、
オ
ペ
ラ
は
自

国
文
化
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
か
ら

来
た
異
邦
人
は
、
常
に
厳
し
い

審
判
の
目
に
晒
さ
れ
る
。

　

ユ
ジ
ャ
・
ワ
ン
を
巡
る
議
論

が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
熱
を
帯
び

た
の
は
、音
楽
界
が
よ
う
や
く
、

そ
の
内
側
に
潜
む
無
意
識
の
偏

見
や
旧
態
然
と
し
た
価
値
観
を

直
視
し
始
め
た
か
ら
だ
ろ
う

か
。
芸
術
と
は
本
来
、
人
を
規

定
の
枠
組
み
か
ら
解
き
放
ち
、

世
界
を
拡
げ
る
為
の
も
の
で
あ

る
筈
だ
。
多
様
な
背
景
を
持
つ

才
能
が
、
出
自
や
性
別
と
い
う

フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
一
人
の
音
楽
家
と
し
て

等
し
く
尊
重
さ
れ
る
場
所
へ
。

私
の
経
験
し
た
あ
の
日
の
涙

が
、
次
世
代
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

た
ち
の
糧
と
な
り
、
よ
り
開
か

れ
た
音
楽
界
の
未
来
へ
と
繋
が

る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
る
。

田
村
麻
子
＝
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙

に
「
輝
く
ソ
プ
ラ
ノ
」
と
絶
賛

さ
れ
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
デ

ビ
ュ
ー
。
欧
米
歌
劇
場
で
『
椿

姫
』『
ル
チ
ア
』『
蝶
々
夫
人
』他
、

数
々
の
主
役
に
抜
擢
。
Ｗ
杯
前

夜
祭
3
大
テ
ナ
ー
公
演
で
故
パ

ヴ
ァ
ロ
ッ
テ
ィ
ら
と
共
演
。
Ｍ

Ｅ
Ｔ
管
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
交
響
楽
団
な

ど
と
共
演
。
Ｍ
Ｌ
Ｂ
公
式
戦
に

て
外
国
人
初
の
米
国
国
歌
斉
唱

の
栄
誉
を
担
う
。
デ
ィ
ス
テ
フ

ァ
ノ
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
（
伊
）

１
位
。
米
マ
ネ
ス
音
楽
院
首
席

修
了
。
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す

る
国
際
的
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
。
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今
更
な
が
ら
で
す
が
、
日
本

に
住
ん
で
お
ら
れ
る
親
や
親
戚

の
介
護
や
、
自
身
の
将
来
に
常

に
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
は
多

い
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
！
物
理

的
な
距
離
や
時
間
の
制
約
か

ら
、「
数
年
間
だ
け
時
間
を
止

め
ら
れ
た
ら
」
と
い
う
Ｓ
Ｆ
の

よ
う
な
想
像
を
し
た
こ
と
が
あ

る
方
は
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

驚
く
べ
き
こ
と
に
、
現
在
、
医

療
技
術
と
し
て
の「
人
工
冬
眠
」

の
研
究
が
現
実
の
も
の
と
し
て

進
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

１　

人
工
冬
眠
の
実
現
に
よ
る

寿
命
の
延
伸

　

人
間
の
細
胞
、
特
に
心
臓
を

動
か
す
心
筋
細
胞
は
細
胞
分
裂

を
行
わ
な
い
た
め
、
そ
の
耐
用

年
数
か
ら
人
間
の
寿
命
の
限
界

は
理
論
上
１
４
０
歳
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
で
は
、
人
工
冬
眠
を

導
入
す
れ
ば
、
こ
れ
を
２
０
０

年
へ
と
延
ば
す
こ
と
は
可
能
で

し
ょ
う
か
。
理
化
学
研
究
所
の

冬
眠
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る

砂
川
玄
志
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
冬

眠
中
は
生
命
活
動
が
大
幅
に
抑

制
さ
れ
る
た
め
「
老
化
が
止
ま

る
」
可
能
性
は
示
唆
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く

ま
で
意
識
を
失
い
眠
っ
て
い
る

間
の
話
で
あ
り
、
冬
眠
期
間
を

差
し
引
い
た
「
意
識
の
あ
る
活

動
時
間
」
自
体
が
飛
躍
的
に
延

び
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
つ
ま
り
、
数
百
年
先

の
未
来
を
見
る
こ
と
は
可
能
か

も
し
れ
な
い
が
、
起
き
て
い
る

寿
命
そ
の
も
の
が
２
０
０
年
に

な
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の

で
す
。

２　

不
治
の
病
の
治
療
と
人
間

の
幸
福
と
は
？　

　

人
工
冬
眠
が
実
現
す
れ
ば
、

が
ん
の
よ
う
に
進
行
の
早
い
病

気
で
あ
っ
て
も
、
代
謝
を
落
と

し
て
病
勢
を
抑
制
し
て
い
る
間

に
治
療
を
施
す
「
攻
め
の
冬

眠
」
が
可
能
に
な
る
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
未
知

で
あ
っ
た
生
体
内
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
が
解
明
さ
れ
、
病
が
克
服
さ

れ
る
こ
と
は
人
類
に
と
っ
て
朗

報
で
す
。
し
か
し
、そ
れ
が「
人

間
の
幸
福
」
に
つ
な
が
る
か
は

別
問
題
で
す
。「
今
が
十
分
幸

せ
な
人
は
未
来
に
行
く
必
要
が

な
い
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
よ

う
に
、
自
身
の
属
す
る
社
会
や

家
族
が
ど
う
変
化
し
た
か
分
か

ら
な
い
未
来
で
目
覚
め
る
こ
と

が
、
必
ず
し
も
個
人
の
幸
福
と

Ｓ
Ｆ
か
ら
現
実
へ

 「
人
工
冬
眠
」
の
利
点
と
問
題
点

は
一
致
し
ま
せ
ん
。
科
学
の
進

歩
は
、
す
べ
て
の
人
を
自
動
的

に
幸
せ
に
す
る
万
能
の
道
具
で

は
な
い
の
で
す
。

３　

急
病
時
の
救
命
措
置
と
し

て
の
応
用

　
「
急
病
患
者
を
数
時
間
か
ら

数
日
冬
眠
さ
せ
、
治
療
を
遅
ら

せ
て
も
い
い
よ
う
に
す
る
」
と

い
う
仮
説
を
耳
に
し
た
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
は
事
実
と
し
て
研
究
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
脳
出
血
や
心

筋
梗
塞
な
ど
、
酸
素
供
給
の
途

絶
が
致
命
的
と
な
る
病
態
に
お

い
て
、
体
温
や
代
謝
を
低
下
さ

せ
て
「
冬
眠
様
状
態
」
に
誘
導

で
き
れ
ば
、
臓
器
の
ダ
メ
ー
ジ

を
防
ぎ
、
治
療
開
始
ま
で
の
貴

重
な
時
間
を
稼
ぐ
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
最
も

早
期
に
実
用
化
さ
れ
る
可
能
性

が
高
い
医
療
応
用
で
あ
り
、
救

命
の
観
点
か
ら
も
知
っ
て
お
い

て
損
は
な
い
情
報
と
言
え
ま

す
。

　

た
だ
、
人
工
冬
眠
の
弊
害
も

あ
る
よ
う
で
す
。
冬
眠
中
は
免

疫
系
が
大
幅
に
低
下
す
る
た

め
、
真
菌
感
染
症
な
ど
の
リ
ス

ク
が
高
ま
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に

考
慮
す
べ
き
は
「
社
会
的
な
リ

ス
ク
」
で
す
。
数
十
年
単
位
の

長
期
冬
眠
か
ら
目
覚
め
た
際
、

も
し
外
の
世
界
で
大
災
害
や
戦

争
が
起
き
て
お
り
、
社
会
イ
ン

フ
ラ
が
崩
壊
し
て
い
た
と
し
た

ら
、
目
覚
め
た
後
の
生
存
は
極

め
て
困
難
に
な
り
ま
す
。「
果

報
は
寝
て
待
て
」
と
言
い
ま
す

が
、
寝
す
ぎ
た
場
合
に
は
、
目

覚
め
た
時
の
社
会
体
制
の
維
持

と
い
う
壮
大
な
前
提
条
件
が
求

め
ら
れ
る
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
何
よ
り
、
人
工
冬

眠
に
よ
る
「
介
護
負
担
の
軽

減
」。
い
わ
ゆ
る
レ
ス
パ
イ
ト

ケ
ア
と
し
て
の
人
工
冬
眠
の
是

非
と
倫
理
的
課
題
で
す
。
介
護

現
場
や
家
族
の
疲
弊
を
防
ぐ
た

め
、「
週
末
だ
け
冬
眠
し
て
も

ら
う
」
と
い
う
運
用
が
で
き
れ

ば
、
介
護
者
の
負
担
は
劇
的
に

軽
減
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
冬
眠
は
「
生
で
も
死
で
も

な
い
第
三
の
状
態
」
と
定
義
さ

れ
ま
す
。
い
く
ら
本
人
の
同
意

が
あ
ろ
う
と
も
、
周
囲
の
都
合

で
個
人
の
意
識
を
奪
い
、
感
染

症
等
の
リ
ス
ク
を
伴
う
状
態
に

置
く
こ
と
が
倫
理
的
に
許
容
さ

れ
る
か
は
甚
だ
疑
問
で
す
。
さ

ら
に
、
冬
眠
期
間
が
長
期
に
及

べ
ば
、
年
金
受
給
、
税
金
の
徴

収
、
相
続
の
扱
い
と
い
っ
た
法

的
な
問
題
も
山
積
し
て
い
ま

す
。
制
度
の
悪
用
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
社
会
保
障
制
度
の
抜
本

的
見
直
し
か
ら
、
場
合
に
よ
っ

て
は
憲
法
改
正
ま
で
議
論
が
及

ぶ
可
能
性
す
ら
あ
り
ま
す
。

　

結
論
と
し
て
、
人
工
冬
眠
が

究
極
の
介
護
予
防
や
治
療
手
段

と
し
て
実
用
化
さ
れ
る
に
は
、

科
学
的
進
歩
の
み
な
ら
ず
、
倫

理
的
・
社
会
的
・
法
的
な
高
い

ハ
ー
ド
ル
を
越
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た

少
し
先
の
未
来
の
技
術
が
提
示

す
る
新
た
な
選
択
肢
を
知
る
こ

と
は
、
私
た
ち
が
現
在
の
老
後

や
介
護
に
ど
う
向
き
合
い
、
ど

の
よ
う
な
現
実
的
な
備
え
を
進

め
て
い
く
べ
き
か
を
考
え
る
上

で
、
有
益
な
視
座
を
与
え
て
く

れ
る
は
ず
で
す
。　

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟　

大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@helpz.jp

　

サ
イ
エ
ン
ス
・
オ
ブ
・
エ
ン

ラ
イ
ト
メ
ン
ト
代
表
で
、
ヒ
マ

ラ
ヤ
大
聖
者
の
も
と
で
悟
り
を

開
い
た
シ
ッ
ダ
ー
マ
ス
タ
ー
の

ヨ
グ
マ
タ
相
川
圭
子
さ
ん
が
８

日
、
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
ヨ
ガ
と

瞑
想
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
「
ヨ
グ

マ
タ
・
リ
ト
リ
ー
ト
・
イ
ン
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」（Yogmata 

Retreat in New York

）
を
行

っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
冒
頭
、

瞑
想
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

を
解
説
し
た
後
、
参
加
者
は
ヨ

グ
マ
タ
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、

心
身
と
も
に
ピ
ー
ス
フ
ル
に
な

る
ゆ
っ
く
り
し
た
動
き
の
ヨ
ガ

と
深
い
瞑
想
を
体
験
し
た
。

　

開
催
中
に
昼
食
（
巻
き
寿

司
）
や
緑
茶
な
ど
が
振
る
舞
わ

れ
、
参
加
者
は
日
本
の
食
文
化

や
お
も
て
な
し
も
体
験
。
後
半

で
は
書
道
の
講
師
、
石
塚
由
里

さ
ん
が
「
幸
」
や
「
健
康
」「
成

功
」
な
ど
参
加
者
の
好
き
な
言

葉
を
色
紙
に
書
き
、
参
加
者
一

人
ひ
と
り
と
色
紙
の
言
葉
に
ヨ

グ
マ
タ
さ
ん
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

送
り
、
３
時
間
半
の
イ
ベ
ン
ト

は
終
了
し
た
。

　

参
加
者
の
一
人
、
ジ
ャ
ス
テ

ィ
ー
ナ
・
ウ
ォ
ト
レ
ッ
ク
さ
ん

は
イ
ベ
ン
ト
後
「
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
心
が
穏
や
か
に
な
り
、
頭

の
中
が
ク
リ
ア
に
な
り
ま
し

た
。
集
中
力
が
よ
り
研
ぎ
澄
ま

さ
れ
た
感
じ
が
し
ま
す
」
と
感

想
を
語
っ
た
。

　

ヨ
グ
マ
タ
さ
ん
は
16
歳
で
ヨ

ガ
を
始
め
、
30
代
で
ヒ
マ
ラ
ヤ

に
渡
っ
た
。
大
聖
者
の
ハ
リ
バ

バ
ジ
に
師
事
し
、
過
酷
な
環
境

で
修
行
を
重
ね
て
き
た
。
悟
り

の
証
明
と
し
て
「
公
開
サ
マ
デ

ィ
」
を
イ
ン
ド
各
地
で
18
回
成

功
さ
せ
、
１
９
９
１
年
に
イ
ン

ド
政
府
お
よ
び
瞑
想
の
専
門
機

関
よ
り
、
ヨ
ガ
の
母
の
意
で
あ

る
ヨ
グ
マ
タ
の
尊
称
を
授
か
っ

た
。
現
在
は
平
和
へ
の
活
動
と

し
て
世
界
中
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
教

え
を
指
導
し
て
い
る
。
今
後
も

年
に
３
、４
回
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
同
様
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開

き
た
い
と
抱
負
を
語
っ
た
。
当

地
で
の
次
回
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は

国
際
ヨ
ガ
デ
ー
の
あ
る
６
月
を

予
定
し
て
い
る
。

ヨ
グ
マ
タ
相
川
圭
子
さ
ん

ヨ
ガ
と
瞑
想
の
体
験
イ
ベ
ン
ト

          

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
開
催

 

慶
應
義
塾
Ｎ
Ｙ
学
院
で

 

古
本
氏
が
21
日
講
演
へ

　

慶
應
義
塾
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
学

院
（
高
等
部
）（
Ｎ
Ｙ
州
パ
ー

チ
ェ
ス
、
カ
レ
ッ
ジ
ロ
ー
ド
３

番
地
）
は
21
日
（
土
）
午
後
１

時
か
ら
、
オ
ム
ニ
バ
ス
・
レ
ク

チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
退
役
軍
人
で
あ

り
、
古
本
不
動
産
代
表
取
締
役

会
長
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
広
島
県

人
会
名
誉
会
長
を
務
め
る
古
本

武
司
氏
＝
写
真
＝
を
講
師
に
迎

え
た
講
演
会
を
開
催
す
る
。

　

講
演
は
「
81
年
の
履
歴
、
ト

ゥ
ー
リ
ー
・
レ
イ
ク
、
広
島
、

ベ
ト
ナ
ム
」
と
題
し
、
日
系
人

収
容
所
で
の
幼
少
期
か
ら
、
広

島
で
の
生
活
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

を
経
た
自
身
の
人
生
経
験
に
つ

い
て
語
る
。（
講
演
は
英
語
）

参
加
希
望
者
は
要
事
前
申
し
込

み
が
必
要
。

人
生
経
験
を
語
る

申し込みは https://docs.
google.com/forms/d/

e/1FAIpQLScSMyMhnhJsn_
LIJYclpy0u0xlGmJqy15-

sXCugC5whJgzUeA/viewform
から。

http://brooklyntime.net
http://www.startsnewyork.com
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScSMyMhnhJsn_LIJYclpy0u0xlGmJqy15-sXCugC5whJgzUeA/viewform
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さ
て
、
私
た
ち
の
ギ
リ
シ
ャ

旅
行
２
０
２
５
も
終
盤
に
差
し

掛
か
る
。
今
日
は
コ
ス
を
後
に

し
て
３
つ
目
の
島
、
パ
ト
モ
ス

に
行
く
の
だ
。
興
奮
の
た
め
か

疲
れ
は
ほ
ぼ
無
い
。
そ
れ
に
時

差
ボ
ケ
も
完
全
に
消
え
、
元
気

で
健
康
な
ギ
リ
シ
ャ
旅
行
者
に

な
っ
て
い
た
。

　

３
日
間
お
世
話
に
な
っ
た
コ

テ
ー
ジ
を
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
し

て
車
で
ポ
ー
ト
に
向
か
う
。
ポ

ー
ト
ま
で
な
ん
と
７
分
な
の

だ
。
今
回
の
フ
ェ
リ
ー
は
午
前

11
時
発
、
１
時
間
半
の
船
旅
で

あ
る
。
次
の
ア
パ
ー
ト
の
チ
ェ

ッ
ク
イ
ン
が
午
後
２
時
で
あ
る

が
、
珍
し
く
出
発
が
遅
れ
た
の

で
ち
ょ
う
ど
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ

で
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
で
き
そ
う

だ
。
先
回
と
同
じ
く
、
車
は
私

た
ち
だ
け
。
た
っ
た
一
台
の
車

を
バ
ッ
ク
で
乗
船
、
手
ぶ
ら
で

デ
ッ
キ
に
上
が
っ
て
去
り
行
く

コ
ス
島
を
見
送
っ
た
。
ド
デ
カ

ネ
ス
は
島
が
密
集
し
て
い
て
、

航
行
し
て
い
る
と
島
が
次
か
ら

次
へ
と
現
れ
る
。

　

エ
ー
ゲ
海
の
名
前
の
由
来

は
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
登
場
す

る
エ
ー
ゲ
ウ
ス
王
、
息
子
テ
セ

ウ
ス
が
ク
レ
タ
島
の
ク
ノ
ッ
ソ

ス
の
迷
宮
に
い
る
ミ
ノ
タ
ウ
ロ

ス
を
倒
す
た
め
こ
の
海
を
旅
立

っ
た
こ
と
だ
そ
う
だ
。
一
昨
年

の
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ク
レ
タ

島
。
ギ
リ
シ
ャ
は
古
来
、
こ
こ

に
あ
る
た
く
さ
ん
の
島
々
が
独

特
の
文
化
や
経
済
を
作
っ
て
き

た
。
我
々
も
嬉
し
い
こ
と
に
こ

の
島
々
の
作
り
出
す
文
化
や
経

済
に
浸
っ
て
き
た
。

　

フ
ェ
リ
ー
が
パ
ト
モ
ス
に
着

く
と
、
車
は
手
練
の
係
員
の
指

示
で
真
っ
先
に
下
船
す
る
。
人

混
み
の
中
を
丁
寧
に
運
転
し
て

街
に
入
る
。
な
ん
と
ア
パ
ー
ト

ま
で
は
車
で
７
分
、
と
い
う
か

徒
歩
圏
で
あ
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
セ

ッ
ト
し
て
近
づ
く
と
車
で
は
入

れ
な
い
道
を
指
し
て
き
た
。
し

ま
っ
た
！
こ
の
ア
パ
ー
ト
は
駐

車
場
が
あ
る
ど
こ
ろ
か
、
歩
い

て
し
か
ア
ク
セ
ス
で
き
な
く

て
、
車
は
街
に
路
上
駐
車
な
の

で
あ
る
。
予
約
し
た
時
に
難
解

だ
っ
た
ご
主
人
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
今
に
な
っ
て
理
解
で
き
た
。

が
、
仕
方
な
い
。
車
を
空
い
て

い
る
所
に
停
め
て
と
り
あ
え
ず

身
一
つ
で
ア
パ
ー
ト
へ
の
細
道

を
上
が
っ
て
い
く
。

　

ご
主
人
が
「
ハ
ロ
ー
」
と
向

こ
う
か
ら
声
を
か
け
て
く
れ

た
。
随
分
と
不
思
議
な
階
段
を

３
階
ま
で
登
っ
て
い
く
と
、
ご

主
人
と
奥
さ
ん
が
飲
み
物
を

用
意
し
て
く
れ
た
。
ご
主
人

はStelios El Greco

と
い
う
。

部
屋
に
案
内
さ
れ
て
唖
然
と
し

た
。
こ
れ
は
一
つ
星
ホ
テ
ル
で

は
な
い
か
。
払
っ
た
お
金
は
三

つ
星
だ
。
が
、
今
更
ど
う
し
よ

う
も
な
い
。
若
い
頃
の
下
宿
を

彷
彿
さ
せ
る
宿
に
お
世
話
に
な

る
こ
と
に
し
た
。
た
だ
、
ビ
ュ

ー
は
素
晴
ら
し
く
、
小
高
い
丘

に
あ
り
早
速
訪
れ
る
こ
の
島
の

目
玉
（
美
し
い
ビ
ー
チ
以
外
で

は
唯
一
の
観
光
名
所
と
も
言
え

る
）Monastery of St. John

が
綺
麗
に
見
え
る
。
車
で
は
15

分
の
距
離
だ
。
小
さ
い
島
は
良

い
！

　

St. John

（
聖
ヨ
ハ
ネ
）
は

聖
書
の
「
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
」

（The book of Revelation

）

を
書
い
た
キ
リ
ス
ト
の
12
人
の

弟
子
の
一
人
で
あ
り
、
こ
の
近

く
の
洞
窟
で
そ
れ
を
著
し
た
と

さ
れ
て
い
る
。
ロ
ー
ド
ス
島
と

コ
ス
島
を
支
配
し
た
聖
ヨ
ハ
ネ

騎
士
団
と
の
関
係
は
大
い
に
あ

る
と
言
え
る
。

　

修
道
院
は
石
を
積
ん
で
山
の

頂
に
作
ら
れ
て
お
り
、
白
く
塗

ら
れ
た
内
部
は
部
屋
が
複
雑
に

絡
み
合
っ
て
で
き
て
い
る
。
ち

ょ
っ
と
し
た
広
間
に
は
石
の
テ

ー
ブ
ル
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
こ

こ
で
修
道
士
た
ち
が
無
言
で
食

事
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

最
盛
期
に
は
１
０
０
人
、
な
ん

と
今
も
10
人
が
修
道
生
活
を
送

っ
て
い
る
と
い
う
。
館
内
に
は

立
派
な
博
物
館
が
あ
り
、
古
文

書
か
ら
古
い
法
着
か
ら
装
飾
品

か
ら
絵
画
か
ら
整
然
と
展
示
し

て
あ
っ
た
。
司
書
の
男
性
が
話

し
か
け
て
き
て
く
れ
て
そ
の
場

に
い
た
ア
メ
リ
カ
人
女
性
と
質

問
合
戦
に
な
っ
た
。
な
ん
と
私

が
読
ん
だ
ば
か
り
の
聖
ヨ
ハ
ネ

騎
士
団
を
破
っ
た
ス
ル
タ
ン
の

直
筆
の
手
紙
が
あ
る
。
私
に
は

全
く
読
め
な
い
が
講
和
条
約
の

条
件
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

修
道
院
を
出
る
と
そ
こ
に
は

本
当
に
小
さ
な
集
落
が
あ
り
、

ギ
リ
シ
ャ
正
教
の
グ
ッ
ズ
を
売

る
店
、
タ
コ
を
日
干
し
に
す
る

レ
ス
ト
ラ
ン
が
一
軒
づ
つ
あ
っ

た
。

　

帰
り
に
ご
主
人
か
ら
教
え
て

も
ら
っ
た
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
い
く
。
な
ん
と
こ
こ
に
は

お
惣
菜
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
か

な
り
美
味
し
そ
う
だ
。
ア
パ
ー

ト
の
キ
ッ
チ
ン
は
当
て
に
な
ら

な
い
の
で
、
こ
れ
は
本
当
に
助

か
る
。
そ
の
中
か
ら
、
茄
子
の

肉
詰
め
、
ハ
ン
バ
ー
グ
、
ピ
ー

マ
ン
を
買
っ
て
家
で
食
べ
る
。

ギ
リ
シ
ャ
は
食
に
は
手
を
抜
か

な
い
。
デ
リ
の
食
品
も
こ
れ
だ

け
美
味
し
い
の
だ
。
し
か
も
安

い
。

　

食
べ
終
わ
る
とSkala

と

い
う
夜
の
繁
華
街
に
出
て
み

た
。
こ
こ
も
歩
い
て
10
分
で
あ

る
。
繁
華
街
は
小
さ
い
が
、
色

彩
と
店
の
意
識
が
高
く
、
素
晴

ら
し
く
綺
麗
で
あ
る
。
私
は
小

さ
い
街
が
好
き
だ
が
、
そ
れ
を

絵
に
描
い
た
よ
う
な
綺
麗
な
ダ

ウ
ン
タ
ウ
ン
で
あ
る
。
な
ん
と

い
き
な
り
私
た
ち
を
呼
び
止
め

る
人
が
い
る
。
宿
の
ご
主
人

Stelios

だ
。
な
ん
と
一
緒
に

座
っ
て
ド
リ
ン
ク
を
ご
馳
走
し

て
く
れ
た
。
そ
こ
に
は
従
姉
妹

と
い
う
女
性
が
お
り
、
昔
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
住
み
、
ア
ト
ラ

ン
タ
で
コ
カ
コ
ー
ラ
に
勤
め
て

い
た
そ
う
だ
。
Ｎ
Ｙ
に
も
行
っ

た
事
が
あ
り
流
暢
な
英
語
で
話

が
盛
り
上
が
っ
た
。
彼
女
が
私

た
ち
の
パ
ト
モ
ス
の
地
図
で
見

所
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。
こ
れ

が
後
日
、
本
当
に
役
に
立
つ
。

　

宿
は
下
宿
だ
が
、
こ
こ
の
人

た
ち
は
素
晴
ら
し
く
良
い
人
で

あ
っ
た
。
ご
馳
走
し
て
頂
い
た

フ
ラ
ッ
ペ
を
飲
み
干
す
頃
に
は

パ
ト
モ
ス
が
大
好
き
に
な
っ
て

い
た
（
笑
）。（
続
く
）

浅
井
岳
史

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
）

www.takeshiasai.com

www.nyseikatsu.com

ジ
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Ｊ
Ｒ
山
手
線
の
田
端
駅
北
口

を
降
り
る
と
、「
田
端
文
士
村

記
念
館
」（
東
京
都
北
区
）
の

建
物
が
目
に
入
り
ま
す
。
田
端

は
明
治
の
中
頃
、
雑
木
林
や
田

畑
の
広
が
る
閑
静
な
農
村
で
し

た
が
、
上
野
に
東
京
美
術
学
校

（
現
・
東
京
藝
術
大
学
）
が
開

校
さ
れ
る
と
、
若
い
芸
術
家
が

次
第
に
集
ま
り
、
小
杉
放
庵
、

板
谷
波
山
、
山
本
鼎
等
の
芸
術

家
が
次
々
と
田
端
に
住
む
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
大
正
に
入
る

と
芥
川
龍
之
介
、
室
生
犀
星
ら

の
文
士
も
移
り
住
み
、
田
端
は

「
文
士
村
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
今
回
は
そ
の
高
台
の

一
角
に
あ
る
澤
田
正
太
郎
記
念

館
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
澤
田
正
太
郎
と
い
っ
て

も
、
ご
存
じ
の
方
は
少
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
油
絵
、
水
彩
画

を
す
る
ど
い
線
で
描
い
た
風
景

画
家
で
、
新
国
劇
の
創
設
者
で

あ
る
澤
田
正
二
郎
を
父
に
、
女

優
だ
っ
た
渡
瀬
淳
子
を
母
に

１
９
１
６
年
に
東
京
・
墨
田
区

で
生
ま
れ
ま
し
た
。
１
９
３
６

年
に
東
京
美
術
学
校
（
現
東
京

藝
術
大
学
）油
絵
科
に
入
学
し
、

１
９
９
６
年
に
79
歳
で
亡
く
な

る
ま
で
多
く
の
絵
を
描
い
て
い

ま
し
た
。
１
９
５
２
年
に
移
り

住
ん
だ
田
端
の
記
念
館
は
、
も

と
も
と
新
国
劇
の
稽
古
場
で
あ

っ
た
場
所
で
、
澤
田
正
太
郎
の

ア
ト
リ
エ
を
兼
ね
た
居
宅
を
長

女
の
安
細
菊
乃
さ
ん
と
、
次
女

で
ご
自
身
も
絵
を
描
か
れ
て
い

る
澤
田
滋
野
さ
ん
（
現
館
長
）

が
改
修
し
、
２
０
２
３
年
5
月

に
開
館
し
ま
し
た
。

　
館
内
に
は
、
１
０
０
号
の
大

作
を
含
め
、
油
絵
や
水
彩
画
、

エ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
40
点
を
超
え

る
作
品
を
展
示
し
、
四
季
ご

と
に
展
示
替
え
を
し
て
い
ま

す
。
澤
田
正
太
郎
は
、
絵
の

題
材
と
し
て
横
浜
を
愛
し
、

定
期
乗
車
券
を
買
っ
て
ま
で

田
端
か
ら
横
浜
に
通
い
多
く

の
絵
を
描
い
た
そ
う
で
、
特

に
港
や
山
手
、
根
岸
の
絵
が

多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
30
代

か
ら
40
代
の
頃
は
遊
園
地
や

サ
ー
カ
ス
を
よ
く
描
い
て
お

り
、
後
楽
園
や
八
津
遊
園

（
１
９
８
２
年
閉
園
）
な
ど
に

通
っ
て
水
彩
で
ス
ケ
ッ
チ
を

し
て
い
ま
し
た
。
工
事
現
場

の
絵
も
多
く
描
い
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
大
手
建
設
会
社

の
株
式
会
社
フ
ジ
タ
が
発

行
す
る
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
、

１
９
６
８
年
以
降
、
毎
年
澤

田
正
太
郎
作
品
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

父
親
の
澤
田
正
二
郎
が
立

ち
上
げ
た
新
国
劇
は
、
昭
和

期
に
圧
倒
的
な
人
気
を
博
し
、

大
衆
演
劇
の
礎
を
築
い
た
こ

と
で
知
ら
れ
て
お
り
、
館
内
に

あ
る
澤
田
正
二
郎
と
渡
瀬
淳
子

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
に
は
演

劇
関
係
者
の
来
館
も
多
い
そ
う

で
す
。

　
記
念
館
の
す
ぐ
隣
に
は
、
素

敵
な
民
家
風
の
「
カ
フ
ェ
・
ノ

ー
ス
ラ
イ
ト
」
が
あ
り
、「
電

車
の
見
え
る
カ
フ
ェ
」
と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
と
お

り
、
建
物
の
2
階
か
ら
田
端

電
車
区
に
入
庫
し
た
東
北
・
上

越
新
幹
線
や
高
崎
線
な
ど
の
車

両
、
そ
の
手
前
の
山
手
線
と
京

浜
東
北
線
を
眼
下
に
眺
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
実
は
こ
ち
ら

の
カ
フ
ェ
の
家
主
で
も
あ
る
江

原
チ
エ
コ
さ
ん
の
祖
父
が
新
国

劇
に
関
係
し
て
い
た
縁
で
、
前

回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年

か
ら
隣
り
合
っ
て
暮
ら
す
よ
う

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
来
年
7
月
に
は
、
近
く
に
没

後
１
０
０
年
と
な
る
芥
川
龍
之

介
記
念
館
が
開
館
予
定
だ
そ
う

で
、
田
端
文
士
ゆ
か
り
の
地
を

巡
る
散
歩
を
楽
し
む
の
も
い
い

で
し
ょ
う
。（
栗
原
祐
司　

国

立
科
学
博
物
館
副
館
長
）
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伊
藤
さ
ち
よ
舞
踊
団
舞
踊
教

室
に
よ
る
恒
例
の「
踊
り
初
め
」

が
１
日
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ギ

ブ
ニ
ー
・
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
。
当
初
は
１
月
25
日

に
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
雪
の

影
響
で
延
期
さ
れ
、
今
回
の
開

催
と
な
っ
た
。

　

多
文
化
・
多
世
代
の
生
徒
た

ち
に
よ
る
日
本
舞
踊
の
披
露
に

加
え
、
ゲ
ス
ト
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
太
鼓
愛

好
会
（
Ｎ
Ｙ
Ｔ
Ａ
Ｋ
）
や
歌
手
・

山
下
陽
子
ら
も
出
演
。
ま
た
、

伊
藤
さ
ち
よ
著『
思
い
出
の
記
』

の
出
版
記
念
サ
イ
ン
会
も
行
わ

れ
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
中
国
の

詩
に
基
づ
く
創
作
作
品
を
は
じ

め
、
伊
藤
の
指
導
・
振
付
に
よ

る
歌
舞
伎
舞
踊
や
春
を
寿
ぐ
舞

踊
作
品
15
曲
の
舞
踊
が
上
演
さ

れ
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
テ

ー
マ
「
愛
」
が
ギ
タ
ー
伴
奏
の

TOMOYA OGAWA

とAsu-
mi

の
歌
に
よ
る
「Heal the 

World

」
で
表
現
さ
れ
、
観
客

も
コ
ー
ラ
ス
に
参
加
。
会
場
の

１
１
６
席
は
満
席
と
な
り
、
盛

況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

 

伊
藤
さ
ち
よ
舞
踊
団

華
や
か
に
踊
り
初
め
　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
鈴
木
尚
和

（
す
ず
き
・
ひ
さ
か
ず
）
が
、

4
月
9
日
（
木
）
か
ら
12
日

（
日
）
ま
で
、
ロ
ウ
ワ
ー
・
イ

ー
ス
ト
サ
イ
ド
に
あ
る
ピ
ア
36

（
サ
ウ
ス
ス
ト
リ
ー
ト
２
９
９

番
地
）
で
開
催
さ
れ
る
「
ア
ー

ト
エ
キ
ス
ポ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

２
０
２
６
」
に
お
い
て
2
つ
の

ブ
ー
ス
で
出
展
す
る
。

　

同
展
で
は 

「Moon & 
Gravity

（
月
と
引
力
）」 

を
テ

ー
マ
に
、
宇
宙
の
秩
序
や
自
然

の
調
和
を
象
徴
す
る
作
品
群
を

発
表
す
る
。
日
本
人
な
ら
で
は

の
精
神
性
と
美
意
識
を
背
景

に
、
掛
軸
、
扇
子
、
う
ち
わ
、

短
冊
、
月
面
ア
ー
ト
パ
ネ
ル 

な
ど
で
「
月
」
の
存
在
と
そ
の

見
え
な
い
力
を
表
現
す
る
。
も

う
一
つ
の
ブ
ー
ス
で
は
、
鈴
木

尚
和
が
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

す
る 

「Prayer Art

（
祈
り
ア

ー
ト
）」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

を
紹

介
。
鈴
木
自
身
の
作
品
に
加

え
、
日
本
の
伝
統
工
芸
の
匠
た

ち
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
作

品
を
展
示
す
る
。
入
場
料
は
一

般
30
ド
ル
〜
、
学
生
・
シ
ニ

ア
は
20
ド
ル
〜
。
チ
ケ
ッ
ト
・

詳
細
は
公
式
サ
イ
トhttps://

redwoodartgroup.com/

を

参
照
す
る
。

鈴木尚和が出展
アートエキスポ2026に

　

Ｎ
Ｙ
で
活
動
す
る
日
本
人
俳

優
や
歌
手
、
音
楽
家
に
舞
台
出

演
の
実
績
を
増
や
す
べ
く
設
立

さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
シ
ア
タ
ー
カ
ン

パ
ニ
ー
「
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
・
ボ

イ
ス
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」（
主
宰
・

ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
眞
希
枝
）

は
、
こ
の
ほ
ど
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
小
劇
場
で
開
催
さ
れ
る
歴

史
あ
る
演
劇
祭
「The Fringe 

Festival 

」
に
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「Miracle 

of the Star

」
で
参
加
す
る
こ

と
を
発
表
し
た
。
同
作
品
は
、

２
０
２
４
年
に
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

で
初
演
さ
れ
、
そ
の
後
、The 

Bronx Council of the Arts

よ
り
助
成
金
を
得
て
リ
ー
マ
ン

カ
レ
ッ
ジ 

内
の
シ
ア
タ
ー
で

再
演
。
そ
し
て
今
回
が
３
度
目

の
公
演
と
な
る
。

　

物
語
は
、
２
０
０
０
年
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
郊
外
、
星
の
観
察

が
大
好
き
な
２
人
の
高
校
生

が
、
あ
る
晩
遭
遇
し
た
不
思
議

な
星
の
力
で
、
突
然
20
年
後
の

コ
ロ
ナ
禍
の
世
界
に
飛
ば
さ
れ

て
し
ま
い
、
30
代
の
自
分
の
現

実
に
向
き
合
わ
さ
れ
て
、
改
め

て
自
分
が
本
当
に
や
り
た
か
っ

た
こ
と
は
何
だ
っ
た
の
か
を
自

分
自
身
に
問
い
か
け
る
ス
ト
ー

リ
ー
。

　

今
回
も
、
キ
ャ
ス
ト
、
ス
タ

ッ
フ
共
に
多
国
籍
メ
ン
バ
ー
で

の
上
演
と
な
る
。
脚
本
は
、
ア

ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
眞
希
枝
と
ジ

ェ
レ
ル
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
。

作
曲
は
、
ジ
ェ
レ
ル
・
ア
ー
ム

ス
ト
ロ
ン
グ
、
勝
部
由
香
、
コ

タ
ニ
・
シ
ブ
キ
。
演
出
は
、
ク

リ
ス
ト
ス
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル

ー
。
日
本
人
出
演
者
は
、
中
西

美
緒
、
平
野
珠
涼
、
丸
山
日
鶴
、

田
中
怜
緒
直
の
面
々
。

　

公
演
は
、
４
月
４
日
（
土
）

午
後
２
時
、
５
日
（
日
）
午

後
３
時
40
分
、
10
日
（
金
）

午
後
６
時
、
12
日
（
日
）
午

後
５
時
20
分
の
４
回
。
会
場

は
、The Chain Theater 

Main Stage

に
て
行
わ
れ

る
。
チ
ケ
ッ
ト
の
入
手
は
、

https://tickets.frigid.nyc/
event/6897:1377/ 

問

い

合

わ

せ

は
、

theworldvoiceensemble@
gmail.com 

ま
で
。

ザ
・
ワ
ー
ル
ド
・
ボ
イ
ス
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

「
ミ
ラ
ク
ル
・
オ
ブ
・

ザ
・
ス
タ
ー
」
上
演

　　日本人出演者

中西美緒、平野珠涼、
丸山日鶴、田中怜緒直

https://shopnyseikatsu.com/
https://redwoodartgroup.com/
https://redwoodartgroup.com/
https://redwoodartgroup.com/
https://tickets.frigid.nyc/event/6897:1377/
mailto:theworldvoiceensemble@gmail.com
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EVENT
■セントパトリックスデー・パレード＝ 3/17　
11:00  Fifth Avenue（bet. 44th目～ 79th St.）アイ
ルランドの守護聖人セントパトリックを祝う、ア
イルランド系移民による全米最大規模のパレード。
タータンチェックの伝統衣装ををまとった多くのバ
グパイプ楽団やダンスチーム、マーチングバンドが
五番街を練り歩く。街中が緑色に染まる NYの春を
告げるお祭り。
詳細は https://www.nycstpatricksparade.org/
■ オ ー キ ッ ド シ ョ ー ＝ 4/26 ま で　The New 
Yo r k  B o t a n i c a l  G a rd e n（2 9 0 0  S o u t h e r n 
Boulevard,Bronx）毎年恒例のラン展。今年は「Mr. 
Flower Fantastic’s Concrete Jungle」と題し、フラ
ワーアーティストのミスター・フラワー・ファンタ
スティックが、ピザ店や地下鉄など、NYの街を花
で表現する。入場料：一般＄39、学生・シニア＄35、
2～ 12歳は＄17
詳細は www.nybg.org/

CLASS/SEMINAR
■「ジェトロ NY主催、在米日系企業のための最新
経済・通商動向セミナー第 3回「トランプ政権下の
米国自動車産業と市場展望」＝ 3/17　16:00　ジェ
トロ NY事務所会議室（565 5th Avenue, 4F）政策
転換のポイントを整理し、米国自動車市場の今後の
展望などについての講演と意見交換・質懇親会を行
う。参加費無料。
詳 細 は https://www.jetro.go.jp/form5/pub/nya/
march2026

MUSIC
■ピアニストたなかかつこライブ＝ 3/25  18:00・
19:30  Mezzrow（163 W 10th St, basement）たな
かの最新 CD「Sunlight Sky」の発売記念ライブ。
共演は CDの録音メンバーであるロニー・プラキシ
コ（ベース）とウィリー・ジョーンズ（ドラム）と
のトリオ。CDに収録したオリジナル曲やジャズピ
アノ巨匠の名曲を演奏する。入場料：＄35ドル
詳 細 は https://www.smallslive.com/events/32020-
katsuko-tanaka-trio/
■「宮城合奏団演奏会」＝ 3/27  18:00   Miller 
Theatre, Columbia University（2960 Broadway）コ
ロンビア大学中世日本研究所・日本文化戦略研究

所が主催する演奏会。没 70周年を迎える宮城道雄
（1894～ 1956年）の筝のための作品を中心とした
プログラム。同合奏団を主宰する宮城宗家牧瀨裕理
子、宮城合奏団員 13人、山本邦山（尺八）が来米
し演奏を披露する。演奏曲は、宮城道雄「さくら変
奏曲」のほか、「越天楽変奏曲」ではコロンビア大
学雅楽アンサンブルメンバーも加わり 20人近くで
演奏する。入場無料（全席自由）だが要事前登録。
詳細は https://www.imjs-jchi.org/event/
■ Creepy Nuts コ ン サ ー ト ＝ 4/13  20:00  
Hammerstein Ballroom（311 West 34th St.）ボー
カリスト兼ラッパーの R指定とプロデューサーの
DJ松永からなる日本のヒップホップデュオの NY
ライブ。ビルボードジャパン・ホット 100チャー
トで 8週連続 1位を記録した「Bling-Bang-Bang-
Born」などで盛り上がる。入場料：＄177から
詳 細 は https://www.stubhub.com/creepy-nuts-
tickets

THEATRE/DANCE 
■コンテポラリーダンス「梅田宏明：assimilating & 
Moving State 1」＝ 3/20・21 19:30  Japan Society
（333 E 47th St.）モノクロ映像を用いたビジュアル
と抽象的なサウンドデザインで、世界を舞台にキャ
リアを確立してきた梅田宏明の振り付けによる作品
を上演する。ともに北米初演となる、女性ダンサー
４人による「Moving State 1」と梅田自らが踊るソ
ロ作品「assimilating」の 2作。入場料：一般＄51、
JS会員＄38
詳細は www.JapanSociety.org/performingarts
■ダンス公演「Hubbard Street Dance Chicago」＝
3/24～ 4/5  Joyce Theatre（175 8th Ave,）ダンサー
の三好将太が所属するシカゴ拠点のダンスカンパ
ニーの NY公演。フォッシーレガシーとモダンクラ
シックを組み合わせたプログラムで、三好は複数作
品に出演し、ソロパートも勤める。入場料：＄32
～＄72。
詳細は https://www.joyce.org
■メトロポリタンオペラ 2025～ 26シーズン＝ 6
月まで　メトロポリタン歌劇場（30 Lincoln Center 
Plaza）今シーズンも定番作品から新作まで約 20作
品のオペラが上演中。3月の公演は、3/14「蝶々夫
人（Madama Butterfl y）」、3/17「トリスタンとイゾ
ルデ（Tristan und Isolde）」、3/18・19「蝶々夫人」、
3/20「椿姫（La Traviata）」、3/21「トリスタンとイ
ゾルデ」＆「蝶々夫人」。チケット料金は日によっ
て異なる。自動抽選による当日券（Rush tickets）
の購入はオンラインのみ。
詳細は https://www.metopera.org

ART
■アートエキスポ・ニューヨーク＝ 4/9～ 12  Pier 
36（299 South St,）1978年から続く、毎年 4月に
開催される世界最大級の美術トレードショー。世界
中から 170を超えるギャラリーやアーティストが
参加し、版画、絵画、彫刻、写真、陶芸、など多
彩な作品を展示する。1000点以上の作品が売買さ
れる、独立系アーティストの登竜門として知られる
アートイベント。入場料：一般＄30、学生・シニ
ア＄20
詳 細 は https://redwoodartgroup.com/artex-
po-new-york

　

ジ
ャ
ズ
作
曲
家
の
宮
嶋
み
ぎ

わ
が
、
６
月
26
日
に
ア
ル
バ
ム

『
組
曲　

希
望
と
レ
ジ
リ
エ
ン

ス - 

３
・
11
と
9
つ
の
物
語（
英

語
タ
イ
ト
ル
：Unbreakable Hope & Resilience

）』
を
リ

リ
ー
ス
、
各
種
配
信
サ
イ
ト
で

世
界
同
時
発
表
す
る
。
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
名
は
、
ミ
ギ
ー
・
オ
ー

ギ
ュ
メ
ン
テ
ッ
ド
・
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ (Miggy Augmented 

Orchestra)

。

　

昨
年
３
月
17
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
名
門
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ

「Dizzy's Club

」
で
演
奏
さ
れ

た
18
人
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と

３
人
の
役
者
に
よ
る
75
分
の
熱

演
を
録
音
し
た
も
の
。
舞
台
上

で
披
露
さ
れ
た
の
は
、
３
・
11

東
日
本
大
震
災
後
の
実
話
に
基

づ
く
ジ
ャ
ズ
組
曲
９
曲
と
ナ
レ

ー
シ
ョ
ン
。
震
災
を
経
験
し
た

宮
嶋
が
、
20
人
の
日
本
人
を
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
作
り
上
げ
た
こ

の
作
品
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

観
客
の
心
を
深
く
揺
さ
ぶ
っ

た
。
２
０
１
９
年
か
ら
始
め
た

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
話
し
た
の

は
、
原
発
近
く
の
牧
師
、
家
族

を
亡
く
し
た
母
と
息
子
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
震
災
後
に
癌
を
発

症
し
た
人
な
ど
。
泣
い
て
、
苦

し
ん
で
、
そ
れ
で
も
一
歩
踏
み

出
そ
う
と
し
て
い
る
そ
の
リ
ア

ル
な
姿
が
胸
を
打
っ
た
。
そ
の

20
人
の
声
を
９
つ
の
物
語
と
４

つ
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
音

楽
に
刻
ん
だ
。
先
行
シ
ン
グ
ル

リ
リ
ー
ス
は
３
月
27
日
（
金
）、

4
月
24
日
（
金
）、
5
月
29
日

（
金
）。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://miggymigiwa.net/
を
参
照
す
る
。

宮
嶋
み
ぎ
わ
新
ア
ル
バ
ム

３
・
11
と
９
つ
の
物
語

　

世
界
中
で
大
流
行
の
80
年
代

シ
テ
ィ
ポ
ッ
プ
の
コ
ン
サ
ー

ト
「
ト
ウ
キ
ョ
ウ
・
ダ
ウ
ン
タ

ウ
ン
」
が
21
日
（
土
）
午
後
６

時
か
ら
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ

る
ザ
・
レ
ッ
ド
・
パ
ビ
リ
オ
ン

（1241 Flushing Ave

）
で
開

催
さ
れ
る
。
出
演
は
、
ク
ニ
三

上
（
キ
ー
ボ
ー
ド
）、
小
川
と

も
や
（
ギ
タ
ー
）、
Ｍ
Ｊ
カ
ン

グ
（
ベ
ー
ス
）、
ル
ス
ラ
ン
・

バ
イ
マ
ジ
ン
（
ド
ラ
ム
）
と
４

人
の
歌
手
・
田
井
中
千
裕
、
伊

東
友
子
、
有
川
久
美
子
、
西
野

ル
子
。
入
場
料
は
18
ド
ル
か

ら
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

theredpavilion.com/events

を
参
照
す
る
。

ブルックリンで21日

 

星
の
島
句
会

春
の
蝶
付
か
ず
離
れ
ず
犬
の
鼻 

斉
藤
テ
リ
ー

美
し
き
名
札
の
あ
り
や
茨
の
芽 

亀
田
種
子

春
の
波
帰
り
そ
び
れ
し
鳥
一
羽 

太
田
風
子

咲
き
満
ち
て
風
に
戯
む
る
雪
柳 

豊
島
キ
ヌ

岬
に
は
音
符
の
石
碑
春
の
波 

江
坂
衣
代

hoshinoshima819@gmail.com

★
仲
間
募
集
中
★

８０年代シティポップ
トウキョウ・ダウンタウン
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